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「言っておくが、父さんは絶対に許さないぞ」

　今までに見たこともない厳しい顔で睨にらまれ、メグ・バーシアは返す言葉を飲み込んだ。

　父親のフェンネルは穏おだやかな人物で、真ま面じ目めで人が好よいと近所でも評判の鞄かばん職しよく人にんだ。実じつ直ちよくすぎて世渡りが上う手まくなく、友人の借金を肩代わりする羽は目めになってメグを悩ませたりもしたが、早くに病死した母親の分まで愛情深く育ててくれた。

　しかし、メグにはメグの言い分がある。

　自分には、一いつ刻こくも早く城へ戻らなければならない理由があるからだ。

「あのね、父さん。もうちょっと、私の話を聞いてくれる？　ええと、今はお城も人ひと手で不ぶ足そくみたいでね、私も侍じ女じよの真ま似ね事ごとなんかやっちゃったりして……」

「噓うそを言うんじゃない」

　苦しい言い訳をビシッと見抜かれて、ひえっと首を竦すくめる。

「いいか、メグ。庶しよ民みんの小娘を侍女に召めし抱かかえるだけで、あのジュレット家の当とう主しゆが直じき々じきに迎えの馬車を寄よ越こすわけがないだろう。ジュレット家の当主、シオン・ジュレットといえば、この国の摂せつ政しようだ。王宮の議会を束たばねる『三さん賢けん人じん』の一人なんだぞ！」

「庶民の小娘って、自分の子どもじゃないの……」

「こら！　聞こえてるぞ！」

「ごめんなさいっ」

　しゅんと殊しゆ勝しように項うな垂だれてみせるものの、心の中ではどうやって父親を説得しようかとメグは懸けん命めいに考え続けていた。




　メグの暮らすセレネイド国は、現在十三歳の少年皇こう帝ていが治おさめている。

　突然の事故で急死した前帝と皇こう后ごうの一人息子むすこ、ユウェル・シャマランは即そく位いして半年にも満みたないが、そんな彼を支えているのが摂政であり、『三賢人』の貴き族ぞく議ぎ員いんの一人、シオンだった。

　弱じやつ冠かん二十三歳という若さだが、シオンは幼おさな馴な染じみのユウェルを立りつ派ぱな皇帝にするために己おのれの全てを犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごで仕つかえている。

　それだけでも大変な労ろう力りよくなのに、ユウェルには皇帝暗あん殺さつを目もく論ろむ一いつ派ぱから命を狙われる事じ態たいまで勃ぼつ発ぱつしていたので気の休まるヒマもなかった。

（そんな時、ユウェルに隣りん国ごくフォロンの姫君とお見合いの話が出て……）

　結局見合いは破は談だんに終わったので、世間に公表はされていない。

　だが、暗殺集団をおびき寄せて一いち網もう打だ尽じんにするにはまたとない絶ぜつ好こうの機会だった。そこで、見合いの席でユウェルに代わって身代わりを務つとめたのが、ひょんなことから瓜うり二ふたつの容よう姿しをシオンに見いだされたメグだったのだ。

（あれは、自分でも驚きだったな。普通にしてたらちっとも気づかなかったけど、顔立ちや背せ恰かつ好こうだけじゃなく、栗色の髪や琥こ珀はく色いろの瞳ひとみまでまったく同じだったし。短たん髪ぱつのカツラをつけて男だん装そうしただけで、ユウェルにそっくりになっちゃうなんて）

　メグは再来月に十六歳になるが、お世せ辞じにも女らしい身体からだつきとは言い難がたい。女子力なら、二つ下の妹ソニアの方がよっぽど高いくらいだ。

　それでも、ほっそりとした身体は十三歳の少年に扮ふんするには最適だったし、礼れい儀ぎ作さ法ほうやしゃべり方さえ気をつければ見事にユウェル皇帝に成なり済すますことができた。

（でも、暗殺を企たくらんだ連中のうち、黒幕と思われている存在は捕つかまってないのよね。ユウェルにはまだまだ危険がいっぱいなんだから、影かげ武む者しやの私が早く帰らなくちゃ）

　暗殺が怖いからといって、皇帝が引きこもっているわけにはいかない。

　要するに、身代わりとしてのメグはまだまだ必要とされているのだ。

　それなのに……──。

（こんなことなら、一度家に帰らせて、なんて言うんじゃなかったな。でも、何も事情を説明しないで城へ上がっちゃったから父さんもソニアも心配していると思ったし……）

　すぐに城へ戻るつもりが、父親との平行線はもう三日も続いている。

　こうしている間にもユウェルに危険が及びはしないかと、メグは気が気ではなかった。




「メグ、おまえ父さんの話を聞いているのか？」

「え……あ、はい！　聞いてます！」

　うっかり回想に浸ひたっていたら、父親の険けわしい声で現実へ引き戻された。

「とにかく、この話はもう終わりだ。城のことは忘れて、元の生活に戻りなさい。おまえも、もうすぐ十六歳になる。そろそろ娘らしく、剣の練習なんかもほどほどに……」

「でも、私に剣を教えたのは父さんじゃない。見込みがあるぞって言ったわよね？」

「あれは、あくまで護ご身しん用ようだ。メグ、まさか剣で人を傷つけたりしてないだろうな」

「……えっと」

　咄とつ嗟さに上手いごまかしができず、メグは少々口ごもる。致ち命めい傷しようこそ与えていないが、襲おそいかかる暗殺者を撃げき退たいするために大立ち回りを演じていたからだ。自じ慢まんではないが、父親仕込みの剣の腕はその辺の男どもよりよっぽど確かだった。

「あの、でもね、すぐに戻るって約束もして……」

「約束？　どこの誰とだ？」

「あ、や、だからそれは……」

「よもや、ジュレット家の人間とじゃあるまいな？」

「…………」

「許さん！　父さんは絶対に許さないぞ！」

「ひゃあっ」

　ビリビリ、と室内の空気が震ふるえるほど、盛せい大だいなカミナリが落とされる。メグはおろか居間の隅すみでハラハラ成り行きを見守っていたソニアまで、つられて直ちよく立りつ不ふ動どうになった。

（あ～あ。振り出しに戻っちゃった……）

　何度目かの同じやり取りに、心身共にクタクタだ。

（それにしても、父さんはなんで〝ジュレット家〟にこだわるんだろう。そりゃ、私を最初に城へ呼んだのはシオンだけど、それだけじゃないような……）

　気のせいかもしれないが、父親はジュレット家に含むところがある気がしてならない。名前を聞いただけで不ふ機き嫌げんになるし、以前にシオンからの手紙にジュレット家の紋もん章しようがあるのを見た途と端たん、みるみる表情が厳しくなっていた。

（まさか、何か因いん縁ねんがあるとか……？）

　いやいや、と飛ひ躍やくしすぎる想像に、メグはすぐダメ出しをする。

　ジュレット家といえば、代々の当主が摂政を務める大貴族の家柄だ。

　とても、一いつ介かいの鞄職人と個人的な確かく執しつがあるとは思えない。

（そんなことより、何とか父さんを説得する方法を考えなくちゃね……）

　もし、どうしてもわかってもらえない時は、家出も辞じさない覚悟が必要かもしれない。

　自分を待っているであろう城の面々を思い浮かべ、メグは大きく溜ため息いきをついた。
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　もうダメだ。

　もはや、一いつ刻こくの猶ゆう予よもならない。

　連日にわたる父親への説得は一いつ向こうに功こうを奏そうさず、メグが「すぐに戻るわ」と言って家へ帰ってから今日で十日がすぎていた。

「お姉ちゃん、何してるの？」

　身の回り品をせっせとカバンに詰めていると、不ふ意いに妹のソニアが声をかけてくる。夕食の後片付けを終えた後、部屋へこもったままの姉を気にして様子を見にきたらしい。

「わ、大きい荷物。どこか旅行にでも出かけるつもり？」

「しっ。ソニア、静かにして。いい、父さんには内ない緒しよよ。私、今夜こっそり家を出ることにしたから。そうだ、後でこの手紙を父さんに渡してちょうだい」

「家を出るって……お姉ちゃん、本気なのっ？」

「だから、しーって！」

　慌あわててソニアの口を塞ふさぎ、真剣な顔で覗のぞき込こむ。

「詳しいことは話せないけど、私が行かなきゃ困る人たちがいるのよ」

「こ、困る人たちって……お城に？　お姉ちゃん、あそこで一体何やってるの？」

「……ごめん、言えない」

「お姉ちゃんっ」

「でも、信じて。私は、人を助けるために行くの。父さんは〝庶しよ民みんの小娘〟って言ったけど、そんな私でも役に立てることがあるのよ。お願いだから、黙って行かせて」

「お姉ちゃん……」

　家族に心配をかけて、心の底からすまないと思う。皇こう帝ていの身代わりなんて、どんな危険に巻き込まれるかもわからない。でも、メグの中に迷いはなかった。

　この十日間、毎日ヤキモキしながら過ごしていた。

　ユウェルは無事なのか、暗あん殺さつ者しやたちはおとなしくしているのだろうか。

　朝起きてから夜眠るまで、皇帝が襲おそわれたとか怪け我がをしたとか、そんな事件が起きてやしないかと、本当に気が気ではなかった。こんな想いをするくらいなら、自分が代わりに狙ねらわれた方がよほどマシだと思ったほどだ。

（でも……シオンから、何も言ってこないな……）

　もともと冷たくて無ぶ愛あい想そうで、世せ辞じの一つも口にしない男だ。

　メグがどんなに頑がん張ばってニセモノ皇帝を務つとめても、彼にはなかなか褒ほめてもらえない。けれど、それだけに「よくやった」と言ってくれた時は嬉うれしかったし、絶対認めさせてやるというのがやる気の源みなもとになっていた。

　そのシオンが、連絡の一つも寄よ越こさない。

　帰ってこないメグを急せかすでも叱しかるでもなく、まったく音おと沙さ汰たがないのだ。

（まさか、もう私なんていらないって思ってたり……しないよね……）

　ユウェルの身が心配なのが半分、忘れられている不安が半分。

　二つの悩みを抱かかえて、メグの辛しん抱ぼうは限界を迎えていた。

「……というわけだから、父さんが寝た頃に出て行くわね。後はごめん、よろしく」

「何が〝……というわけ〟なんだか、さっぱりわかんないよぅ！」

「だーかーらぁ、詳しい事情は話せないんだってばっ」

　皇帝が暗殺の危機に晒さらされている、なんて口が裂さけても言えっこない。ましてや、姉が男だん装そうして身代わりになっているなんて信じるのも難むずかしいだろう。

「とにかく、私は行かなきゃいけないの。わかってね」

　玄げん関かんは居間を通らなくてはならないので、今出て行っても父親がいる。

　夜中に、どうやって城まで辿たどり着くのか。

　着いたところで、すんなり門を開けてもらえるのか。

　考えると甚はなはだ心こころ許もとなかったが、まずは行動あるのみだ。

「ごめんください」

　納なつ得とくのいかないソニアを宥なだめていたら、玄関の方から凜りんと通る若い男性の声がした。

「遅くにすみません。フェンネル・バーシアさんのお宅ではないですか？」

「誰だ、こんな時間に」

　何だろうと姉し妹まいで部屋を出て、そっと様子を窺うかがってみる。仕事道具の手入れをしていた父親が、眉まゆを顰ひそめて呟つぶやいた。

「ああ、メグとソニアは部屋へ行ってなさい。父さんが相手をする」

「う、うん。でも……」

「何だ、メグ？」

「えっと……ううん、なんでもない」

　訝いぶかしげに訊きかれて、慌てて首を振る。

　声の主ぬしに心当たりがなくもなかったが、まさかと思う気持ちの方が強かったからだ。

（そうよね。いくら何でも、本人がわざわざ訪ねてくるとか……ありっこないわよね）

　でも……もしも。

　ドキドキ、と逸はやる心臓の音がメグを落ち着かなくさせる。

　もし、扉の向こうにいるのが想像通りの人物だったら──どうしよう。

「ごめんください、あの……」

「今、開けますよ」

　警けい戒かい心しんたっぷりな様子を隠しもせず、父親が内うち鍵かぎを外はずして細めに扉を開ける。どちらさまですか、と尋ねられて相手が何か答えていた。姉に劣おとらず好奇心旺おう盛せいなソニアが、遠目から背伸びをして客人の顔を見ようとする。

　そうして──素すっ頓とん狂きような声を張り上げた。

「お姉ちゃん、大変！　ねぇ、あの人！　あの人は……」

　メグのスカートを摑つかんでぶんぶん振りながら、彼女は興奮で顔を赤らめる。

「スフィル様だよ！　近衛このえ兵へい団だんの団長スフィル・ジュレット様！」

「…………」

「お姉ちゃん！　ねぇ、お姉ちゃんってば聞いてるっ？」

「聞いてる……」

　ああ、やっぱり。

　そんな呟きを、メグは胸で漏もらしていた。

　スフィル・ジュレットは、シオンの五つ下の異い母ぼ弟ていだ。血ち筋すじの良さとセレネイドでも指折りの剣の実力でまだ十八歳ながら近衛兵の一個兵団を任まかされている。

　しかも、メグにとって彼はそれだけの存在ではなかった。

　ユウェルの身代わりを務めるにあたって、スフィルは一緒に暗殺組織の刺し客かくと戦った仲間でもあるのだ。要するに、ニセモノ皇帝を知っている数少ない人間だ。

（声を聞いた時から、そうなんじゃないかって思ってたけど。でも、やっぱり驚いちゃうな。仮にも貴族の次じ男なん坊ぼうが、使いじゃなく自分でわざわざ訪ねてくるなんて……）

　ありえない、と思う反面、スフィルらしいな、とも思う。

　ソニアが喜き色しよく満まん面めんで騒さわいでいるように、秀しゆう麗れいな異い母ぼ兄けいのシオン同様、スフィルも『褐かつ色しよくの肌の騎き士し様』として国中の乙女おとめの憧あこがれだ。

　それなのに彼には気取ったところがなく、誰とでも気さくにすぐ打うち解とける。人ひと懐なつこくて明るい人ひと柄がらには、慣れない宮きゆう中ちゆうでメグも何度となく励はげまされてきた。

「あ、メグ。元気だったか？」

　きゃあきゃあソニアが歓かん声せいをあげたので、スフィルがこちらに気がついたらしい。まるで旧きゆう友ゆうにでも会ったかのように、扉の隙すき間まから陽気な笑顔で手を振ってきた。その親しげな態度に、メグは（相変わらずだなぁ）と苦笑いをしてしまう。

（まぁ、ソニアがはしゃぐ気持ちもわかるな。改めて見ると、本当にカッコいいし）

　女の子に愛あい想そが良くて優しいスフィルを、潔けつ癖ぺきなシオンは「女たらしめ」とよく毒どくづいている。だが、あんな風に微笑ほほえまれたら世の女性が夢中になるのは無理のないことだ。

　人懐こい漆しつ黒こくの瞳ひとみと、異国の母譲ゆずりの浅黒い肌。

　夏の日差しのような強きよう烈れつさと、少年の面おも影かげを残した表情。

　けれど、彼には決して健けん全ぜんなだけではない、妙みような艶なまめかしさがあった。それは、女優をしていた母と数年芝しば居い小屋で暮らしていたという経験から備わったものかもしれない。

「何なんだね、君は。近衛兵団か何か知らないが、人の家を訪ねる時間じゃないだろう」

「申し訳ありません、フェンネル殿どの。私はスフィル・ジュレットと申します。ユウェル陛へい下かの近衛兵として兵団を一つ率ひきいております」

「…………」

　不ふ機き嫌げんを隠さない父親へ、視線を戻したスフィルが丁てい寧ねいに頭を下げて挨あい拶さつをする。貴族の彼が些いささかのためらいもなくそうしたことは、少なからず相手を面めん食くらわせた。

「日中は近衛兵としての務めがありまして、どうしても時間が取れませんでした」

「だ……だったら、休みの日にでも出直して……」

「そうしたいのは山々ですが、お嬢さんが帰られてからずいぶん日がたちます。しばらくは様子を見ようと待っていたのですが、もしや病気か何かでふせっているのでは、と思いまして。心配で、いてもたってもいられなくなってしまった次第です」

「心配？　貴族の貴方あなたが娘を？　一体、娘とはどういう関係かね？」

「お嬢さんは、侍じ女じよ見習いとして宮中で大変可か愛わいがられています。彼女を城へ紹介したのは私の兄ですし、私もその時は一緒にいました。皇帝陛下はまだ少年ですから、年の近いお嬢さんを姉のように慕したっておいでです。どうも、かなりお話が合ったようで……」

「そっ、そんな、畏おそれ多いですわっ」

　澱よどみなく流れるもっともらしい話に、慌ててメグも調子を合わせる。生せい来らいの人当たりの良さをいかんなく発はつ揮きし、スフィルはここぞとばかりに父親へ笑顔を向けた。

「お嬢さんは謙けん遜そんしていらっしゃいますが、ユウェル陛下はそれはもう熱心に帰りを待ち侘わびておられるのですよ。フェンネル殿、これはバーシア家にとって名めい誉よなこととは思いませんか？　ユウェル陛下は即そく位いされたばかりで、何かと心細い時も多い。そんな彼に愛と勇気を与えているなんて、お嬢さんはまったく素晴らしい！」

　段々と興きようが乗ってきたのか、スフィルは扉に手をかけるなりバーンと勢いきおいよく全開にした。父親が啞あ然ぜんとしているのも構わず、そのまま意い気き揚よう々ようとくり返す。

「まったく素晴らしいんですよ、フェンネル殿！」

「は……はぁ……」

「はぁ、じゃないですよ。お嬢さんは、城になくてはならない侍女なのです！」

「…………」

　やりすぎよ、とメグは真っ赤になり、身の置き所がないくらい恥ずかしくなった。場の空気がいっきに白しらけ、気まずい空気が流れ出す。

「……あれ？　メグ、俺、何か変なこと言ったかな？」

　ようやくスフィルが我に返り、まいったな、というように苦笑した。その憎にくめない笑顔を見て、呆あつ気けに取られていた父親も渋しぶ々しぶと口を開く。

「まぁ、娘を案じてくださったのは有あり難がたいが……」

「わかってくださいますか、フェンネル殿。では、お嬢さんを連れて城へ戻っても……」

「それは、お断りします」

「え……」

　ぴしゃりと断ことわられ、スフィルは絶ぜつ句くした。

　今の流れなら完全に、「では、娘をお願いします」となるところだ。メグも内心期待していただけに、がっくりしてしまった。

「お帰りいただきましょう、近衛兵団団長殿」

「し、しかしですね……」

「陛下に気に入られているとは、実に勿もつ体たいないお言葉です。しかし、私は娘を侍女にするために育てたわけではありません。それに、縁えんもゆかりもないジュレット家の世話になるのはどうにも気が進みません」

「そんな……メグは友達です。あ、いや、少なくとも俺はそう思ってます！」

　取りつく島のない父親の態度に、つられてスフィルもムキになる。

（友達……スフィルが、私を友達だって言ってくれた……）

　メグは感激に胸を熱くし、隣となりでソニアが「きゃ～」と小さく叫んだ。

　しかし、父親は頑かたくなな態度を崩くずさず、冷ややかに言い返す。

「友達だって……？　貴族の近衛兵団団長が、平民の侍女を本気で友達だと？」

「貴族が何なんだ。俺だって、母親は妾しよう腹ふくで女優をやっていた。でも、それを恥はじとは思ってない。友達になったり好こう意いを抱いだいたりするのに、身分なんか関係ないだろっ」

「む………」

「俺はただ、メグを迎えに来ただけだ。皆が待っているって言ったのは噓うそじゃない。彼女は、それだけ重要な役目を担になっているんだ。娘が心配なのはわかるけど、メグのことは俺が全力で守り通す。騎士の剣にかけて、貴方に誓ちかう。だから、どうか……」

「──スフィル、声が大きいぞ」

　夜の似合う、低めで甘あまい音色が話を遮さえぎった。

　かぐわしい花の香りが、外からふわりと室内へ流れ込んでくる。

　緊きん迫ぱくした状況にはあまりに場違いすぎて、何事かと全員がそちらに視線を向けた。

「弟が大変失礼しました。私が非ひ礼れいをお詫わびします。どうか、お許しください」

「シオン……」

　開け放たれたままだった扉口に、夜気を纏まとった美び貌ぼうの青年が佇たたずんでいた。

　眩まばゆい金の髪に、神しん秘ぴ的てきな葡ぶ萄どう色いろの瞳。

　並外れて整った容姿は近寄り難がたい気品に満ち、スフィルが太陽だとしたら、さしずめ青年は優ゆう美びで高こう雅がな月を思わせる。異母弟とは対照的に白はく磁じのような肌を持ち、すらりと伸びた長身には一いち分ぶの隙すきも乱れも見られなかった。

「ご挨拶が遅れました。私は、皇帝陛下の摂政を務めるシオン・ジュレットと申します」

　唇くちびるから紡つむがれる涼すずやかな声音が、一瞬で空気を染め変える。

「バーシア殿、どうぞお見知りおきを。なにぶん、私も弟も非公式な外出です。その点、ご理解をいただきたい」

「え……」

「前まえ触ぶれもなくお訪ねしたのは、他でもありません。それだけ早急に、メグ嬢を城へお戻しいただきたいのです。彼女は、我々にとってなくてはならない人材です」

「どうして、そこまでうちの娘を……」

「──アップルパイを」

「アップルパイ？」

　意表を突つく一言に、父親が呆ほうけた表情で反はん芻すうする。

　シオンはいっかな悪びれず、涼やかに「アップルパイです」ともう一度言った。

「お父上ならご存知でしょうが、メグ嬢はアップルパイを焼くのが非常に得意で、その腕前は城の料理長でさえ舌を巻くほどです。そろそろ、彼女の作る味が恋しくなってきまして」

「ふ……ふざけ……」

「いえ、我々は本気ですよ。バーシア殿」

　開いた口の塞がらない相手に、微び笑しようでシオンが強調をする。けれど、どう考えてもふざけているとしか思えなかった。父親だけでなく、メグもソニアもスフィルでさえもポカンと呆あきれ顔がおで美しい顔を見つめ続ける。

　仮にも、シオンは一国の摂政だ。おまけに大貴族の現当主で、どんな高級菓子も好きなだけ手に入れることができる。十五の少女が作るアップルパイ食べたさに自みずから迎えに来るなどと、物好きの一言では済まされなかった。いくらメグを連れ戻したいからといって、そんな理由で父親が納得するはずがない。

　──が。

「実は、ユウェル陛下のご希望でもあるのです。陛下はアップルパイに目がなく、どうしても食べたい、メグの作るアップルパイでなければ口にしない、とそれはもうお怒いかりで、私たちも手を焼く始し末まつでして……そうだな、スフィル？」

「え？　あ、ああ、うん。そうそう！　メグのアップルパイが食べたいって、そりゃもう毎日大騒ぎ。それも、焼きたてじゃないとダメだって。なぁ、兄さん？」

「そういうわけで、お嬢さんには今すぐ城へ戻ってパイを焼いていただかなくては」

「…………」

　バカバカしい理り屈くつを堂々とこねられ、父親は二にの句くを継つげずにいるようだ。その隙を突くように、葡萄色の瞳がゆっくりとメグへ向けられた。彼はそのまま近づくと、まるで物語の場面のようにメグの右手をそっと取り上げる。

「メグ、迎えに来た。私たちと城へ来てくれ」

「シ……オン……」

「おい、俺が先だったんだぞ。抜ぬけ駆がけするなよな」

　スフィルが張り合うように前へ出て、残りの左手を奪うばっていった。
















「ま、兄さんの言ったことは本当だ。ユウェルも待ちくたびれてる」

「でも……父さんが……」

「くり返すが、これは皇帝陛下の希望でもある。断れる道どう理りがないだろう」

　尚なおも返事をためらうメグに、何が問題だとシオンが眉を顰める。

　確かに、皇帝の名前まで出てきたからには「嫌いやだ」で通る話ではなかった。その気になれば、強きよう制せい的てきに連れていくことだって充じゆう分ぶん可か能のうなのだ。それでも忍にん耐たい強づよく同意を得ようとしている彼らに、メグは密ひそかに感心してしまう。

（私の心は決まっている。だけど、父さんやソニアに心配はかけたくない……）

　家出をしても、と一時は思いかけた。

　けれど、できることならちゃんと了りよう解かいを得て、正々堂々と城へ向かいたい。

（私……私は……）

　ちら、と父親の様子を窺ってみた。険けわしい表情は変わらず、苦々しい瞳が胸に痛い。

　でも、ここで怯ひるんだらきっと後こう悔かいする。ユウェルの身代わりは、彼と瓜うり二ふたつな自分にしか為なせない仕事なのだ。

　メグは顔を上げ、正面から父親を見つめてきっぱりと言い切った。

「私は──行きたいの。この人たちと一緒に」

「メグ……」

「お姉ちゃん……」

「お願い、父さん。わかって」

　一言一言に、願いと決意を込める。

　両側で見守るシオンとスフィルが、それぞれ息を吞のむのがわかった。

　──と。

「失礼いたします。シオン様、そろそろお運びしてよろしいでしょうか」

　唐とう突とつに、知らない声がした。伺うかがいをたてにきた従じゆう者しやが、シオンが頷うなずくのを待って再び引っ込む。そうして次に入って来た時には、両手に一抱えもある鉢はち植うえを持っていた。

「え、な、何？　シオン、何なの？」

「お詫びの品だ」

「お詫び……って……」

「綺き麗れい……──」

　絶句するメグの代わりに、ソニアがほう、と息を漏らす。

　それは、見事な白しろ薔ば薇らの鉢植えだった。

　しかも、一つ二つではない。薔薇の大たい群ぐんを、従者が次々と現れては置いていく。あっという間に狭い居間は花園のようになり、薔薇の香りでむせ返った。シオンが登場した際の香りはこれだったのか、とメグはようやく得とく心しんする。

「まだ薔薇の時期じゃないのに……どうして……」

「王宮の庭師が、特別に品ひん種しゆ改かい良りようをした冬咲きだ。亡なくなった前ぜん皇こう后ごう……つまりユウェル陛下の母親は、殊ことの外ほか薔薇がお好きだったからな」

　シオンが澄すまし顔がおで答えた。続けてスフィルがくっくと含み笑いをし、少し声を落として思わせぶりに呟く。

「それでも、これだけ大量となると容よう易いなことじゃない。これは、兄さんだけの采さい配はいじゃないな。どっちにしろ、冬薔薇は王宮の庭園にしか咲いていないし」

「え……」

「多分、ユウェルの指示だろう。あいつも、メグに早く会いたがっていたから」

「そんな……それだけのために？」

　王宮ならいざ知らず、ここは王都の下町だ。薔薇を飾っている家なんて、近所には一軒もない。花の命は短いし、どんなに丹たん誠せい込めても見頃は一週間から十日がせいぜいだ。

「たったそれだけのために、これだけの薔薇を……」

　まったく貴族って人種は、やることに加か減げんってものがない。

　大量の薔薇は確かに美しいが、後の面めん倒どうを見るのはメグたちだ。ソニアはやたらと感激しているが、その辺わかっているのだろうか。

「それだけって言うけどな、おまえはユウェルの命を左右する存在なんだぞ」

「お、大おお袈げ裟さよ、スフィルってば」

「大袈裟なもんか。そうでなきゃ、俺たちが直じき々じきに迎えに来たりするわけないだろ」

　それは……まぁ、その通りなんだけど。

　さらっと当然の顔で言われると、やたらと気恥ずかしくなってくる。同時に、強い使命感をメグは感じていた。そうだ、遊び半分で城に戻るわけじゃない。ユウェル暗殺の危機は、まだ完全には拭ぬぐい去されていないのだ。

「こ、こんなもの、どうしろって言うんです。お詫びも何も、あったものじゃない」

　我を取り戻した父親が、溜ため息いき交じりに嘆なげいた。怒りより驚きが勝まさって、声を荒あららげる気力もなくなったようだ。座る場所もないほど薔薇に埋うめ尽つくされ、すっかり途と方ほうに暮れているようにも見える。

「たとえ皇帝陛下の命令でも、こんな常じよう識しき外はずれな真ま似ねをされて〝はい、そうですか〟と納得する親がどこに……」

「行きなよ、お姉ちゃん」

「え……」

「家のことなら大丈夫。私が、ちゃんと父さんの世話するから。あ、薔薇もね」

「ソニア、おまえ何を言うんだっ」

　あっけらかん、と口を挟んできたソニアに、父親は激はげしく動どう揺ようした。一方の彼女はニコニコとメグを振り返り、騎士と摂政二人に囲まれた様子を羨うらやましそうに見つめる。

「お姉ちゃん、行ってきなよ。お城でやりたいこと、あるんでしょう？　それ、思い切りやってきて」

「……いいの？」

「うん。今まで、家のことはずっとお姉ちゃんに任せきりだったでしょ。だから、今度は私の番だよ。大丈夫、父さんだって止めても無む駄だなのはわかってるよ。その代わり、ちゃんと帰って来てね。美お味いしいアップルパイを焼いて、ユウェル陛下が満足したら、絶対に絶対に帰って来てね」

「ソニア！」

　シオンとスフィルの手を離れ、メグはソニアに駆け寄った。華きや奢しやな身体からだを力一杯に抱き締め、何度も「ありがとう」とくり返す。

「父さん、私、行きたい。行かなきゃダメなの！」

「…………」

「父さん！」

「ああもう、勝手にしなさい」

　負けた、と父親が息を吐はく。

　やった！　とメグとソニアが手を取り合い、その場でぴょんぴょん跳はね回った。

「その代わり、行くからには世界で一番のアップルパイを焼くんだぞ。おまえの腕で、皇帝陛下の舌を唸うならせてやれ。何しろ、あれは死んだ母さんの残したレシピだからな。宮中の料理人なんかに、負けるんじゃないぞ」

「はい！」

　元気よく頷き、「父さん、ありがとう！」と抱きつく。やれやれ、と緊張の解とけたジュレット兄弟は顔を見合わせ、ハッとして気まずく視線を逸そらした。

「そんじゃ、善ぜんは急げだ。行こうぜ、メグ」

「表に馬車を待たせてある。留守中の出来事については、道中で話そう」

「わかったわ」

　軽やかに身を翻ひるがえし、メグが勝ち気な笑みを浮かべる。

　その瞳は、少年皇帝の誇ほこり高さと同じ輝かがやきを持っていた。
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　メグが支し度たくを整える間、シオンは先に馬車で待つことにした。そこへ、従者に自分の馬を託たくしたスフィルが、彼女より先に「同乗させてくれ」と乗り込んでくる。

　二人きりの空間に気詰まりを感じていると、向かいの席でスフィルが口を開いた。

「相変わらず策さく士しだな」

　お見それした、と言うように、彼は肩を竦すくめる。

　シオンは表情を変えず、努つとめて平へい淡たんに答えた。

「別に、策士と呼ばれるほどのことじゃない。頑がん固こな父親に手を焼いているようだから、わかりやすい口こう実じつを作ってやったんだ。内容はバカバカしくても、メグだけじゃなく妹からも懇こん願がんされれば、さすがに折れないわけにもいかないだろう」

「白薔薇とアップルパイか？　よく言うよ。メグのアップルパイは、まだ誰も食べたことないんだぞ。もちろん、兄さんもな。何しろ、そんな余よ裕ゆうさえなかったんだから」

「見合い場所のスラヴァヤの街から戻るなり、メグが〝一度、家に帰りたい〟と言い出したからだ。私は、本当は家へ帰すのは反対だった」

「ふぅん……それって、例の〝しきたり〟があるからか？」

「…………」

　皮ひ肉にくめいた口を利きかれ、ジロリと異母弟を睨みつける。

「そんなのは関係ない。それより、おまえ気がついてないのか？」

「何を？」

　ふ、と微かすかにシオンが笑んだ。

「フェンネル・バーシアだ。案外、彼は愚ぐ鈍どんではない。私が描えがいた茶番に、あえて乗ったんだ。反対するのも、そろそろ潮しお時どきだと判断したんだろう。私やおまえが直々に迎えに来た以上、単なる侍女として城に行くわけじゃないと察さつしたはずだ」

　スフィルは黙り込み、先ほどの記き憶おくを辿ってみる。初めて相対するメグの父親、フェンネルはごく普通の男に見えた。良き父親、良き職人ってところだ。

「普通に娘を心配し、いきなり訪ねて来た男に警戒心を募つのらせる。そんなのは、どこの家庭の父親でも同じだろ？　兄さんが言うほど、聡さとい面は感じなかったけどなぁ」

「最初にメグを城へ呼び寄せた時……」

　納得しかねている異母弟おとうとへ、シオンは珍しく説明を試みる。これには、スフィルも驚いた。以前なら、わからないならそれでいい、とさっさと話を切り上げていたはずだ。それは気の合わない異母弟に、彼が何も期待していなかったからだ。

　だが、メグと出会って明らかにシオンは変わった。

　彼女をニセモノ皇帝に仕立て、皆で協力して暗殺者と戦った。その事件を通して、緩ゆるやかな変化がシオンの内面で起きている。少なからず他人の存在を意識し、独どく断だん的てきな行動を控ひかえるようになってきた。

（自分一人じゃ、ユウェル暗殺は阻そ止しできなかった。それを実感したせいだろうな）

　ジュレット兄弟にとってユウェルは幼おさな馴な染じみであり、末おと弟うとのような存在だ。皇帝に即位してからシオンは一線を引くようにしているが、誰より溺でき愛あいしているのをスフィルは知っている。彼を救えたことは、政治を抜きにして大きな意味があった。

「スフィル？　聞いているのか？」

「え？　あ、ああ。ごめん、聞いてるよ。兄さんの命令で最初にメグを迎えに行ったのは、私し設せつ秘ひ書しよだった……その……」

「気を遣つかう必要はない。そう──ルカだ」

「…………」

　顔色一つ変えずにその名を口にするシオンに、スフィルは複ふく雑ざつな思いを抱く。

　何な故ぜなら、異母兄あにがもっとも信頼を寄せていたルカこそが、ユウェル暗殺を企くわだてた真しん犯はん人にんだったからだ。現在、彼は取り調べを受けている真っ最中だが、噂うわさによると事件のことはおろか何ら反省の言葉は口にしていないという。

「ルカは、私に報告してきたよ。メグの父親、フェンネル・バーシアはジュレット家に対して何か思うところがあるようだ、と。ジュレット家の使いだと知った途と端たん、明らかに表情が変わったそうだ。そのことがずっと引っかかっていたんだが……」

「それ、本当か？　だったら、なんで黙っていたんだよ」

「ジュレット家ほど歴史が古く影響力を持つ家系ならば、知らず恨うらみを買うこともあるのは当然だろう。ユウェル陛下の身代わりにするからには、最初にひと通りの身辺調査はしておいたが、特に気になる点はなかった」

「でも……」

「この十日の間に、藍鳥ランニヤオに命じてもう一度調べさせた。結果は問題なしだ」

「はぁん……だから、今夜わざわざ来たんだな？　引き続きメグに身代わりをしてもらうことになったから、自分の目で確認しておくために」

「そういうことだ」

　だが、とシオンは拍ひよう子し抜けしたように息を吐いた。

「藍鳥の報告通り、まったくの杞き憂ゆうだったな。あれくらいの拒きよ絶ぜつは想定の範囲内だ。恨みと言うほど強い感情には思えないし、もしそうならそもそも家に入れないだろう。おまけに、アップルパイなんて茶番に最後まで付き合った。メグを城へ呼ぶ本当の理由は、公にできないほど重大──そう理解したんだ。だから、妹の発言に絆ほだされたふりをした」

「じゃあ……父親の反応を見たくて、あんなデタラメ並べたのかよ……」

「皇帝の身代わりを務めるんだぞ。前回は何とか乗り越えられたが、メグだって無事で済むかわからない。送り出す家族にも、相そう応おうの覚悟を持ってもらう必要がある。だが、正直に事情を話すわけにはいかないからな」

「おっかねぇ男だな……」

　他に言いようもなくて、スフィルは嘆たん息そくして外を見る。ちょうど玄関の扉が開き、身支度を終えたメグと父親が姿を現した。会話する二人を眺ながめながら、スフィルはもう一つ、気になっていたことを口にしてみる。

「じゃあさ、メグの手を取って〝迎えに来た〟って言ったのは……」

「何だ？」

「あ……いや、何でもねぇよ」

　どうせ追つい及きゆうしたところで、素直に話すとも思えない。

（あれ、本音なのか芝居なのか、どっちだったんだろうな）

　物語に出てくる王子様のように、恭うやうやしく手を取って「迎えに来たよ」と微笑む。

　本来、そんな気き障ざな振る舞いをする男ではないのだ。

（無意識にやったんなら、メグはよっぽど特別な相手ってことだ。兄さんが計算抜きで自分らしくないことをするなんて、俺、初めて見たかも……）

　冷ややかで毒どく舌ぜつで気難しい、そんな顔しか知らなかったが、メグを見る眼差まなざしは他の誰に向けるより柔やわらかい気がする。もっとも、本人は無自覚なようだし、スフィルが指し摘てきしたところで認めるとは思えなかった。

「スフィル、扉を開けてやれ。メグが来た」

「あ、ああ」

　こちらの思いも知らず、シオンがつっけんどんな口を利きいた。

　ほら、いつも通りだよな。

　呟く胸がちくりと痛んだが、スフィルはこれ以上考えないことにする。

「二人とも、お待たせ！　ごめんなさい、手間かけさせちゃって」

　気が逸るのか、扉を開けるなり頰ほおを紅こう潮ちようさせたメグの笑顔が飛び込んできた。

　彼女を見送る父親と妹が、こちらに向かって深々と頭を下げている。

　室内から薔薇の香りが、夜風に紛まぎれて馬車まで流れてきた。

「鉢植えで貰もらったから、父さんとソニアが庭に植え替えるって。そうすれば、毎年花を楽しむことができるでしょ？　凄すごいわ、うちにちょっとした薔薇園ができそう」

「あれは、世話が大変だ。落ち着いたら、庭師に手入れのコツを聞くといい」

「ほんと？　ありがとう、シオン。じゃ、父さん、ソニア。行ってきます！」

　肩越しに振り返り、メグは元気よく右手を振って家族へ別れを告つげる。

「あのね……私、すっごく嬉しかった」

　少しはにかんだように、彼女は言った。

「ほんとはね、ちょっとだけ心配だったの。私のことなんて、忘れていたらどうしようって。だから、二人が来てくれた時に心の底から思ったんだ。絶対に、ユウェルを守らなくちゃって。シオン、スフィル、見ていてね。私、頑張るからね」

「…………」

　あまりに純粋な笑顔に、シオンもユウェルもかける言葉を見失う。

　けれど、不思議と互いの思っていることはわかった。

　彼女がユウェルを守るなら、自分は彼女を守ろう──。




　馬車が走り出し、揺れるたびにメグが声を上げて笑う。

　波乱の予感を胸に秘め、三人はそれぞれの覚悟を静かに固めていた。
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　パタパタパタ、と走る足音が近づき、書しよ斎さいの扉が勢いきおいよく開かれる。同時に「メグ！」と弾はずんだ声で名前を呼ばれ、飲んでいた紅茶を危うく噴ふき出しそうになった。

「メグ！　おまえ、この俺を待たせて何をやっていた！」

「ユウェ……げほっごほごほっ」

「げほごほじゃない！　皇帝の俺を十日間も待たせるなんて、言ごん語ご道どう断だんだ！」

「そ、それについては……ちょっと待って、揺らさないでぇ～」

　詰め寄るユウェルに両肩を摑つかまれ、ガクガク揺さぶられて目が回る。ただでさえ慣れない眼鏡めがねをかけさせられているのだ。度が入っていないとはいえ、ガラス越しに見る風景は何とも頼たよりなく視界が定まらない。

「……おまえ」

　ようやく、ユウェルもメグの恰かつ好こうに気づいたらしい。ふと手を止めると、今度は数歩下がって繁しげ々しげと全身を眺ながめ回した。突つき刺ささるような視線に居たたまれず、メグはぐっと胸を反そらすとスカートの両端を摘つまみ、丁てい寧ねいに膝ひざを折る。

「メグ・バーシア、ただいま城に戻りましてございます。ユウェル陛へい下か」

「おまえ、その恰好……」

「ふふ。どう？　これなら、パッと見で私とユウェルが似ているってバレないでしょ？」

　そのままくるんと一回転して、どうよ、と見せびらかす。感想に窮きゆうしたユウェルが二にの句くを継つげずにいると、またしても忙せわしない足音が近づいてきた。

「陛下！　ユウェル陛下、いけません！　……って、あああ遅かったですね……」

　焦あせる声と一緒に飛び込んできたのは、侍じ女じよの藍鳥ランニヤオだ。東洋人の彼女はお人形のように小さくて可か愛わいらしい少女だが、実はジュレット家直ちよく属ぞくの密みつ偵てい一族の娘でもある。最初にメグが身代わりを務つとめるにあたって、同性の彼女が何くれと世話を焼いてくれたのがきっかけで仲良くなった。

「ああ、もう……先にご説明しようと思いましたのに。ユウェル陛下は、メグ様の到着をご報告した途と端たん、走っていかれてしまって」

「何だか、前にも同じようなことあったわね」

「メグの入浴中に、俺が怒ど鳴なり込んだ時だろ」

　懐なつかしいな、と感心しているユウェルに、まったく反省の色はない。だが、一いつ糸し纏まとわぬ姿を見られた記き憶おくが蘇よみがえり、メグは今さらながらかあっと真っ赤になった。

「そうよ、そうだった！　ユウェルには、思い切り恥ずかしい思いをさせられたのよ！」

「おまえだって、俺にお湯をぶっかけたじゃないか！」

「嫁入り前の乙女おとめの肌を見ておいて、お湯くらい安いもんでしょ！」

「それが、皇こう帝ていに向かって言う言葉か！　おまえ、相変わらず生なま意い気きだな！」

　生意気、とユウェルは憤ふん慨がいするが、いくら皇帝とはいえまだ少年だ。何だか可お笑かしくなってしまって、言い合いの最中にメグはくすくす笑い出してしまった。

「ああ、何だか懐かしいなぁ。たった十日間、家に帰っていただけなのにね」

「たった？　バカを言え、遅いくらいだ。二、三日で戻るというから許可したんだぞ。それが、いつまでたっても連絡一つ寄よ越こさないからジリジリした。まさか、シオンやスフィルが自みずから訪ねていくとは思わなかったけどな」

「うん、私もびっくりした。でも、贈り物の白しろ薔ば薇らはユウェルのものなんでしょう？　どうもありがとう。感激した妹が味方になってくれて、やっと父さんのお許しが出たの」

「べ、別に俺は何もしていない。あれは、シオンの入いれ知ぢ恵えだ」

「シオンの……」

「だから、礼ならあいつに言え」

　まともに感謝されて照れ臭くさいのか、ユウェルはプイと横を向く。

　こうしていると、見目は良いがごく普通の少年だ、とつくづく思う。

　だが、ひとたび皇帝として人前に立った瞬間、彼の顔はガラリと変化する。近寄り難がたい威い厳げんに満みち、民衆に畏い怖ふの念を抱いだかせるのだから大したものだった。生まれついての王者の資し質しつに加え、己おのれに冠せられた責任の重大さとしっかり向き合っている証だ。

「不ぶ躾しつけに人の顔をジロジロ見るな。不ふ敬けい罪ざいだぞ」

　メグの熱い視線に堪たえ兼かねて、ユウェルが唇くちびるを尖とがらせた。

「それに、さっきから言いそびれていたが、その恰好は何なんだ。おまえ、いつから侍女になった。そもそも、侍女なら書斎で優ゆう雅がに紅茶なんか飲んでいていいのか」

「だって、藍鳥が〝ここでお待ちください〟って……」

「そうなんです、ユウェル陛下」

　やっと説明の機会を与えられたと、藍鳥が弱り切った顔で口を開く。しかし、ユウェルが困こん惑わくするのも無理はなかった。

　ニセモノ皇帝の存在は極ごく秘ひなので、城内でもごく一部の人間しか知らない。そこで、まず到着するなり人目を欺あざむくための侍女服を着せられ、眼鏡に三つ編み、ご丁寧にそばかすまで描かれてしまったのだ。これなら、まずユウェルと似ていると気づく者はいないだろう。そうして、摂せつ政しようのシオンが専用に使っている書斎で待たい機きするように言われた。

「最初に身代わりの話を聞かされたのも、ここだったでしょ。何だか、待っている間にあれこれ思い出しちゃった。たった、一ヶ月ちょっと前のことなのにね」

　メグが三つ編みの端を摑んで笑ってみせると、補ほ足そくするように藍鳥が言った。

「シオン様のお指さし図ずで、私がメグ様のお支し度たくをさせていただきました。前回は城に留とどまる日数が短かったけれど、今度はどれくらいかかるかわからないから、と」

「とりあえず、表向きは藍鳥について見習い侍女のふりをするわ。で、ユウェルの公こう務むのうち、危険と判断されるものには私が身代わりになる。ここへ来るまでの馬車の中で、そういう話をしたの。もちろん、私に異い存ぞんはないわ」

「危険と判断されるものって……」

「ルカが捕つかまっても、まだ全てが解決したとは言えないんでしょう？　だったら、第二、第三の暗殺が企くわだてられてもおかしくないってことよね？　シオンとスフィルが言うには、ルカはずっと黙もく秘ひを続けていて何もしゃべらないって。でも、さすがに黒くろ幕まくがわかるまでユウェルが隠れて暮らすわけにもいかないし」

「メグ……」

　何かを言いたげに、ユウェルの表情が憂うれいを含む。

　丸眼鏡の向こうで瞳ひとみを細め、メグはにっこりと微笑ほほえんだ。

「そんな顔しないで、ユウェル。私が危ない目に遭あうのを、貴方あなたが気にしてくれる気持ちは嬉うれしいわ。でも、私は貴方を守るためにここにいるんだもの。大丈夫、近衛このえ兵へいのスフィルが常つねに目を光らせているし、早く犯はん人にんの尻尾しつぽが摑めるようにシオンも考えてくれている。だから、安心して私たちに任まかせて」

「安心なんか、できるものか」

「ユウェル……」

　強い口調で遮さえぎられ、どうしようと面食らう。ユウェルは構わずメグに詰め寄ると、嚙かみつくような勢いで言った。

「たとえ百万の軍隊が警けい護ごしていようと、矢や面おもてに立つのがおまえだとわかっていて、俺が安心できるわけないだろう、メグ」

「あの、でも……」

「だが──信頼はしている。おまえも、シオンやスフィル、藍鳥も」

「…………」
















　キッと吊つり上げた眼差まなざしには、幼おさなさの欠片かけらもない。

　そこにあるのは、揺るぎのない決意だった。この先何があろうと、仲間を信じて迷わない。そう覚かく悟ごを決め、深みを増した琥こ珀はく色いろの瞳がメグを見み据すえている。

「だから、絶対に黒幕を捕まえろ。これは、皇帝としての命令だ」

「はい」

　ユウェルの想いを受け止め、メグはしっかりと頷うなずいた。

「ありがとう、ユウェル。私、頑がん張ばるからね」

「頑張らなくていい。おまえが張り切ると、スフィルはともかくシオンが迷めい惑わくする」

「……ひどい……」

　そこまで言われるほど、派は手でな暴ぼう走そうはしていないつもりだ。先ほどの感動はどこへやら、むぅと膨ふくれるメグに、藍鳥がくすくすと堪こらえ切れずに笑みを零こぼした。

「お二人がそうやって会話されていると、何だか姉きよう弟だいのようです」

「え、それはやっぱり、その、畏おそれ多いんじゃない？　皇帝と姉弟なんて」

「……メグ。今さら白々しいぞ」

　さんざん馴なれ馴なれしい口を利きいておきながら、と呆あきれ顔でユウェルがねめつける。メグは慌あわてて「だって、ユウェルが呼び捨てにしろって」とモゴモゴ言い訳をしたが、すぐにからかわれたのだと気づいて赤くなった。

「ひどいわ、二人とも」

「まぁ、確かに他人の空そら似ににしては似すぎていると俺も思う」

「怖おそれながら陛下、亡なくなった私の祖そ父ふが言っていたのですが、世の中には自分に瓜うり二ふたつの人間が三人は存在しているそうですよ。ですから、メグ様とユウェル陛下が似ているのも決してありえないことではないのではないでしょうか」

「ふぅん……」

　藍鳥の言葉を聞いて、興味深そうにユウェルが思し案あんする。

「メグ、おまえの両親はどんな人物だ？　本当に、生まれも育ちも平民か？」

「か、考えたこともなかったけど……」

　改まって問われると、両親の出しゆつ自じについて何も知らなかった自分にメグは気づいた。

　亡くなった母親がお嬢様だった、という話は、彼女が遺のこしたウェディングドレスを見る限り本当だと思う。手の込んだレースや刺し繡しゆう、最高級の生き地じなどは、庶しよ民みんにはとても手の届かない品だ。だが、一方で父親はとても身分のある育ちとは思えないし、駆かけ落おちしたと言っていたから恐おそらく釣つり合う相手ではなかったのだろう。

「そういえば、母さんの形かた見みのウェディングドレス、今はスフィルが持ってるのよね」

「スフィルが？　あいつ、なんでまたドレスなんか……」

「理由は話してくれなかったけど、父さんが古着屋に売ってしまったのを彼が買ったの。でも、私に返してくれるって約束してくれたわ。それを調べたら、母さんの出自がわかるかもしれない。だけど、いくら何でも王族のシャマラン家に繫つながるとは思えないなぁ」

「あら、メグ様。それはわかりませんよ。世の中には不思議な縁えんがあるものです」

「やぁね、藍鳥まで煽あおらないでよ」

「そのドレス、まだスフィルが持っているんだな？」

　妙みように真ま面じ目めな様子で、ユウェルが確認してきた。

　え、と思わぬ展開に戸と惑まどい、メグはおずおずと控ひかえめに頷く。城へ戻るのが遅くなったせいで、彼との約束は果たされないままだった。

「よし、じゃあ今からジュレット家へ使いを……」

「スフィルなら、今夜は無理だと思うわ。私を城へ送り届けた後、用事があるようなことを言っていたし。シオンは一緒に降りたけど、すぐにどこかへ行っちゃった」

　ちょっとだけ拗すねた心持ちで、メグはそう答える。

　せっかく二人で迎えに来てくれたのに、馬車が走り出した途端、事務的な話しかしないで別れてしまったのだ。浮かれている時ではないけれど、少し味あじ気けない気分だった。

「お二人とも多た忙ぼうな方ですし、仕方ありませんね」

「何だ、つまらないな。せっかく、わくわくしかけたのに」

　あからさまにガッカリするユウェルに、メグは何だかこそばゆくなる。もしかしたら、彼は自分と縁続きであることを望んでくれたのだろうか。そんな夢みたいなことあるわけないのに、と思う一方で、満まん更ざらでもない気分になった。

「ドレスは私も早く取り戻したいけど、とりあえずこれからの話をしましょうよ。そうそう、城へ来る間にシオンからいろいろ聞いたのよ。着々と、グレンダ侯こう爵しやくを取り調べる準備が整いつつあるって……え？」

「…………」

「ど、どうしちゃったの、二人とも」

　やる気を起こさせようと話題を変えたのに、どういうわけかグレンダ侯爵の名前を口にした途端、ユウェルや藍鳥の表情に僅わずかな緊きん張ちようが走る。面食らうメグに藍鳥が言葉を選びながら、取とり成なすように言った。

「仰おつしやる通り、シオン様は懸けん命めいに証しよう拠こ集めをしていらっしゃいます。ですが、相手は王位継けい承しよう者しやの一位に位置するお方ですから。ユウェル陛下にとっては叔お父じ君ぎみですし、なかなか単純に事は運ばないのです」

「そうなの？」

「叔お父じ貴きは、シオン以外の『三さん賢けん人じん』の二人、カールト公こう爵しやくとミュートス伯はく爵しやくを抱き込んでいるきらいがある。いくら摂政といえども、議会の承しよう認にんを得なければ独どく断だんで貴族を取り調べることはできないんだ」

「そうだったのね……」

　思っていたより厳しい状況に、メグはしばし困惑する。

　馬車の中で話していた時は、特に変わった様子は見えなかった。「おまえがいない十日の間に、私が何もしていないほど無む能のうだと思うか？」とうそぶいた微び笑しようは少し意地悪で、けれど目つきは柔やわらかで、ああいつものシオンだなぁ……と感心したほどなのに。

「私、シオンにもう一度会ってくる」

「えっ、こんな時間にですか。もう夜も更ふけてきましたし、明日になさっては……」

「だって、気になって仕方ないもの。シオンってば、もしかしたら私たちに黙って、また何か企たくらんでいるのかもしれないでしょう？」

「おまえを安心させようと、少し大おお袈げ裟さに言っただけかもしれないぞ」

「そんなこと」

　くるりと身を翻ひるがえし、扉に向かいながらメグは言い切った。

「あのシオンに限ってありえないから」




　はぁ、とメグが出て行った部屋で、ユウェルが溜ため息いきを漏もらした。

「あのシオンに限って、だと？　気に入らない言い草だ」

「ふふ、ユウェル陛下は妬やいていらっしゃるんですね」

「な……」

　珍しく藍鳥が立ち入った口を利き、楽しそうに窺うかがい見る。ユウェルは目元を赤く染め、不本意な気分で腕を組んだ。幼おさな馴な染じみで兄のように慕したうシオンも、自分の身代わりとして危険を承しよう知ちで飛び込んでくれるメグも、彼にとっては等しく大事な存在だ。

「妬いてるって……どっちにだよ……」

「さぁ、それは。この機に、じっくりご自分の心に訊きいてみてはいかがでしょうか」

「おまえ、意外にいい性格しているな」

「恐れ入ります」

　察さつしのよいのも考えものだ。

　恨うらみがましく睨にらみつけると、藍鳥はさらさらの黒髪を揺らしてにっこり微笑んだ。
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　張り切って書斎を後にしたのはいいが、さてどこを捜さがせばいいのだろう。

「うう、早まった……」

　迷路のような城内の回かい廊ろうで、メグは息を切らしながら呟つぶやいた。

　今から戻って藍鳥に尋ねるのも恥ずかしいし、かといって当てもなくさ迷っていたら冗じよう談だんではなく朝になってしまう。とにかく、皇帝の居きよ城じようともなれば広さも半はん端ぱなく、万が一怪あやしい輩やからが侵しん入にゆうした場合を考こう慮りよしてやたらと複ふく雑ざつな作りになっているのだ。

「これでも、しばらくは滞たい在ざいしていたんだけどな……」

　けれど、あの時は人に見み咎とがめられてはいけないとの理由で自由に歩き回れなかった。皇帝らしい振る舞いを身に着ける訓練は、シオンやスフィルなどによって極ごく秘ひ裏りに行われていたので、世話係の藍鳥以外はメグの存在さえ知らなかったくらいだ。

　今夜のシオンは藍鳥にメグを預けるまで一緒にいてくれたし、すぐに帰ったとは思えない。摂政の彼は城内に執しつ務む用ようの私室を持っているので、泊まり込むことも多いと聞いている。

　それなら、その部屋さえ見つかれば会えるのではないだろうか。

「ええと、確かここの外階段が謁えつ見けんの間まへの近道で……こっちの廊ろう下かは……」

「そこの侍女、何をウロウロしている」

「ひゃっ！」

　唐とう突とつに背後から呼び止められ、心臓が飛び出しそうになった。何とかごまかさなくては、とおそるおそる振り返り、険けわしい瞳と正面からぶつかる。

「何だ……シオンかぁ……」

「……は？　侍女に呼び捨てにされる覚えはないが？」

「えっ？　あ、違う違う！　私だってば！」

　いっきに氷ひよう点てん下かになった声音に、メグは慌てふためいた。変へん装そうしていたのを、うっかり失しつ念ねんしていたのだ。急いで壁に備え付けられた燭しよく台だいの下に立ち、「よく見て！」とシオンに訴うつたえる。何なんだ、と面めん食くらいつつも興味を惹ひかれたのか、シオンが顔を近づけてまじまじと見つめてきた。

（わ……ち、近いってば。そ、そこまで見つめなくていいんだけど……っ）

　確かに、間近で見ても堪たえうる美形ではある。

　でも、逆にそれがまずかった。なまじ迫はく力りよくがあるのに、息がかかるほど接近されては非ひ常じように心臓によろしくない。おまけに、薄うす闇やみに揺らめく炎ほのおの光が反射して、シオンの瞳は魔ま法ほうのように瞬またたいていた。そこに映る自分の姿も、何だか別人のようで落ち着かない。

「あの、そろそろ……」

「ふぅん、これは驚いたな。おまえ、メグか」

　居い心地ごこちの悪さに堪え兼ね始めたところで、ようやくシオンが感心したように呟いた。

「藍鳥も気合いを入れたものだ。これならパッと見、陛下と似ているとは思えない」

「よかった、わかってくれたのね？」

「ああ、最初からな」

「え」

　耳を疑う一言に、思わず顔が強こわ張ばる。

「さ、最初からってどういう……」

「初めに呼び止めた時は気づかなかったが、声ですぐにわかった。だが、反応が面白かったのでしばらく黙っていたんだ。おまえ、まさか本気で騙だませていると思ったのか？」

「人聞きの悪いこと言わないでよ。騙そうとしたわけじゃなくて、シオンが……」

「私が？」

「……ほんと性格悪い」

　あんなに顔を近づけてきたのも、メグが狼ろう狽ばいするのが見たかったからだろうか。悪いた戯ずら心ごころでやったにしては、ずいぶんと悪あく趣しゆ味みだ。メグはむぅっと膨れたが、シオンはお構いなしに「だが、ここで何をしていたのかは別問題だ」と言い出した。

「こんな遅い時間に、勝手にうろつくな。怪しい奴やつだと衛えい兵へいに捕まっても知らないぞ」

「だって、それは……」

　シオンが気になったから、と言いかけて、何な故ぜだかメグはためらった。改めて実感した綺き麗れいな顔に、先ほど迎えに来てくれた場面を思い出してしまったせいだ。




『メグ、迎えに来た。私たちと一緒に、城へ戻ってくれ』




　童どう話わの王子様のように右手を取り、恭うやうやしく囁ささやかれた。それも、あのシオンに、だ。

　冷れい徹てつで口が悪く、感情表現に乏とぼしい気き難むずかし屋。見た目の優ゆう美びさを裏切る、無ぶ粋すいで不器用で近寄り難い鬼おにの摂政様。実際、メグも彼には何度腹を立てたかしれない。

「私がなんだ？　用があるならはっきり言え」

「ああ、えっと、そのね……グレンダ」

　ぐう～～～。

　焦るメグを嘲あざ笑わらうかのように、思い切り間抜けな音が鳴り響ひびいた。

　事もあろうに、この局きよく面めんで胃袋が派手に空くう腹ふくを訴えたのだ。

「ち……違うのっ。そうじゃなくて、つまり……っ」

　赤くなって言い訳するメグに、呆れた顔でシオンが目を細める。

「……空腹なら藍鳥に言えばいいものを」

「だから、違うってばっ」

「すまないな、気が回らなくて。そうか、食べ物を探して徘はい徊かいしていたのか」

「そうじゃないし誤ご解かいだしその言い方もやめて」

「来い。何か摘つまめるものくらいあるだろう」

　人の話を聞きなさいよ、と訴えたかったが、またからかうような口を利かれるのがオチだろう。考えてみれば、彼とこんな軽かる口くちの応おう酬しゆうができるなんて、知り合った頃からは考えられなかった。態度は相変わらず素そっ気けないし、ムカつくこともしょっちゅうだが、不思議な居心地の好よさにメグは戸惑う。

（ほんと、意地悪なんだか優しいんだか全然わかんない……）

　シオンが先に立って歩き出したので、まぁいいかとメグは後についていった。まずは腹ごしらえをして、肝かん心じんの話はそれからでもいいだろう。

「残した仕事を片づけようと思っていたが、どうせ朝までかかる。夜食には私も付き合おう。大したものはないが、少し待っていろ」

「え、まさかシオンが作るの？」

「バカを言うな。私は料理など、生まれてこの方したことはない。だが、パンにジャムやハムやチーズを載のせるくらい、幼よう児じでもできる」

「いやまぁ、それはそうだろうけど」

　どこへ向かうのかな、と思ったが、どうやら食堂ではなくシオンの私室のようだ。部屋に軽食でも常じよう備びしているのかな、と思ったら、ちょっとだけ彼が可愛くなった。

「あの、良かったら私が作ろうか？」

「おまえが？」

　胡う散さん臭くさそうな目で振り返り、憎にくたらしく冷れい笑しようされる。

「本職の料理人から手ほどきも受けていない小娘が、私の口に合う食事を作れるのか？」

「ええ、そうね。少なくとも、パンに具を載せる以上のことは」

「……言ったな」

「フルコース作れ、とか言わないでよ？」

　不ふ敵てきに笑って言い返すと、シオンがふっと唇の端はしを歪ゆがめた。素直じゃないんだから、と心の中で思ったが、この展開を愉ゆ快かいに思っているのは目を見ればわかる。

「確か、この近くに食堂があったわよね。だったら、厨ちゆう房ぼうもすぐでしょ。連れてって」

　メグが張り切って尋ねると、シオンは黙って方向転てん換かんをした。
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　王都の繁はん華か街がいでも場ば末すえに位置する一画に、小さな大たい衆しゆう酒場兼食堂があった。毎晩夜中まで酔すい客かくで賑にぎわうこの店に、ふらりと背の高い青年が足を踏み入れる。フード付きのマントで容よう姿しを隠し、身なりも質しつ素そでその辺の若者と変わらないが、全身から放たれる独どく特とくのオーラだけはごまかしようもない。

「ついでに言えば、その剣はいけませんね。柄つかに宝石が埋うめ込まれている。そんな豪ごう勢せいな剣を腰から提さげている奴なんぞ、この界かい隈わいには一人もいませんよ。スフィル様」

　こそっと耳打ちされ、まるきり気配に気づかなかったスフィルは驚いて振り返った。いつの間に近づいたのか、すぐ背後に細身の男が立っている。東洋人だ。

　スフィルは小さく息をつくと、狼狽した気まずさで思わずしかめ面つらになった。

「おまえが天テイエンか……脅おどかすな」

「よくここがおわかりでしたね、近衛このえ兵へい団だん団長様」

「しーっ、ここでは呼び方に気をつけろ」

「おや、これは失礼」

　愉快そうにスフィルの頭から足元まで眺め回し、天と呼ばれた男はニヤニヤする。

「とりあえず、剣はお隠しなさい。盗ぬすまれますよ」

「……わかった。すまないな、場慣れしていなくて。俺もこう見えて下町の生まれなんだが、長く王宮に留まっている間にすっかり腑ふ抜ぬけてしまったようだ」

「なんのなんの。その隙のない佇たたずまい、フードの下からでも窺い知れる眼がん光こう、騎き士しとして立りつ派ぱにお育ちにおなりだ。時に、藍鳥は元気にしておりますか」

　店の隅すみのテーブルに陣取り、天はスフィルに伺うかがいも立てず安やす酒ざけを二つ注文した。雑ざつ多たなざわめきが二人を包つつみ、内ない緒しよ話ばなしをするには絶ぜつ好こうの空間だ。

「異母兄あにから、ここに来れば藍鳥の一族に会えると聞いてきた。彼女は元気で、よく働いてくれているよ。今は、ある重要人物の世話係として活かつ躍やくしているところだ」

「それはよかった。ジュレット家当とう主しゆのお側でお仕つかえしている藍鳥は一族の誇ほこりです。遠えん戚せきの私としても、大変に喜ばしい」

「おまえも、情報屋としてはなかなかに評判が高いようだぞ、天」

「…………」

「隣りん国ごくフォロンの情じよう勢せいについて、最新の情報を持っているという話だが？」

　返事を聞く前に、おまちどお、と乱らん暴ぼうに大きめのグラスが二つ目の前に置かれた。スフィルは天から視線を外はずさず、運ばれた酒を喉のどへ流し込む。

　情報屋を訪ねてほしいと頼んできたのは、他ならぬシオンだった。

　ユウェル暗殺計画には、フォロン国の反はん政せい府ふ集団が嚙んでいる可か能のう性せいが高い。それは、先日フォロン国の第三姫君、エルヴィラとの見合いの席で発はつ覚かくした事実だ。前皇帝の弟であるグレンダ侯爵は甥おいのユウェルに即そく位いされたのが気に入らず、フォロン国の反政府集団にそそのかされ、ユウェル暗殺計画に加か担たんしたものと推すい測そくされた。

「グレンダ侯爵に、そうと意識せず利用されたのがシオン・ジュレット様の側そつ近きんだったルカ・ジェラルディン。彼は狂きよう信しん的てきなシオン様の信しん奉ぽう者しやで、ユウェル陛下暗あん殺さつのドサクサに乗じようじてシオン様を新たな皇帝に就つかせるというバカバカしい甘かん言げんに騙されてしまった。ええ、その辺の話は私の耳にも入っておりますよ」

「ふぅん。優秀な情報屋というのは本当のようだな。ルカの件はおろか、ユウェル暗殺の話は城内でもごく一部の者しか知らない極ごく秘ひ事じ項こうなんだぞ。即位したばかりの皇帝が、何度も命の危険に晒さらされているなんて国民が知ったら大おお騒さわぎになる」

「蛇じやの道は蛇へび。どんな秘密も、その気になれば暴あばいて入にゆう手しゆするのが私の仕事です」

　さらりと怖ろしいことを口にされ、スフィルの表情がいくぶん強張る。同時に、これではシオンが天を城へ呼び寄せないはずだ、と納なつ得とくもした。懐ふところに入れたが最後、手て土産みやげにどんな情報を盗まれるかわからない。

「しかし、ジュレット家は大貴族ではありますが、王位継承権はないはず。ルカという男は、よくそんな世よ迷まい言ごとを信じましたな」

「フォロン国の反政府集団は、王おう権けんを奪だつ還かんしたあかつきには勢いに乗って、我が国セレネイドまで支し配はい下かに置くつもりだ。そのための傀かい儡らいとして、グレンダ侯爵に近づいた。〝おまえが新しいセレネイドの皇帝になったら後ろ立てになってやろう〟ってな」

「おやおや。よもやグレンダ侯爵は、それを信じたのですか？」

「傀儡にするなら、愚おろかな方が都合がいい。実じつ権けんのない、形ばかりの存在としてな」

　皮ひ肉にくたっぷりなスフィルの言葉に、天がくすくすと笑みを漏らした。

「捕まったルカは、黙秘を続けているとか」

「ああ。多分、あいつはまだ夢を見ているんだ。グレンダ侯爵が拘こう束そくされないうちは、可能性があるって。これは俺の勝手な推測なんだが、きっとグレンダ侯爵にこう言われたんだろう。〝自分が皇帝になったら、すぐにシオンを次の皇帝に指名して退たい任にんする〟と。王位継承権のないシオンを王座に就かせるには、皇帝からの指名と議会の承認が必要になる。その二つを実現させるには、ユウェルが生きていてはダメなんだ」

「なるほど、よくわかりました」

　下へ手たをすれば国家の存そん続ぞくに関わる案件なのに、場所のせいか酒飲みの壮そう大だいな絵え空そら事ごとのように聞こえる。話しているスフィルでさえそうなのだから、天に正しく伝わっているのか甚はなはだ心こころ許もとなかった。それほど、彼の表情は安あん穏のんとして変わらなかったのだ。

　しかし、それはすぐに杞き憂ゆうだとわかった。

　天はグラスの水すい滴てきでできた小さな水みず溜たまりに指先をつけると、無言のままテーブルに文字を書き始める。何をしているんだろう、と最初は怪け訝げんな顔をしていたスフィルも、それが人の名前だとわかるなりサッと顔色を変えた。

「それは……」

「声に出してはなりません。覚えて帰ってください」

「…………」

　スフィルは一度息を吞のむと、短く頷いた。記憶にないその名前は、帰ったら早さつ速そく調べねばならないだろう。もしかしたらシオンなら、すぐに心当たりを思いつくかもしれない。

（メグが戻ってきた以上、どっちにしろ確認しておきたいことは他にもあるんだ）

　それは、自分にとってユウェル暗殺と同じくらい深しん刻こくな重みを持っている。

　天が水で書いた文字をさっさと消し、二杯目の酒を注文した後も、スフィルは厳いかめしい表情でテーブルを睨みつけていた。
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「さぁ、どうぞ」

　フライパンから皿の上に、焼きたてのオムレツをつるんと滑すべらせる。キノコとハムと玉ねぎのみじん切りを混ぜ込んだ、何てことはない平凡な卵料理だ。

「ね、どうかな。今日はほとんど焦こげ目もつかないで綺麗な色に焼けたと思うの。真ん中からナイフをさくっと入れたら、半はん熟じゆくの部分がとろ～って零れてくるから気をつけてね」

「…………」

　けっこう自信作だったのだが、シオンは物珍しげな目で黄色い塊かたまりを見つめたまま、なかなか口に運ぼうとはしない。どうしたんだろう、と不思議に思っていたら、視線に気づいたのか苦々しい様子で呟いた。

「……熱いのは苦手だ」

「え？」

「まだ料理から湯気がたっているだろう。悪いが冷めたらちゃんと食べるから、そんなに期待に満ちた目で見つめないでくれ」

「猫ねこ舌じた……なの……？」

「何だ、文もん句くあるのか。私が猫舌で、おまえに何か迷惑かけたか？」

「そんなことないけど……ふぅん、へぇ、猫舌かぁ……」

「だから、いちいちくり返すなっ」

　ムキになって言い返されても、メグはちっとも気にならない。

　あんなに偉そうに人へ指図しているくせに、まるで子どものように熱いものが食べられないのだ。あまりに意外な事実が、無む性しように可笑しくてたまらない。

　笑ったら絶対にへそを曲げる、と思ったのでメグは必死に堪えた。だが、弱みを見せて不覚と言わんばかりの顔を見ていたら、たまらず笑い出してしまう。

「シオンって変！　弱点なんか一個もないような顔して、リンゴが嫌きらいだったり猫舌だったりするなんて絶対に変！」

「な……ッ……余計なお世話だっ。好きで猫舌なわけじゃない！　それにリンゴは……」

「リンゴは？」

　何の気なしに問い返すと、シオンの眉み間けんに深い皺しわが刻きざまれた。彼は忌いま々いましげに顔を逸そらすと、呪じゆ詛そでも吐はくような調子で「アップルパイを作って食べさせる、とおまえが言ったんだぞ。リンゴ嫌いな私に向かって」と呟く。

「そんな言い方しなくたって……。いいわよ、じゃあアップルパイは作らないから」

「バカを言うな。自分で言い出したくせに約束を破るのか」

「確かに言ったけど、あれはシオンに元気を出してほしかったからだもの。そんなに嫌いやなら逆効果でしょ。別に嫌がらせしたいわけじゃないし」

「私を……元気づける……？」

「だから、そうだってば！」

　心から信しん頼らいを寄せていた腹ふく心しんの部下が、皇帝暗殺という裏切りを企てていたのだ。事実が明るみに出た時のシオンは感情を抑おさえ込み、決して人前で取とり乱みだしたりはしなかったが、内面の動どう揺ようはどれほどだったか想像するだけで胸が痛んだ。

「まぁ……〝アップルパイ焼くから〟は、斜ななめ上すぎたかもしれないけど……」

「その通りだ。大体、おまえに元気づけてもらう必要なんかない」

「あのねぇ」

「だが、約束は守るように。事が落ち着いたら、必ずアップルパイを焼いてくれ」

　そう言うなり、シオンはおもむろにナイフをオムレツに突き立てた。あ、と止めようとしたが時すでに遅く、ほくほく湯気の上がる半熟部分をそのまま口へ放り込む。

「！」

「だ、大丈夫っ？　中の方はまだ熱いんじゃ……」

　瞬しゆん時じに赤くなる顔を見て、メグは慌ててコップの水を手渡した。奪うばい取るようにそれを飲のみ干ほし、シオンがしかめ面でオムレツを睨む。何なのよ、と溜め息をつきたくなっていたら、しみじみとした声がボソリと聞こえてきた。

「……美う味まいな」

「え？」

「熱くて味わっている余裕もないと思っていたが、冷めきったオムレツより美味い。おまえ、何を入れたんだ？」

「本当？　本当に美味しかった？」

　しきりに感心しているシオンに、メグもたちまち高こう揚ようする。甘あまくくすぐったい感覚が心臓にふわふわ詰め込まれたようで、気がつけばテーブルに身を乗り出していた。

「わ～い、じゃあ、私も味見していい？　お腹なかぺこぺこだったの思い出した！」

「お、おいっ」

「いただきま～す」

　皿に置かれたシオンのフォークを手に取ると、さくっとオムレツの端を切り分けて口へ運び込む。とろりと広がる至し福ふくの味に思わず頰ほおを緩ゆるめていたら、先ほどよりもっと顔を赤くしたシオンが「おまえっ」と怒鳴りつけてきた。

「正気かっ？　それは、私が使ったフォークだぞ！」

「あ、ごめんなさい。つい浮かれちゃって」

「そういう問題じゃないだろうっ！　私が口をつけたのに、おまえ平気なのか？」

「だって、シオンが美お味いしいって言ってくれたから……嬉しくて」

　そんなに怒ることかしら、とメグは相手の剣けん幕まくにびっくりする。

　けれど、よくよく考えてみれば、家族以外の人と同じフォークを使ったのだ。彼が口にしたものを自分も使い、あまつさえ「美味しい」と感じてしまった。

「わ、私ってば……」

　ひょっとしなくても、これは由ゆ々ゆしき事じ態たいではないだろうか。

　意識した途端、己の行動が猛烈に恥ずかしくなってきた。メグは激はげしく狼狽うろたえ、熱くなる頰を持て余す。恥知らずな奴だと怒られても、これは仕方がないと思った。

「そ、そうよね。不躾にも程があるっていうか、その、私はいいんだけどシオンは不ふ快かいよね。ほんとにごめんなさいっ。あの、貴方が褒ほめてくれるってそうそうないから」

「……いや」

「だから、ごめんなさいってば。もうしません。気をつけます」

「おまえはいいのか……？」

「へ？」

　不意に真ま顔がおになり、シオンが尋ねてくる。どうやら、怒っているのではなさそうだ。

「おまえは、私と同じ食器を使って平気なのか、と訊いたんだ」

「シオン……」

　問いかける唇にふと視線を留め、メグは「同じ食器」という言葉を反はん芻すうした。

　あの唇が触ふれたフォークに、自分も無む邪じや気きに触れてしまったのだ。

　改めてそう考えると、どれほど大だい胆たんな振る舞いだったのか身に染みる。同時に体温がぶわっと上じよう昇しようし、まともにシオンを見返すことができなくなった。

「へ、へ、平気よ。……もうしないけど」

「しないのか」

「しないってばっ」

　居たままれなくなって声を荒あららげても、不ふ機き嫌げんな気配は伝わってこない。

　どうしたんだろう、とおそるおそる様子を窺うと、顔を逸らしたシオンの目元がほんのり染まっているのが目に入った。

「……まぁ、それが平和だ……」

　まるで己へ言い聞かせるように、小さくシオンが呟く。

「そ、そうよね。平和よね」

「ああ」

「平和が一番だもん」

「そうだな」

「えっと……」

　ぎこちない会話はすぐに途と切ぎれ、二人は気まずく黙り込んだ。けれど高鳴る鼓こ動どうの音はやたらと煩うるさくて、メグを少しも落ち着かせてくれない。

　ちら、とシオンを盗み見ると、彼も同じなのか眉間に皺を寄せている。

　すっかり冷めてしまったオムレツが、二人の間で食べられるのを待っていた。
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　ふう、と長い溜ため息いきをついて、メグがくったり自室のソファに座り込む。藍鳥ランニヤオがすぐさま熱いお湯で絞しぼったほかほかのタオルを持ってきて、「お疲れ様です」と微笑ほほえんだ。

「今日の昼食会、見事な化けっぷりでしたわ。誰も、メグ様をニセモノとは疑わなかったでしょう。この調子でいけば、議会や謁えつ見けんの場でも通用しますよ、きっと」

「冗じよう談だんやめてよ～。政治のことなんてひとっつもわからないのに、議会なんて無理だってば。会食中の会話でボロを出さないようにするだけで、神しん経けいすり減らしてるんだから」

「でも、回を重ねるごとにユウェル陛へい下かそのものに見えてきています。メグ様、女優の素そ質しつがおありになるんじゃないでしょうか」

「女優って、スフィルのお母さんみたいに？」

　無理無理、と明るく笑い飛ばし、タオルを顔に当てて緊きん張ちようをほぐす。

　メグが城へ戻ってから、今日で一週間が過ぎていた。用事のない時は藍鳥にくっついて見習い侍じ女じよをしているが、今日のように何度かは身代わりの役目も務つとめている。その判はん断だんは主おもにシオンが決めており、警けい護ごとしてスフィルが常に行動を共にしてくれていた。

「そういえば、スフィルと話をしなくちゃ。バタバタしていて、母さんのドレスをまだ返してもらってないの。ユウェルも気にしていたようだし」

「スフィル様でしたら、シオン様の執しつ務む室しつへ今日の報ほう告こくに行かれましたよ。ちょうどお茶の時間ですし、メグ様の分もご用意してお持ちしましょうか」

「わ、いいの？　ありがとう。さっきは食べた気がしなかったから、嬉うれしいな」

「お任まかせください。とっておきの焼き菓が子しもありますから」

「やった！」

　どのみち、シオンにも会わなくてはならない。様子のおかしな者はいなかったか、料理は変な味がしなかったか、等々、それはもう神しん経けい質しつなほど毎回質問されるのだ。食事には毒どく見み係がかりがいるし、皇こう帝ていに接近する者にはあらかじめスフィルが目を光らせているが、念には念を、ということらしい。

　しかし、メグの頭は久しぶりに三人でお茶ができる、ということでいっぱいだった。二人とも多た忙ぼうな身なので時間が合わず、異い母ぼ兄弟きようだいが揃そろうことはなかなかない。

「メグはいるか？」

「ユウェル陛下、お待ちくださ……ッ」

　まさに今、着替えようと上着のボタンを外はずしたところで藍鳥が叫さけんだ。彼女が押さえる開きかかった扉の向こうに、ちらりとユウェルの姿が見える。メグが城へ戻ってからはこうしてちょくちょくやってくるのだが、決してヒマな立場じゃないだろうに、何が楽しいのだろうと不思議でならない。だが、いくら皇帝とはいえ傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いだけはもう少し慎つつしんでもらいたかった。

「あのね、貴方あなたがわざとじゃないのはわかる。皇帝陛下は、城内でノックする義ぎ務むなんかないものね。でも、いい加か減げんにしないと怒るわよ」

「いちいち面めん倒どう臭くさいな、女は」

「ユウェル陛下、そういう言葉はお慎みください。フォロン国のエルヴィラ姫は、お見合いが破は談だんになってからも、お手紙をよく送ってくださるそうじゃありませんか。そんな陛下の言動を知ったら、きっとがっかりなさいますよ」

　窘たしなめる藍鳥を押し返し、ズカズカと中へ入って来たユウェルが「ふん」と腕を組んだ。

「彼女が気に入っているのは、俺に扮ふんしたメグの方だ。今さら、取とり繕つくろっても仕方ない」

「確かに、あの時のメグ様は凜り々りしくて素敵でしたねぇ」

「それ、喜んでいいのか複雑な気分……」

　侍女の変へん装そうに着替えたメグが、微び妙みような表情で二人の前に戻る。ユウェルがあからさまに落らく胆たんを顔に出し、メグのお下げを片方引っ張った。

「いたたっ、何するのよ、ユウェル」

「何かつまんないな。俺は、いつものメグの方が好きだ。そっちの方が可か愛わいい」

「それ、間接的に〝俺は可愛い〟って言っているのも同然なんだけど」

「ううう、うるさいなっ。生なま意い気きな口を利きくと、お茶に誘ってやらないぞっ」

「お茶？　それなら、ちょうどシオンのところへ行こうかと思っていたの。ユウェル、一緒に行きましょうよ。私、ちゃんと侍女らしく振る舞うから」

「え……」

　メグの屈くつ託たくのない誘いに、ユウェルはいくぶん拍ひよう子し抜ぬけしたようだ。見ていた藍鳥が気の毒そうに苦笑したが、やがて彼は「シオンじゃ、しょうがないな」と呟つぶやいた。

「何？　何か言った、ユウェル？」

「いや、何でも。それより、俺も久しぶりにシオンと話したい。昨日届いたエルヴィラ姫からの手紙にも、少し気になることが書いてあったし」

「よかった。じゃあ、行きましょう。お供しますわ、ユウェル陛下」

　おどけてふんわり膝ひざを折ると、ユウェルの表情がたちまち引き締まる。一瞬前のやんちゃさは影をひそめ、どこか大人びた皇帝の顔が現れた。

「藍鳥、お茶は俺の分も追加だ。それと、人ひと払ばらいもしておくように」

「かしこまりました」

「行くぞ、メグ」

　今の顔をエルヴィラ姫が見たら、本物のユウェルに惚ほれ直すんじゃないかしら──胸でそう呟き、メグは新米侍女のふりをして恭うやうやしく彼の後について部屋を出た。
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「いよいよだぞ、スフィル。もうすぐ、グレンダ侯こう爵しやくの拘こう束そくが可か能のうになる」

　執務室の机に座ったシオンが、正面に立つスフィルへ書類の束たばを差し出す。

　神しん妙みような顔でそれを受け取り、スフィルは眉まゆを顰ひそめて言った。

「議会への根回しはどうしてる？　三さん賢けん人じんのあんた以外の二人は、グレンダ侯爵と裏で繫つながりがあるかもしれない。あいつらの発言力は無む視しできないぞ」

「そうだな。十じつ中ちゆう八はつ九く、グルだろうな」

「どうするんだよ。他の貴族議員たちだって、懐かい柔じゆうされている可能性があるのに」

「所しよ詮せん、付ふ和わ雷らい同どうな連中だ。有ゆう利りな方につくだけで、主しゆ義ぎ主しゆ張ちようなど持たない輩やからばかりだ。グレンダ侯爵の拘束が決定的とわかれば、あっさり私の方へ寝ね返がえるだろう。そのために、時間をかけて証しよう拠こ固がためをしてきたんだ。三賢人のカールト公こう爵しやくとミュートス伯はく爵しやくが何と言おうと、グレンダ侯爵が全てを自白したら庇かばいきれない」

「そんなに、あっさり自白なんかするかな」

　懐かい疑ぎ的てきな意見を口にすると、もっともだ、というようにシオンは頷うなずく。

「この書類によれば、グレンダ侯爵はフォロン国の反はん政せい府ふ運動に資金を流している。真実なら、国家間の大問題だ。王おう位い継けい承しよう者しや第一位の人間が、隣りん国ごくの革命に手を貸しているんだからな。立りつ件けんされたら極きよつ刑けいは免まぬかれないし、そこに交こう渉しようの余地も生まれる」

「ははぁ、死刑を無む期き懲ちよう役えきにする代わりに、腐ふ敗はいした議会に大おお鉈なたを振るう情報源として利用しようって腹か。確かに、利用価値はあるもんなぁ」

「我ながら嫌いやになるよ。こんなことばかり、四六時中考えなくてはならないとは」

「兄さん……」

　珍しく弱気な発言だな、とスフィルは面めん食くらった。

　特に、シオンは自分の前では絶対に弱よわ音ねを吐はかないのだ。

「あ、ええと……あ、そうそう。フォロン国の動きはどうなんだ？」

「そういう情報収集には、ルカが長たけていたんだが……」

　瞳ひとみが翳かげり、シオンは自じ嘲ちようめいた笑みを唇くちびるに刻んだ。

「今さら、そんなことを言っても始まらない。他の人間に探らせている。スフィル、おまえが天テイエンから反政府集団の中心人物の名前を聞き出してくれたお蔭かげだ。あれで、グレンダ侯爵の金の送り先を具体的に調べることができた。礼を言う」

「な、何だよ。気味が悪いな、兄さんから感謝されるなんて。第一、天は兄さんが……」

「あの男は、藍鳥の一族でも特に扱あつかい難にくい。人を平気で裏切るし、気分屋で損そん得とくだけでは動かない。だが、おまえなら気に入られると思った。その読みの通りだ」

「兄さん……」

「スフィル、おまえには他人の警けい戒かい心しんを解とく力がある。俺には、そんな真ま似ねはできない」

「…………」

　スフィルは、心の底から驚いた。

　生まれてこの方、こんなに素直に褒められたのは初めてだ。

　正妻と愛あい妾しよう──母親の立場が違うだけでなく、育ちも性格も何もかも違う自分たちは、顔を合わせた瞬しゆん間かんから相手に苦手意識を持っていた。

　自分にはないものを、あいつは持っている。

　逆立ちしたって敵かなわない。

　半分血が繫がっているっていうのに、わかり合える部分が欠片かけらもない。

（なのに……〝礼を言う〟だってさ。あのシオン・ジュレットが、俺の真似はできないって口にするなんて。何だよ、調子狂くるうじゃないか……）

　思い切りこそばゆい気持ちに襲おそわれ、スフィルはどんな顔をしていいかわからなくなった。ただ一つ、確かなのはシオン自身が己おのれの変化に気づいていない、ということだ。彼のことだから、無ぶ粋すいに指し摘てきされれば開きかけた扉をバタンと閉じてしまうだろう。

「あのさ、兄さん」

　何となく立ち去り難がたくて、スフィルは口を開いた。

　今なら、かねてから気に病やんでいた「あのこと」を話し合えるかもしれない。

「メグのことなんだけど……やっぱり、〝しきたり〟を破るわけにはいかないのか？」

「それは……」

　ハッと顔を曇くもらせ、シオンが答えをためらった。彼は、明らかに迷っている。今までなら顔色一つ変えずに「当然だ」の一言で終わりだったろうに、やはりシオンの中でもメグの存在は大きくなっているのだ。

（いて……）

　いつかと同じく、スフィルの胸を棘とげが刺激した。鋭するどい痛みの正体を、もう自分は知っている気がする。だが、今はそれよりも大事なことがあった。

「〝皇帝の影かげ武む者しやを務めた者は、役目が終わると同時に殺される〟──あんた、前にそう言ったよな。何百年と続く〝しきたり〟だから、どうあっても変えられないって」

「…………」

　シオンの表情が、苦々しく歪ゆがんだ。

　和なごみかけていた空気は霧む散さんし、重苦しい緊張感が漂ただよい始める。

「なぁ、兄さん。もう本音を聞かせてくれてもいいだろう。あんたは、どうしたいんだ。メグを殺したいのか？　それとも助けたいのか？」

「スフィル……」

「俺は、あんたの本心が知りたいんだよ。シオン・ジュレット！」

　ガタン。

　扉の向こうで、大きな音がした。何か、壁に物がぶつかったような音だ。

　ドキリとして顔を見合わせ、スフィルがおそるおそるドアノブを捻ひねる。

「メグ……ユウェル……」

　壁に凭もたれるようにして、真っ青な顔をしたメグがこちらを見ていた。

　彼女の隣には、ユウェルが茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで棒立ちになっている。

　二人の視線が容よう赦しやなく突き刺さり、スフィルもまた言葉を失うしなってしまった。

「うそ……」

　小刻みに震ふるえながら、メグがかろうじて声を絞り出す。息ができなくて喘あえぐように、そのまま苦しげに首を振る。みるみる涙の雫しずくが盛り上がり、滑らかな頰を伝って落ちた。

「うそ……噓うそッ！」

「メグ！」

　突然、止まっていた時間が動き出した。

　メグは弾はじかれたように廊ろう下かを駆かけ出し、ユウェルがその後を追っていく。スフィルも続こうとしたが、振り返り様に「おまえは来るなっ！」と怒ど鳴なられた。柄がらにもなく足が竦すくみ、そのまま力なく歩みを止める。

　何が起きたのか、まだ理解が追いつかなかった。

　わかっているのはメグの涙と、悲ひ痛つうに彩いろどられた「うそ……」という声だけだ。

「聞かれたのか……」

　すぐ後ろで、苦く悶もんに満ちた苦い呟きが聞こえてくる。

　振り返る元気もなく、スフィルは黙って頷いた。
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　メグは、めちゃくちゃに走っていた。

　行き先なんて知らない。どこへ向かっているかもわからない。

　とにかく、一秒でも早く別の場所へ行きたかった。

「メグ！　おいメグ、待てよ！」

　背後で、ユウェルの呼ぶ声が聞こえた。息が上がっているのは、追いかけてきているからだ。皇帝が侍女を追って城内を走るなんて、前ぜん代だい未み聞もんだ。だが、藍鳥に人払いを命めいじていたお蔭で、幸運にも執務室付近には使用人や衛えい兵へいがいなかった。

「メグ！　どこ行くんだよ！」

「来ないでよっ。一人にして！」

　侍女にあるまじき暴ぼう言げんを吐き、けれど気を回している余よ裕ゆうなどメグにはない。それほど、心はかき乱みだされていた。天地が引っくり返って、その狭はざ間まで神様にぶんぶん振り回されている気分だ。

（どういうこと、どういうこと、どういうこと──）

　眼鏡めがねが邪じや魔まで、上う手まく泣けなかった。

　顔を擦こすれば、描いたそばかすが消えてしまう。

　何をするにも煩わずらわしさが付つき纏まとい、メグは大声で叫びたくなった。

（皇帝の影武者は殺されるって……シオンもスフィルも、それを知ってたなんて……）

　あっ、と思った瞬間、足元がぐらついて派は手でに転んでいた。冷たい大だい理り石せきの廊下に思い切り全身を打ちつけ、痛みで一瞬息が止まる。そのまま床に突っ伏したメグは、ユウェルが追ってきていないことを悟さとり、それきり死んだように動かなくなった。

（私、殺されちゃうの？　役目が終わったら、シオンたちに殺されちゃうの？）

　頭がぐるぐる混乱して、少しも考えがまとまらない。

　裏切られた、騙だまされていた。そんな声がわんわん響ひびくが、一方で「そうじゃない」「絶対に違う」と悲痛な思いが駆け巡めぐる。

　午後のお茶を、皆で一緒に楽しみたかった。なのに、扉から漏もれ聞こえたスフィルの言葉が何もかもを壊こわしてしまった。まだ信じられない気持ちだが、隣で聞いていたユウェルも同様に真っ青な顔をしていたから、聞き間違いではないのだろう。

（……誰も来ない……）

　ほんの少しだけ落ち着いてきたら、妙みようなことが気になってきた。

　侍女が廊下に寝ね転ころがってしくしく泣いているのに、周囲はシンと静まり返ったまま、誰かが近づく気配もない。いくら人払いをしたとはいえ、執務室からはだいぶ走ってきたはずだ。そういえば、自分は今どこにいるのだろう。

（ううん、そんなのどうでもいいのよ。問題は、これからどうするか。だって、このままニセモノ皇帝でいたら、いずれ私は殺されちゃうんだから）

　その前に逃げなきゃ、とは思うものの、相変わらず身体からだは動かなかった。どんな時でも元気なのが取とり柄えだったのに、もう指一本動かす気力が湧わいてこない。

（何だか、このままここで死んじゃいそう……）

　転んだ時にぶつけたのか、おでこがヒリヒリと痛んだ。眼鏡もどこかへ飛ばしてしまったらしく、こめかみに床がひんやりと当たっている。

（寒い……なぁ……）

　人ひと気けがないせいか、気温がずいぶん低いようだ。そろそろ、陽が落ち始めているのかもしれない。衝しよう撃げきが薄れてきたら、耐たえられないほどの孤こ独どくがメグに襲いかかってきた。

（シオンは……スフィルは……私を殺すの……？）

　でも、とぐちゃぐちゃな記き憶おくから、スフィルの言葉がするりと浮かんでくる。

〝しきたり〟を破るわけにはいかないのか──彼は、確かにそう言っていた。

（そうよね。スフィルは、そういう人だもん。優しくて真まっ直すぐで大らかなの。私を必ず守り通すって、何度も約束してくれたっけ。あれは、身代わりのことだけを言ってたんじゃなかったんだな……）

　情熱に溢あふれる漆しつ黒こくの瞳を思い出し、またメグの目から涙が溢れてきた。

　何も知らず、一人で張り切って皇帝になりきったりして、そんなおめでたい自分をスフィルやシオンはどんな気持ちで見ていたのだろう。

（バカなメグ。さぞ愚おろかな女の子に映ったに違いないわ。それに、シオン。スフィルが問い詰めても何も返事しなかった。シオンは、私を殺す気なんだ。用済みになったら、どうでもいいって思ってたんだ……）

　ひどい。あんまりだ。ひどすぎる。

　こんなことなら、オムレツなんか作ってあげるんじゃなかった。

（私、ちっとも嫌じゃなかったのに。同じフォークで一つのオムレツつついても、シオンなら全然嫌じゃなかったのに）

　柄にもなく目元を染めて、おまえはどうなんだ、と訊きいてきたシオン。あの時、メグの鼓こ動どうはほんのりと甘く響いた。そんな優しい時間が噓だったとは思いたくない。

　だけど……──。

　世界に、一人ぼっちで放り出されてしまった気分だ。

　零こぼれる涙で溺おぼれ死じにしそう、とメグは心細く呟いた。
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「一体どういうことなんだ！」

　バン！　と力強く壁を叩たたき、怒りに燃える瞳がシオンたちへ向けられる。

「シオン、スフィル！　おまえたちは、そんな重要なことを俺に黙っていたんだな！」

「……話せば……」

「何だ、シオン？」

「話せば、貴方は身代わりなどいらないと言うでしょう！　だからです！」

「当たり前だっ。何の罪つみも犯おかしていないのに、皇帝の影武者を務めたという理由で処しよ分ぶんされるなんて惨むごすぎる！　まして、メグはまだ十五の少女だぞ！」

　真っ向から対立する二人を、スフィルが無念の思いで見つめていた。よりによってメグとユウェルに知られてしまうなんて、これ以上最悪な展開があるだろうか。

　しかし、何と言っても心配なのはメグだった。

　物慣れない宮中での生活。男のユウェルに成なり済すます特訓。刺し客かくに囲まれ、剣で斬きりつけられたこともある。けれど、どんな苦く境きようも彼女は笑顔で乗り切ってくれた。それを、自分たちは裏切っていたのだ。

「俺、メグを追いかける」

　激げき怒どするユウェルを放ってはおけないが、今はメグの方が辛つらいだろう。突き動かされる思いに、スフィルが踵きびすを返そうとした時だった。

「待ってくれ、スフィル。──私が行く」

「は？」

　ぐっと力強く右肩を摑つかまれ、思わず足が止まる。

　肩越しにシオンが目に入り、その真しん剣けんな眼まな差ざしに息を吞のんだ。

「な……んだよ、兄さん。あんたが行っても逆効果じゃ……」

「そうかもしれない。だが、譲ゆずってくれ」

「…………」

「メグには、私の口からきちんと話がしたい。私には、彼女の憤いきどおりを受け止める責任がある。皇帝の身代わりを考えたのは私だし、〝しきたり〟を隠していたのも……」

「兄さん？」

「いや……違う……」

　話の途中で、シオンが不意に口を閉じた。

　沈ちん黙もくの中で瞳の色が深くなり、迷いや動どう揺ようが綺き麗れいに溶とけていく。どうしたんだ、と急な変化にスフィルがたじろいでいると、彼は驚くほど澄すみ切った表情ではっきりと言った。

「理り屈くつなんか、どうでもいい。メグのところへ行きたいんだ」

「兄さん……」

「──礼れい拝はい堂どうだ」

　無ぶ愛あい想そうな声音で、ユウェルがつっけんどんに言い放つ。心の底から面白くなさそうだ。

　彼は険けわしい目つきでシオンをねめつけると、念を押すように続けた。

「メグは、礼拝堂へ通じる廊下を真っ直ぐ走っていった。あそこは行き止まりだから、すぐに見つかるはずだ。普ふ段だんから城の者が立ち寄らない場所だし、いい機会だからちゃんと彼女に説明しろ。いいか、何もかも真実を話すんだ。ここで場をごまかしたり、新たな噓をついたりすれば、メグは二度と俺たちに心を許さなくなる」

「わかっています」

「だったら、俺も一緒に……」

　尚なおも食い下がろうとするスフィルに、シオンはそっと摑んでいた手を離した。

「スフィル、私も正直に言おう」

「え……」

「私は、メグを死なせたくはない。もっと言うなら、かすり傷一つつけたくはない」

「だ……だったら、どうして……」

　身代わりなんか、と言いかけた先を、彼は厳おごそかな口調で遮る。

「私は摂せつ政しようだ。ユウェル陛下とセレネイド国を守るためには、私情を優先できない。だから、その分はおまえがメグを守ってくれれば、と……そう思ってきた」

　けれど、と苦々しくシオンは唇を嚙かんだ。

　初めて心の一いつ端たんを曝さらけ出した異母兄あにを、スフィルは言葉もなく見つめ返す。

「すまない。おまえの役目、奪うばわせてもらう」

「…………」

「ユウェル陛下を頼む」

　言うが早いか、シオンの姿はあっという間に廊下へ消えていった。

「兄さん……」

　残されたスフィルは呆然とその場に佇たたずみ、一体何が起きたのかと頭を整理しようとする。だが、どれほど考えてもかろうじて理解できたのは、シオンがメグを追って行った、という信じ難い事実だけだった。

「は……」

　ようやく現実を受け入れた途と端たん、深々と溜め息が零れ落ちる。

　張り詰めた空気が緩ゆるみ、気の抜けた笑みが自然と唇に浮かんできた。

「はは……〝すまない〟だってさ」

「スフィル……」

　気持ちは同じなのか、ユウェルの声が先せん刻こくより優しくなっている。

「ユウェル。おまえも聞いただろ？　兄さんが俺に謝ったところ。俺、あの人から〝すまない〟なんて言われたの初めてだ。あんまり驚いたんで、頭が一瞬真っ白になった」

「うん、俺も……びっくりした」

「きっと、本人も後から愕がく然ぜんとするだろうな。大だい嫌きらいな異母弟おとうとに頭を下げたのが、メグのためだなんて自覚したらさ。あの性格なら、死にたくなるかもな」

「笑えない冗談はやめてくれ。シオンならありえそうだ」

「……でも、それくらい我を失ってたってことだよな」

　スフィルは、切なく瞳を歪めた。

「見栄や体てい裁さいなんかどうでもよくなるほど、大事なんだな」

「…………」

　とうとう、ユウェルまで溜め息をついた。

　すっかり毒どく気けを抜かれた二人は、悔しいような清すが々すがしいような、何とも言えない気持ちで顔を見合わせる。

　願わくは、捨て身になったシオンの行動が良い結果を生みますように。

　メグが再び自分たちを信頼し、いつもの笑顔を見せてくれますように。

　言葉にこそしなかったが、互いに思うのはそのことだけだった。

「スフィル」

　数秒もたたずに皇帝としての己を取り戻し、ユウェルが表情を引き締めた。たった今味わったほろ苦い痛みは容よう易いに消えないが、自分たちには他に為なすべきことがある。

「俺は、やっぱりグレンダ侯爵に会おうと思う」

「ユウェル……」

　厳しい声音に居住まいを正し、スフィルも騎き士しの顔になった。

「悪いが、俺は賛成できないね。言っておくが、身内への情なんかあの男にはないぞ。そんなことは、おまえだってとっくにわかっているだろうに」

「でも、皇帝として会ったら、俺は叔お父じ貴きを断だん罪ざいしなきゃならない。一人の人間として彼を責せめることも、泣なき言ごとをぶつけることも叶かなわなくなる」

「…………」

「悔くやしいんだ。なんで、実の甥おいを殺そうなんて思えるのか。そんなにまでして、皇帝の地位が欲しいのか。スフィル、俺はあの男に訊きたいことがいっぱいあるんだよ」

　語尾を潤うるませて訴うつたえる言葉を、スフィルはしばし無言のまま聞いていた。

　やがて覚かく悟ごを決めたように、さばさばした口調で確認を取ってくる。

「それで、おまえは気が済むんだな？」

「……うん」

「危険なのは百も承しよう知ちだな？　グレンダ侯爵だって、ルカが捕つかまってからは火の粉こが自分に降りかからないよう、身辺には細心の注意をしているはずだ。おまえが単たん独どくで乗り込んだら、どんな危険な目に遭あうかわからない。不慮の事故に見せかけて殺すことくらい、あの男は平気でやるんだ。それでも行くんだな？」

「不ふ慮りよの事故……」

　ハッと胸を突つかれた顔になり、ユウェルがさっと青ざめる。

「やはり、父様と母様の馬車の事故は……」

「……証拠はないが、恐らくは」

「そう……か。以前から噂うわさは俺も耳にしていた。信じたくはなかったが、どうやら腹を括くくる必要がありそうだな」

「…………」

「スフィル、今さらそんな話題を出したからって、俺は怯ひるんだりはしない。生あい憎にくだな。グレンダ侯爵がもし父様と母様を死なせた犯人だとしても、だったら尚なお更さら、俺は彼の手にかかるわけにはいかないんだ。逆に、闘とう志しが湧いてきたよ」

　力強く笑んだ顔は、すっかり心を決めてしまったようだ。

　スフィルはしばし圧あつ倒とうされ、こうなったらとことん付き合うしかないな、と説得を諦あきらめた。それなら、自分は騎士として彼を守ることだけを考えよう。

「しかし、グレンダ侯爵としては目もく論ろ見みが外れてさぞ荒れただろうな。王位継承権はユウェルの方が上だったが、議会はまだ十三歳のおまえを承しよう認にんしないと踏んでいたんだろう。それを引っ繰り返したのが、三賢人の一人、ジュレット家の摂政ってわけだ」

「俺を推おしたのは、おまえたちの父のアレンだと聞いているぞ」

「ああ、父さんはやり手だったからね。けど、実際に議会へ根回しをしたのは兄さんだったと俺は思っている。おまえを皇帝の座に就つけるために、兄さんは相当な知恵を絞ったんだろうさ。そうして、おまえの即そく位いと同時に自分もジュレット家を継ついだ」

　十三歳の若き皇帝。

　ユウェルの未知数の資し質しつに、シオンはセレネイド皇こう国こくの未来を託たくしたのだ。

「まぁ、だからこそ摂政として最良であろうとしたんだよな。何せ、ユウェルに重じゆう責せきを背せ負おわせた張ちよう本ほん人にんだし、自分も最年少の摂政として舐なめられないよう気を張ってなきゃならなかったんだから。私情を殺して、幼おさな馴な染じみという立場からも一線引いて、全てをユウェルに捧ささげる勢いきおいだったと思う。影武者の末まつ路ろについては知っていても、おまえを暗殺の危険から守るためならどうしても必要だと心を鬼おににして……さ」

「だからって、メグを泣かせるなんて言ごん語ご道どう断だんだ。俺は嬉しくないぞ」

「俺だって、いいところを取られて頭にきてるよ。でも……これでよかった気もする」

　スフィルはふっと息を吐くと、腰に提さげた剣に触ふれて笑った。

「仕方ないな。俺も、カッコよく決めたいからな」

「スフィル？」

「皇帝を危険人物と対面させるなんて、臣しん下かとしちゃ言語道断だ。後で、シオンに死ぬほど怒られるに決まってる。下へ手たしたら、近衛このえ兵へいの任を解かれるかもしれない」

「そんな……そんなことはさせない。これは、あくまで俺が非公式に……！」

「わかってるよ。おまえは、何も心配するな。やりたいことを、すればいい」

　ユウェルの頭を撫なで、スフィルはにこやかに言い切った。

「急いで馬車を用意させる。グレンダ侯爵を警戒させないために大人数での行動は控ひかえ、いざという時に兵を動かせるよう、俺の部下に言い含めておく。まずは、俺とユウェルだけで行くってことで構わないか？」

「さ、最初からそう言っている。俺は叔父貴と話せればいいんだ」

「……と、そういうわけだから、藍鳥。馬車の支し度たくを頼む」

「かしこまりました」

　スフィルの命令に応こたえ、扉の陰かげから茶器と焼き菓子を並べたトレイを押して藍鳥が姿を現した。一連の騒そう動どうのどこから見ていたのかわからないが、端たん整せいな顔に翳かげが差している。きっと、彼女もメグの様子を案じているのだろう。

「スフィル様の兵団の副団長に、仔し細さいを伝えておきます。くれぐれもお気をつけて」

「ああ。こうなったら、暗殺計画を根こそぎ叩たたいてやるさ。活動の資金源が絶たたれれば、フォロン国の反政府集団にも大だい打だ撃げきだ。政権奪だつ取しゆなんて物ぶつ騒そうな妄もう想そうからは、早いところ覚めてもらわないとな」

「あ、それで思い出したぞ」

　ユウェルが、はっとして顔を上げた。

「フォロン国のエルヴィラ姫から、ちょっと気になる手紙が届いたんだ。実は、それをシオンに相談しようかと思っていたんだが」

「エルヴィラ姫って、おまえの見合い相手の美人か？」

「もしかしたら、フォロン国の反政府集団はすでに……」

　不ふ穏おんな予感が、言こと霊だまとなってユウェルの唇から流れてくる。

　人払いをしたはずの廊下を、複数の足音が剣けん吞のんな響きで近づいてきていた。
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　どんなに絶ぜつ望ぼうの淵ふちに立たされても、生きていればお腹なかは空すくものだ。

　冷たい大理石も、ずっと横たわっていれば温ぬくもりを帯おびてくる。

　そんなわけで、泣き通しだったメグも少しずつ現状に馴染み始めていた。

「何だか……バカみたい、私。こんなところで、一人でしくしく泣き続けて」

　こうやって落ち込んだことが、少し前にもあったな、と思い出した。父親が借金返へん済さいのために母親のウェディングドレスを売ってしまい、スフィルにも「ドレスは譲れない」と断ことわられた夜のことだ。あの日も、ベッドでどよんと落ち込んでいた。

「そしたら、ルカが来たのよね。シオンからの手紙を持って……」

　そこまで考えたら、また悲しくなってきた。シオンは、どんな気持ちであの手紙を書いたのだろう。自分が身代わりに抜ばつ擢てきした少女がゆくゆくは処分される運命と知っていて、それでも彼はメグを選んだのだ。せめて、ちょっとは罪ざい悪あく感かんがあったのだろうか。

「あったって許さないけど……」

「許さなくていいぞ」

「えっ！」

　突然、独り言に返事をされて心臓が止まるほど驚いた。次いで傍かたわらに誰かが膝を突く気配がして、ひっそりと低い声が降ってくる。

「おまえは、私を許さなくていい。好きなだけ罵ば倒とうしろ。言い訳はしない」

「…………」

「だが、その恰かつ好こうでは声がろくに聞こえない。メグ、そろそろ起きて私の顔を見たらどうだ？　おまえの性格なら、罵ののしる相手の顔はきっちり見たいだろうと思うが」

「…………」

　知らない、と心の中でメグは答えた。

　ここでシオンを罵ったところで、裏切られた思いが消せるわけじゃない。それより、何をしに来たのかと腹が立った。今さら機き嫌げんでも取りに来たのだろうか？　まだ身代わりは必要なはずだし、メグが逃げ出したら大変なことになる。だから……──。

「なんでシオンなの……」

「え……」

　怒いかりと傷しよう心しんのあまり、恨うらみがましい声が出た。

「なんで、スフィルじゃなくてシオンが来るの。こういう時、いつも私を慰なぐさめたり元気づけたりしてくれたのはスフィルじゃないの。それに、〝しきたり〟で皇帝の身代わりを殺すことを、彼は反対してくれてた。でも、シオンは違うんでしょ」

「メグ……」

「シオンは、私が死んでもどうでもいいって、そう思っているんでしょ！」

　思わず激げき昂こうして身を起こし、涙でぐしゃぐしゃな顔で怒鳴りつける。指一本動かせないと思っていたのに、シオンの声を聞いたら急に力が湧いてきた。メグはぽろぽろ涙を零しながら、動揺を露あらわにした綺麗な顔を睨にらみつける。

「そんな風には……思っていない……」

　常つねに凜りんと気を張っているシオンが、魂たましいの抜けたような声で呟いた。こんなに茫然自失な彼は見たことがないので、メグは内心面食らう。けれど、すぐさま緩みかけた気持ちを引き締めた。もう、騙されるのはこりごりだ。

「でも、結果的には同じことよ。私、役目が終わったら殺されるのよね。それが、昔からの〝しきたり〟だから。シオンは、それを知っていて私をユウェルの身代わりにした」

「……そうだ」

「私なんか、死んだっていいと思ってたんでしょ！」

「それは……」

「言い訳してよ！」

　歯がゆい思いが爆ばく発はつし、メグは声を荒あららげてシオンに食ってかかった。

「何でもいいから、言い訳してよっ。どんな理由があったって許さないけど、何も言わないなんて卑ひ怯きようじゃない！　私……私、シオンを信じてたんだからっ。ちゃんとユウェルの身代わりを務めたら、喜んでくれると思ったからっ。頑がん張ばったら褒ほめてくれて、よくやったなって言ってくれて、それで私は……嬉しくて……」

「メグ……」

「嬉しくて……だって、シオンが……いつもしかめ面つらしてるシオンが……笑って……」

「…………」

　ああ、もうめちゃくちゃだ。何を言っているのか、自分でもわからない。

　泣いて責めながらそう思ったが、それでも一つだけはっきりしたことがある。

　シオンが──無愛想で滅めつ多たに笑わなくて、口を開けば手厳しい言葉しか吐かない素そっ気けない彼が──喜んでくれるのが、ただ嬉しかった。

　優しい言葉や、ねぎらいなんかなくてもいい。陽気な励はげましも望んだりしない。その葡ぶ萄どう色いろの眼差しが自分に向けられた瞬と間き、ほんの微かすかに上がる温度が好きだったのだ。

「シオン……シオンが……」

　どん、と拳こぶしで弱々しくシオンの胸を叩いた。

　どん、どん、どん。

　次第に力を強くしても、シオンは逃げずに受け止める。叩けば叩くほど涙が溢れ、メグはしゃくりあげなら「シオンのばかっ」とくり返した。

「ひとでなしっ。仏ぶつ頂ちよう面づらっ。猫ねこ舌じたっ」

「……否定はしないが、猫舌は関係あるのか」

「なんでそういうこと言うの。ばかばかばかっ！」

「……すまない」

　こんな場面でも律りち儀ぎに答えるシオンに、メグはますます悲しくなってしまう。思う存分文もん句くをぶつけたいのに、刃先がどうしても鈍にぶるからだ。自分を道具のように扱うひどい奴やつなのに、心の底から憎にくめない。その事実が悔しくて仕方ない。

「メグ……」

　叩かれながら、シオンが静かに囁ささやいた。メグの拳をそっと握り、そのまま自分の頰ほおへ引き寄せる。何を……と戸と惑まどっていたら、真剣な目で彼は言った。

「どうせなら、胸ではなく私の頰を叩け」

「え……」

「それでおまえの気が済むとは思わないが、私は心から人に詫わびたことがない。情けない話だが、どうすればいいのか正直わからないんだ」

　何を言っているんだろう、この人は。

　突とつ拍ぴよう子しもない申し出に、メグは自分の耳を疑う。

　頰を──叩けだって？　見み惚とれるほど綺麗なこの顔を、思い切り殴なぐれと？

「シオン……」

　メグの拳を包つつみ込んだ手に、ぎゅっと温かな力が加わった。その真しん摯しな熱から、シオンの本気が伝わってくる。潤んだ瞳を覗のぞき込むように、悲痛な眼差しがメグに迫せまった。

「何度でも構わない。私を好きなだけ叩け。すまなかった……本当に」

「無理……」

「メグ」

「無理……言わないで……っ……」

　できない。そんなこと、できっこない。

　次々と涙を零しながら、メグは子どものように首を振り続けた。

「あなたは摂政で……国の偉えらいひとで……っ……大貴族の当とう主しゆ様でしょ……っ。そんなこと、言わないで……っ……私の……私の命だって自由にできるのに……」

「私は、ただの男としておまえと話しているんだ！」

「シオ……ン……」

　驚くほど声を荒らげ、シオンが切なく顔を歪める。

　魅み入いられたように見つめ返すメグへ、震える唇で彼は言った。

「ただの、一人のシオン・ジュレットという男として、おまえを……」

　ふわ、と全身を柔らかく包まれ、温かな腕に抱きすくめられる。
















　背中に回された手に力が込められ、互いの鼓動が重なり合って胸を叩いた。

「あ……の……」

「スフィルでなくて悪かったな」

「え？」

　いくぶん気まずそうな口調で、シオンがボソリと呟く。

「本当は、スフィルに来てほしかったんだろう？　さっき、そう言っていた」

「あ、あれはそういう意味じゃ……」

「だが、今だけは譲れなかった」

「シオン……」

　次第に速度を上げる心臓の音は、はたしてどちらのものだろう。

　初めて触れられるはずなのに、どこか懐なつかしくて愛いとおしい。シオンの体温や息いき遣づかいが、長い間探していた宝物のように感じられた。

「私、シオンのこと大嫌いだわ」

　ひっそりと、秘密を打ち明けるようにメグは言った。

　う、とシオンが言葉に詰まる。

「〝しきたり〟のことを黙っていたのも、絶対に許せない。ずるいもの」

「……すまない」

　言い訳はしない、と最初に言った言葉を守り、彼はひたすら神妙にしている。

　メグは「でもね」と、笑みを堪こらえて先を続けた。

「貴方と食べたオムレツが、今までで一番美お味いしかったの」

「え？」

「一つのお皿で同じフォークを使っても、私ちっとも嫌じゃなかった。ううん、ご飯の話だけじゃないわ。シオンとは、一つのものを分け合って笑ったり口くち喧げん嘩かしたりできる」

「……メグ……」

「スフィルは、分ける前に私の好きそうなものを用意してくれる。なんだったら俺の分も食えよって、きっとそう言ってくれるわ。私は、そういうスフィルが凄すごいと思うし、素敵だなぁって思う。あの人は、天てん性せいの人たらしよね」

「そ、そうだな……」

　いかにも面白くなさそうに、渋しぶ々しぶとシオンが同意する。事実なので否定できないのが、また悔しいのだろう。メグは彼の胸へコツンと額を寄せると、今度は声に出して「ふふ」と笑った。少し前まで絶望のどん底にいたのに、笑える自分が不思議だった。

「私ね、シオンが来てくれて嬉しかった」

「え？」

「だって、貴方の顔を見た時にわかったの。私が待っていたのはシオンだったんだって」

「…………」

「だから、もう一度信じるわ。貴方のことを。きっと、私を死なせないように考えてくれる。シオンは、私を守ってくれるわ。そう……信じることにした」

　ね、と返事を求めて顔を上げる。瞳の涙は、もう乾き始めていた。

「シオン……？」

「おまえという奴は……」

　不意に、シオンの顔が近づいてきた。

　視界が彼でいっぱいになり、体温がいっきに跳ね上がる。逃げる余裕もないメグは、思わずきつく目を閉じた──次の瞬間。

　唇が、甘く額ひたいに触れた。

　くすぐったい感触が押しつけられ、次いでぺろりと舐められる。一瞬、何が起きたのかわからず、メグの頭は大混乱に陥おちいった。

「な……ッ……なにっ……今のなに……ッ」

「額が赤く腫はれているぞ。転んだ時に打ったんだろう。後で藍鳥に手当てをしてもらえ」

「は……い……？」

　それ、今、この場面で言う？

　あんぐりと口を開けたまま、メグは穴が開くほどシオンを見つめた。何かを期待していたわけではないが、最上級にロマンチックな気分に浸ひたっていた自分がバカみたいだ。

「あのねぇ、シオン。いくら何でも不ぶ躾しつけすぎるんじゃ……」

「…………」

「シオン……」

　薄うす闇やみでも、はっきりとわかった。

　まるで怒っているように、目を逸そらして横を向く。照れ隠しが透すけてみえる不機嫌な表情は、いつぞや厨ちゆう房ぼうで彼が見せたのと同じものだ。

「……ふふ」

　いっきに気が緩み、メグはシオンの腕の中でくすくす笑った。何がおかしい、と憮ぶ然ぜんとされたが、幸せな気分だから、とは言ってやらなかった。

「そろそろ戻るぞ。皆が心配している」

「うん。あ、ちょっと待って。眼鏡を飛ばしちゃった。いっぱい泣いたから、そばかすも消えちゃってるかも。このままだと、まずいでしょ」

「おまえの素す顔がお、久しぶりに見た気がするな」

「そりゃあ、ここでの私はニセモノ皇帝だもの。素顔が知れたら大変じゃない」

　すっかり元気の出た言葉を聞いて、シオンが心から安あん堵どの笑みを浮かべる。メグが眼鏡を拾ってかけ、ボサボサの三つ編みを直す様子を見ながら、彼は小さく呟いた。

「私は、素顔が一番好きだ」

「え？」

「あ、いや、何でもない。気にするな」

　身み支じ度たくを整えたメグが振り返ると、慌てたように立ち上がる。変なの、とまた笑いそうになったら、調子に乗るなと頭を小こ突づかれた。

「とにかく、私も腹を括くくった。おまえの信しん頼らいには必ず応える。全てが終わったら、無事に家へ帰すと約束しよう。だから、もうしばらくの間、頑張ってくれ」

「はい！」

「いい返事だ」

　くす、と微かに笑んで、シオンがもう一度口を開く。

　もちろん、家にはちゃんと帰してやる。

　だが、もしも……──。

「シオン・ジュレット様ですね。ご報告があります」

　話の途中で、衛兵の集団が荒々しく近づいてきた。ざっと見ただけで二十人はいる。にわかに物々しい空気がたちこめ、何事かとメグは身構えた。

「報告？　それにしては人が多いようだが？」

　シオンはいっかな動じず、極めて冷静に衛兵隊長へ問い返す。

「ちょうどいい。私も今から執務室へ戻るところだ。話は移動しながら聞くとしよう」

「グレンダ侯爵が逃とう亡ぼうしました」

「な……──」

「出入りの宝石商が訪ねて行き、発覚したようです。残された書類や書きつけから、フォロン国へ亡命したのではないかと思われます」

「なん……だって……」

　みるみる青ざめるシオンに向かい、衛兵隊長は更なる衝撃の言葉を浴あびせた。

「つきましては、シオン・ジュレット摂政にお尋ねしたいことがあります。グレンダ侯爵がルカ・ジェラルディンとの間で交わしたと見られる書しよ簡かんには貴方の名前が散さん見けん、加えてルカは、犯行の動どう機きを王位継承権のない貴方を皇帝に就かせるためだと告白しています。これらの点から、貴方が皇帝暗殺に無関係とは言い難い」

「噓よ！　シオンは全然関係ないわ！　ユウェル陛下は大事な幼馴染みなのよ！」

「侍女は口を慎め！」

　絶ぜつ句くするシオンに代わって抗こう議ぎするメグを、一人の衛兵が乱らん暴ぼうに突き飛ばす。よろけた身体を素早く抱き止め、シオンはきつく衛兵隊長を睨み返した。

「私を拘束すると言うのか？　三賢人の私を……」

「他のお二人、カールト公爵とミュートス伯爵には、すでに許しを得ております」

「…………」

「我々も、手荒な真似はしたくありません。どうか、おとなしくご同行を」

　あくまで態度は恭しいが、有う無むを言わさぬ口調で迫られる。

　こんなのは噓だ。でっち上げだ。尚も抗議しようとするメグを、シオンが厳しい視線で押し止とどめる。ここで騒さわいだところで、メグまで捕まるのがオチだ。歯嚙みするような思いで耐えていると、シオンが他の連中には聞こえないように低く囁く。

「ユウェル陛下を頼む。彼を守ってくれ、メグ」

「シオン……」

　覚悟を促うながすように頷かれ、もう何も言えなかった。

　衛兵たちに囲まれて去って行く姿に、悪い夢のようだとメグは膝を突く。

　ユウェルを守れ──その言葉だけが、いつまでも耳の奥でくり返されていた。
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　シオンが衛えい兵へい部ぶ隊たいに拘こう束そくされてから、一晩が過ぎた。

　当然のことながらメグは一いつ睡すいもできず、朝あさ陽ひが昇るのを待ってベッドから飛び下りる。昨日は茫ぼう然ぜん自じ失しつのまま執しつ務む室しつへ戻ったのだが、どういうわけかスフィルもユウェルもすでにいなかった。藍鳥ランニヤオでさえどこにいるのかわからず、捜さがし回っている間に夜よ更ふけを迎えてしまい、不安を抱かかえたまま仕方なく自室へ帰ったのだ。

「一体、どうなってるの。シオンが捕つかまるなんて、ありえない」

　侍じ女じよの変へん装そうを手早く済ませ、まずはスフィルを捜さなくちゃ、と思う。朝なら近衛このえ兵団の詰つめ所しよを訪ねれば、少なくとも誰かいるだろう。近衛兵は城内や王族の警けい護ごが務つとめだから、王宮の敷しき地ち内ないに設せつ備びがあるのだ。

「メグ様、もうお目覚めでしたか」

「わっ、藍鳥。どこ行ってたのよ！　私、昨夜さんざん捜したのよ！」

　さぁ出ようと扉を開けた瞬しゆん間かん、目の前に立っていた藍鳥にぶつかりそうになった。彼女はぬるま湯と洗面用具を手に、ニコニコとメグの横をすり抜けて部屋へ入ってくる。キビキビと支度する様子は、普ふ段だんと何ら変わりがないように見えた。

「まぁ、今朝は水で洗顔なさったのですか。今の時期は冷たいでしょうに」

「そんなことは、どうでもいいのよ。ねぇ、シオンが捕まったのは知っているわよね？　あれはどういうことなの？　スフィルや、他の皆はどうしているの？」

「メグ様……」

「私、シオンに言われたの。ユウェルを守ってくれって。だけど、礼れい拝はい堂どうから戻ったら誰もいなくなってて。むやみに訊きき回るわけにもいかないし、頼みの綱つなの藍鳥までいなくて本当に心細かったんだから！」

「……申し訳ありません」

　深々と頭を下げられ、ハッとメグは我に返る。慌あわてて「違うの、責せめてるんじゃなくて」と言い訳をすると、彼女は気き丈じような瞳ひとみでゆっくりと顔を上げた。

「実は、シオン様がメグ様を追って行かれた後、ユウェル陛へい下かとスフィル様はグレンダ侯こう爵しやくの屋敷へお忍しのびでお出かけになるところでした」

「何ですって？　それ、すっごく危険なんじゃ……」

「スフィル様も最初は反対されていましたが、どうしても、とユウェル陛下が言い張られたのです。皇こう帝ていとしてではなく、甥おいとしてお話がしたい、とのことでした。それで、とうとうスフィル様も折れたのですが……」

「訪ねる前に、グレンダ侯爵の亡ぼう命めいが発覚したのね？」

　気負い込んだメグの言葉に、藍鳥はこっくりと頷うなずく。

「いざ出かけようとされた時、衛兵隊長のサイラス将しよう軍ぐんが部下を引き連れて執務室へやってきました。シオン様に、急ぎ報告があると。それで、礼拝堂にいるとお教えしたのですが、まさかシオン様を拘束するのが目的だったとは思いませんでした」

「それで……ユウェルたちは……」

「サイラス将軍が去った後で、グレンダ侯爵亡命の知らせが来ました。ユウェル陛下は、すぐさま貴族議員たちを召しよう集しゆうして議会を。スフィル様は、ご自分の兵団と共にグレンダ侯爵の屋敷へ向かわれました。恐おそらく、入れ違いでシオン様の拘束を知ったのだと思います。急いで城へ引き返し、サイラス将軍に抗こう議ぎされましたが聞き届けられず……」

「でも、どうして暗あん殺さつ未み遂すいのことが？　ルカは、黙もく秘ひしていたんじゃなかったの？」

　うっかり失しつ念ねんしていたが、シオン拘束の際、ルカの動どう機きについてサイラスは言げん及きゆうしていたのだ。しかし、ユウェルの暗殺未遂は一部の者にしか通達されていないと聞いている。

　それなのに、どうしてサイラスはルカの名前まで出してきたのだろう。

「サイラス将軍の言動には私たちも驚いています。ルカの動機は、シオン様に疑いがかかりかねないものでした。実は、その点を憂ゆう慮りよしたユウェル様が厳げん重じゆうに関係者へ箝かん口こう令れいを布しき、ルカの取り調べについても慎しん重ちように行っていたのですが……」

「つまり……彼に情報を漏もらした人間がいるってことね？」

「その通りです。さすがに三さん賢けん人じんの間で事件を隠すことは難むずかしいので、あの方たちには事の仔し細さいが報告されております。私は、カールト公こう爵しやくかミュートス伯はく爵しやく……もしくは両方が怪あやしいのではないかと」

「確かに、その二人がシオン拘束の許可を出していたわ。サイラス将軍がそう言っていたもの。でも、いくらグレンダ侯爵がルカとの書しよ簡かんを残して逃げたからといって、内容の真しん偽ぎも確かめないうちに一国の摂せつ政しようを拘束するなんて乱らん暴ぼうすぎるわ」

　思い切り眉み間けんに皺しわを寄せ、メグは腕を組んで考えた。

　三賢人の二人がグレンダ侯爵と通じていて、シオンを陥おとしいれようと画かく策さくしたのはほぼ確実だ。そうでなければ、サイラス将軍がルカの証しよう言げんを知っているわけがない。

「問題は、ルカ本人が今何を考えているかだわ。あの人、狂きよう信しん的てきなシオン信しん奉ぽう者しやでしょ。自分の愚ぐ行こうがシオンを窮きゆう地ちに追いやったと知ったら、態度が変わるかもしれないわ」

「まさか……メグ様……」

「何？」

「ルカを味方に引き込もう……とお考えなのですか？」

　あまりに大だい胆たんな意見に、藍鳥が真っ黒な目を見開いた。

「無む謀ぼうにも、ユウェル陛下のお命を狙ねらった男ですよ？」

「でも、他に重要な情報を握にぎっている人間はいないでしょ？　そりゃ、私だって彼のしたことは許せないわ。大体、私だって殺されかけた一人だもの。……でもね、藍鳥」

「は、はい」

「よく考えて。ルカは、シオンを守るためならきっと何でも協力してくれるはずよ。その点だけは、この上なく頼たのもしい味方と言えるんじゃない？　彼を許す許さないじゃなく、同じ目的を持っている相手って考えてみて。どう？」

「メグ様……」

　藍鳥が、しばし絶ぜつ句くしたのも無理はない。

　味方にしよう、なんて事も無げに言うが、ルカが捕まった直後、誰より怒っていたのは他でもないメグ自身だったからだ。シオンの信頼を裏切った、シオンを傷つけて落ち込ませた、とそれはもう激しい荒あらぶりようだったのだ。

　それなのに、と彼女は素直に感かん嘆たんした。

　メグは、見た目だけが皇帝と似ているわけではない。

　己おのれの身に降りかかったことを大たい局きよくの前では些さ末まつだと割り切ってしまえる、その資し質しつこそがユウェルとそっくりなのだ。

「メグ様、私……」

「何？　どうしたの、藍鳥？」

「私、全力でメグ様をお守りいたしますから！」

　がっしと両手を強く握られ、メグはどぎまぎと面めん食くらう。けれど、シオンやスフィルが不在の今、そう言ってもらえるのは何より心強かった。まして藍鳥は本当は侍女ではなく、身しん辺ぺん警けい護ごや情報収集などを専門とする頼りがいのある仲間だ。

「実は、私も昨晩は城から出ておりました。私なりに、何かできはしないかと」

「それで、捜してもいなかったのね。誰もいないからびっくりしちゃった」

「すみません。ご存知のように、私はジュレット家にお仕つかえする隠おん密みつ一族の娘です。現当とう主しゆであるシオン様の一大事とあっては、指をくわえて見ているわけにはまいりません」

「藍鳥……」

「ユウェル陛下も、議会の話し合いでは埒らちが明かずに一晩中起きていらしたようです。そろそろ、メグ様に身代わりのお呼びがかかるかもしれません。寝不足の顔で謁えつ見けんするわけにはいきませんものね。本日も、陛下にご挨あい拶さつをするために城を訪れる者は多いですし」

　午後の数時間を謁見に充あてるのは、思いの外重要な皇帝の仕事だ。

　各国の外がい交こう官かんや商人、市民の代表や地方の領りよう主しゆなど、人種も様々な老ろう若にやく男なん女によが若き皇帝に拝はい謁えつしようと日々列を成なしている。

「でも、シオンがいなくて大丈夫なの？　ユウェルの予定も、シオンの采さい配はいで決められていたのに。まさか、三賢人の残り二人がやっているんじゃないでしょうね？」

「……あの方たちも、摂政職ですから……」

「じょおっだんじゃないわよっ」

　心底呆あきれて、メグは声を荒らげた。

「シオンを陥おとしいれた連中が、我が物顔で国を動かしているってこと？　ユウェルは、よくそんな真ま似ねを許しているわね。そりゃあ、議会の連中だって三賢人には一目置いているくらいだし、皇帝とはいっても独どく断だんは許されないのかもしれないけど」

「ほう、よく勉強しているねぇ、お嬢さん」

「誰っ？」

　飄ひよう々ひようとした耳慣れない声に、ギクリとして振り返る。

　閉じたはずの扉が細く開いており、隙すき間まから見知らぬ男の顔が覗のぞいていた。

「きゃ……きゃーっきゃーっきゃーっ！」

「こ、こら、お嬢さん。そんな大声で騒さわぎなさんなっ」

　慌てた男が部屋に飛び込み、焦あせって黙らせようとしてくる。メグはますます怯おびえ、藍鳥にしがみついて目一杯喚わめき続けた。

「きゃーっきゃーっ。寄らないで触らないで！　人を呼ぶわよ！」

「ああもう、藍鳥。この娘を静かにさせてくれ」

「メグ様、メグ様、落ち着いてください。この方は大丈夫です。危険はありません」

　藍鳥が必死に取り成すが、自分の声がうるさくてメグの耳には届かない。大体、見も知らない男に部屋を覗き見されていたなんて、気持ち悪くて仕方なかった。まして、今は城内も物もの々ものしい空気に満みちているため、怪しげな人物に過か剰じよう反応するのは当然だ。

「メグ様！」

　業ごうを煮やした藍鳥が、一ひと際きわ大きな声を出した。

「この方は、アレン・シュトラウス・ジュレット伯爵様です。前ジュレット家当主で、シオン様、スフィル様のお父上ですよ！」

「きゃーっきゃーっ……きゃ……へ……？」

「大丈夫です。私が前にお仕えしていた旦だん那な様でもあります」

「シオンと……スフィルの……」

　一瞬で頭が冷え、まじまじと男の容よう姿しを頭から爪つま先さきまで凝ぎよう視しする。

　ようやくおとなしくなった、と相手は心の底からホッとし、メグの視線にも臆おくすることなく不ふ敵てきに笑んでみせた。

「いかにも、私が彼らの父親だ」
















「…………」

「だが、藍鳥。私はもう引いん退たいしたんだぞ。ジュレット伯爵は、この世でシオン一人だ」

　すみません、と藍鳥が謝しや罪ざいし、男は「どうだ」と言わんばかりにメグをねめつける。

　アレン・シュトラウス・ジュレット【元】伯爵──胸で改めて反はん芻すうしてみた。

　噂うわさによれば大たい層そうな女好きで、多くの愛人を引き連れて田舎いなかで隠いん居きよ生活を送っているという。だが、そんな話も真に受けてしまいそうな、人好きのする陽気な笑顔の持ち主だ。

　おまけに、美び貌ぼうと謳うたわれる異い母ぼ兄弟きようだいの父親だけあって実に若々しい美び丈じよう夫ふだった。息子むすこたちはそれぞれ母親似と思われるが、よく観察するとアレンにも似たところがある

「シオンに〝父と似ている〟は禁きん句くだぞ、お嬢さん。あいつには、とことん嫌きらわれてるからなぁ。私の名前でも出そうものなら、氷ひよう点てん下かの目つきで睨にらまれる」

「わっ、私は何も……」

　心を読まれたか、と狼ろう狽ばいするメグへ、アレンは「いやいや」と自じ慢まんげに言った。

「私たち親子の顔を見た者は、大たい抵てい口にするんだよ。だが、そのたびにスフィルはともかくシオンの反応が微び妙みようでなぁ。親としては淋さみしい限りなんだが……」

「旦那様。今は、吞のん気きにそんな話をしている場合ではありません」

「あ、そうだったな、藍鳥。いや、このお嬢さんが噂の侍女かと思ってな。城へ上がれば顔を見る機会もあるだろうと楽しみにしていたが、可か愛わいい恋人たちがなかなか離してくれないので遅くなった。ふんふん、こちらがメグ・バーシア嬢か」

「あの……？」

　噂の侍女、とは聞き捨てならない。

　メグが侍女として城に滞たい在ざいしているのは、一部の人間しか知らないことだ。

　警けい戒かいしながら真意を窺うかがうと、アレンが突然愉ゆ快かいそうに笑い出した。

「はっはっはっ。話に聞いた通り、賢かしこくて気の強そうな目だ。うんうん、いいぞ」

「はぁ？」

「気に入った。お嬢さん、私の新しい愛人にならないか？」

「…………」

　ひょいと間近に顔を近づけ、噓か冗じよう談だんかわからない調子で口く説どかれる。息子の一大事に何を……とカーッと頭に血が上のぼり、メグは「バカ言わないで！」と鋭するどく一いつ蹴しゆうした。

「お偉えらい大貴族様だか何だか知らないけど、初対面の女性に向かって失礼じゃない！　そんな軽けい薄はくな態度で、よく女たらしとか言われて威い張ばっていられるわね！」

「メ、メグ様！」

「これは驚いた……」

　遠えん慮りよなく罵ば倒とうされ、アレンは呆あつ気けに取られている。だが、メグの気は収まらなかった。

「今、シオンは拘束されてるのよ。父親だったら、それを知らないはずないでしょう？　身に覚えのない嫌けん疑ぎをかけられて、下へ手たをしたら牢ろう獄ごくに繫つながれるかもしれないのよ！　それなのに、女の子口説いている場合？　シオンが……シオンが苦しんでいるのに！」

「…………」

「私のことを無礼だと怒るなら、衛兵でも何でも呼べばいいわ。だけど、お願い。シオンを助けてあげて。一刻も早く自由にしてあげてほしいの。貴方あなたは元摂政だし、引退しても宮中にまだ影響力はあるんでしょう？　そのために、城へ来てくれたんでしょう？」

　ひと息にまくしたて、最後は不本意ながら涙で声が震ふるえてしまった。

　でも、まだだ。まだ何もしていないのに、泣くのは早い。

　メグは眼鏡めがねを外はずし、大急ぎで潤うるんだ目元を拭ぬぐう。あ、と小さく藍鳥が呟つぶやき、迂う闊かつに素顔を晒さらしたことに気づいたが後の祭りだった。

「お嬢さん……君は……」

「な、何でしょうか」

　よそよそしく後ずさったが、取とり繕つくろった敬けい語ごが余計に胡う散さん臭くささを醸かもし出す。

「あの……私……そうだ、仕事があったんだわ。こう見えても見習い中で、いろいろ雑用がたくさんあるんです。えっと、それじゃここで失礼して……」

「そうか……もしやと思ったが……」

「え？」

「やはり、君はユウェル陛下の影かげ武む者しや……ニセモノ皇帝か！」

「！」

　ズバリ真実を言い当てられ、動どう揺ようのあまり咄とつ嗟さに否定もできない。

　あわあわ、と狼狽えまくるメグと何とかごまかそうとする藍鳥を前に、アレンは「ははは」と軽やかに笑った。

「いや、先ほど盗み聞きしていた会話からも、何かおかしいとは思っていたんだ。侍女にしては藍鳥の対応が丁てい寧ねいだし、お嬢さんの口調も使用人とは違うからね」

「そんな堂々と〝盗み聞き〟とか言われても……」

「大体、見習い侍女が私室を与えられている時点で不自然だ。秘密を守るためとはいえ、身分を偽いつわるなら〝宮中に行ぎよう儀ぎ見習いに来た貴族の娘〟くらいにしておくんだったな」

「……仰おつしやる通りです……」

　悔くやしいが、返す言葉もない。

　侍女は変装の口こう実じつにすぎなかったので、確かに設定が甘かった。

「まぁ、そうしょげることもないさ。古来、皇帝の影武者は一人や二人いるのが普通だ。シャマラン家も例外ではないし、理想的なニセモノを見つけるのは摂政の大事な仕事でもある。しかし、さすがに女の子とは意表を突かれた。シオンめ、なかなかやるな」

「摂政の大事な仕事……ですか」

「ん？　何か引っかかるのかな、お嬢さん？」

　代々の影武者は、役目が終われば処しよ分ぶんされる。

　その〝しきたり〟のせいで、昨日さんざん泣いたんだった、とメグはしゅんとなった。

（シオン……どうしているかな。大丈夫かな……）

　もう腫はれはとっくに引いているが、口づけられた額にそっと指先で触ふれてみる。

　温かな舌したの感かん触しよく。柔らかな唇くちびるの記き憶おく。

　まるで小鳥が啄ついばむような一瞬の出来事だったが、思い出すだけで頰ほおが火ほ照てってきた。

「メグ様？　大丈夫ですか？　お顔が赤くなっています」

「だ、大丈夫、大丈夫。ちょっとね、正体がバレて慌てちゃった」

　心配する藍鳥に、ぱたぱたと右手で顔を仰あおぎながら苦笑いを返す。いけない、ポーッとなっている場合ではなかった。とにかく、シオンを救う手だてを考えなくては。

「あの、アレン・シュトラウス元伯爵。シオンのことですけど……」

「何だか長ったらしくてしまらないな。アレン様、で構わないぞ」

「そういうわけには……」

「何な故ぜかな？　私の可愛い恋人たちは、甘い声で〝アレン様ぁ〟と呼んでいるが」

「私は、貴方の恋人でも愛人でもありませんっ」

　本当に、あの堅かた物ぶつで融ゆう通ずうの利きかないシオンの父親だろうか。

　緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない様子に、メグは呆れて溜ため息いきをつく。だが、きわどいことを言っても憎にくめないあたり、素そ養ようはスフィルの方に受け継つがれている気がしなくもなかった。さすがに彼はここまで軽薄ではないが、案外父親を反面教きよう師しにしているのかもしれない。

「まぁまぁ、そう機き嫌げんを損そこねるな」

　摑つかみどころのない笑顔で、アレンはニコニコと言った。

「無む論ろん、私はシオンのことで来たのだ。我が息子ながら、あれは生き真ま面じ目めで潔けつ癖ぺきな男だ。まかり間違っても、皇帝暗殺計画に加か担たんするなどありえない。そもそも、ユウェル陛下を守るために私に摂政の座を譲ゆずれと迫せまったくらいなんだぞ」

「え、そうなんですか？」

　愛人たちと遊ぶ時間が欲しくて、長ちよう子しに役職や爵しやく位いを譲った──それが世間における、アレンへの評価だ。さんざん国中で浮き名を流してきただけに、切れ者で仕事はできるが摂政職に飽あきたのだろう、とかなりの言われようだった。

「当時、ユウェル陛下を即そく位いさせるかどうかで議会は紛ふん糾きゆうしていたからな。その頃の私はまだ現げん役えきだったが、シオンが私の名前を利用してかなりの根回しをしたんだ。それほど、ユウェル陛下を皇帝にしたかったらしい。まぁ、グレンダ侯爵はその器ではないし、国の将来を考えれば彼の選せん択たくは正しかった」

「そういえば、シオンが摂政になったのはユウェル即位と同じ時期だったわ」

「グレンダ侯爵と彼を推おす一派の恨うらみがシオン様に向かないよう、旦那様はこっそりと全ての根回しをご自分がしたことになさったんです。それで、早々に引退を……」

「そう……だったんだ……」

　恐らく、シオンはそれを知らないのだ。

　自分を庇かばったとは夢にも思わず、息子に譲位を迫られてこれ幸いとばかりに田舎へ引っ込んだ、遊び好きでだらしない父親だと今も思い込んでいる。

「何だか、そんなの切ない……」

「父と息子など、そんなものだ。確かく執しつがない方がおかしい。気にはしていないよ」

　アレンは事もなげに笑い飛ばすと、落ち込むメグへ意味ありげな視線を向けた。

「それに、もう一つ城へ来た理由があるんだよ」

「え……」

「さっきも言っただろう？　噂の侍女だ、と。私に君の存在を知らせた人物が誰か、気にはならないのかな？　まさか、シオンやスフィルだとは思ってないだろう？」

「それは……」

　何だろう、やけに鼓こ動どうが騒がしい。

　ざわめく予感は、はたして吉きつ凶きようのどちらを意味しているのだろうか。

　返事をためらうメグに、殊こと更さら楽しそうな声でアレンが言った。




「君のお父上だよ、お嬢さん。フェンネル・バーシアから私に手紙が来たんだ」
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　身み柄がらを拘束されてから、シオンはまだ一睡もしていなかった。

　あてがわれたのは、狭せまく質しつ素そな部屋だ。手の届かない位置に小さな窓があり、かろうじて時間の流れがわかる。牢獄ではないのでいくぶんマシだが、出入り口の扉には厳重に鍵かぎがかけられ、食事の差し入れと取り調べに役人がやってくる以外で開くことはない。

（ユウェルは……メグやスフィルは無事だろうか）

　頭に浮かぶのは、そのことばかりだ。

　あまりに短時間でいろいろ起こりすぎ、後ご手て後ご手てに回ったことがつくづく悔くやまれた。どうやら、自分はグレンダ侯爵を見くびっていたようだ。己の甘さに自じ己こ嫌けん悪おが募つのるが、落ち込むよりも先に考えるべきことは山のようにある。

（スフィルが、上う手まく立ち回ってくれるといいんだが）

　グレンダ侯爵とフォロン国の反はん政せい府ふ集団との繫がりを証明する書類は、執務室の机の引き出しにしまったままだった。しかし、こうして拘束された以上、サイラス将軍に引ひっ搔かき回されているのは想像に容易たやすい。もしあれらを押おう収しゆうされ、もみ消しでもされたら、グレンダ侯爵の罪つみを暴あばくのは難しくなる。

（途中でメグに話を聞かれて、バタバタしていたからな……）

　ふ、と礼拝堂でのやり取りが脳のう裏りに蘇よみがえった。

　大きな瞳を涙でいっぱいにして、ばかばか、と文もん句くを言ってきたメグ。

　裏切られていたと知って、それでも尚なお「信じる」と笑ってくれた彼女を、どうしてもこの手で守りたい。二度とあんな風に泣かせたくはないし、そのためなら何でもする。

　思い返すたびにその想いは強くなり、それが今のシオンを支えていた。こんなところで濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、終わってたまるものか、と思う。

（大丈夫だ。望みはまだ充じゆう分ぶんにある。私の仲間は、信頼するに足る者たちだ）

　そう胸で呟いてから、不思議なものだ、と苦笑がこみ上げた。

　少し前の自分なら、絶対にそんな言葉は出てこなかっただろう。

　ユウェルを守ることで頭がいっぱいだったし、若じやく輩はいと侮あなどる老ろう獪かいな議員たちと渡り合い、隙すきを見せないように気を張り続け、そうして誰も頼らずに生きてきたのだから。

　でも、それはもう過去の話だ。

　何の迷いもなく、シオンはそう断だん言げんできる。

（人が変わるのに必要なのは、時間ではないんだな。大切なのは〝出会い〟だ。誰かと、何かと出会って、それまで自分を取り囲んでいた世界がまるで違って見える。それだけのことなんだ。私は、二十三年も生きてきてやっとそのことに気がついた）

　調子がいい奴やつと毛け嫌ぎらいしていた異母弟おとうとも、生なま意い気きでむこうみずだと煙けむたく思っていた少女も、窮地を一緒に乗り越える間にどんどん違う顔が見えてきた。だから、今なら安心して命を預けることができる。もう、自分一人で何とかしようとは思わない。

（……とはいえ、私にもできることはあるはずだ。さてと……）

　好こう機きを待つだけなのは、性しように合わないからな。

　シオンはうそぶき、ホッと肩から力を抜く。

　ようやく眠気に襲おそわれた彼は、小さく欠伸あくびをしてベッドに寝ね転ころんだ。
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「私の……父さん？　父さんがアレン様に手紙を？　どうして？」

　いきなりの展開についていけず、メグは困こん惑わくするばかりだ。

　確かにフェンネル・バーシアは父親の名前だが、まかり間違っても貴族に知り合いなんかいないし、まして手紙を出す間柄だなんて信じられない。

「待って待って。百歩譲っていきなり手紙を出したとして、それがどうしてアレン様なの。もし、私のことが心配で書いたのならシオン宛あてのはずよね？　そうでしょ、藍鳥？」

「さ、さあ、私にもどういうことなのか……」

　唐とう突とつに同意を求められ、藍鳥も困りきっていた。その顔を見る限り、彼女も何も知らないようだ。こうなると、真実はアレンの口から聞くしかない。

「メグ、ちょっといいか」

「あ、スフィル」

　何から訊き出そうか、と迷っていたら、軽いノックの音がした。

　扉を開けて入って来たスフィルは右手に紐ひもで束たばねられた書類、左手には古着屋で買ったウェディングドレスを抱えている。メグの母親の形見の品だ。

「どうしたの、急に。それに、そのドレス……」

「うん。これから、身しん辺ぺん慌あわただしくなりそうだからさ。おまえとの約束、先にはたしておこうと思ったんだよ。本当は家へ帰る時に返すって話だったのを、二、三日で城に戻るからって言われて棚たな上あげにしちゃってただろ。悪かったな、遅くなって」

「ううん、そんなこといいんだけど。あ、あのね、でも今……」

「うん？」

　どう説明しようかと口ごもるメグに、スフィルが怪け訝げんそうに目を細める。そうして、第三者がこの場にいることに彼はやっと気がついた。

「と……父さん？　なんで、父さんがメグの部屋にいるんだよっ？」

「よぅ、我が自慢の息子よ！　相変わらず男前だなぁ。そして母さんにそっくりだ！」

「会うたびに、同じこと言ってるだろ……」

「おいおい、つれないじゃないか。大体シオンが拘束されたことも連絡しないとは、水みず臭くさいにも程があるぞ。ジュレット家の一大事だろうに！」

「わざわざ俺が連絡しなくても、宮中で起きていることは全部父さんには筒つつ抜ぬけなんじゃないのかよ。当主の座を譲ってから藍鳥は兄さん専せん属ぞくになったけど、他にも子こ飼がいの情報屋がいることくらい知っているんだからな」

　最初こそ驚いていたが、すぐにスフィルの態度は素そっ気けないものになる。

　だが、このくらいの距離感が彼らにはちょうどいいのだろう。現にアレンは少しも意に介かいした風もなく、息子との再会を普通に喜んでいる。

「時にスフィル、おまえも隅すみに置けないな。この非常時に、女の子へドレスのプレゼントか？　いくらシオンが嫌いでも、あんまり薄はく情じようじゃないか」

「ふざけるな。兄さんに一番嫌われてるあんたに、そんなこと言われたくないね」

「おや、そういう言い方をすると逆に羨うらやんでいるように聞こえるぞ」

「変なこと言うな。父さんこそ、自じ虐ぎやくに走るなんて本当は傷ついてるんだろ」

「あの……二人とも、そのくらいにしてくれる？　私、真剣に心配しているのに」

　このまま放っておいたら、「どっちがシオンに嫌われてるか選手権」でも始めかねない。メグが顔をしかめて間に入ると、ごめんごめん、とスフィルが謝った。そうして、ドレスを差し出すと、大事そうにメグへ手渡してくる。

「遅くなったが、これでドレスはおまえのものだ。もう手放すなよ」

「うん。本当にありがとう、スフィル。私も夢を諦あきらめないで済むわ」

「夢？」

「そうよ。母さんの遺のこしたこのドレスで、お嫁に行くのが私の夢なの。今の調子じゃいつになるかわからないし、着るのに相応ふさわしい貴き婦ふ人じんにならなきゃダメだけど」

「……そうか。いい夢だな」

　心なしか、スフィルの微び笑しようが少し淋しそうに見える。

　どうしたのかな、と思ったが、訊いたら悪いような気がしてメグは口をつぐんだ。何となくそうしなくてはいけないような、そんな気がしたからだ。

　代わりに、受け取ったドレスを大切にギュッと抱き締める。

　古着屋でスフィルと初めて出会い、勇気を出して声をかけた場面が懐なつかしく思い出された。

「おや？　お嬢さん、そのドレスは……」

　しみじみ感かん傷しよう的てきになっていたら、ドレスに目を留めたアレンがさっと顔色を変えた。その表情は真剣そのもので、先刻まで飄々と人を食っていた人物とは思えない。

「母親の遺したもの……そう言っていたね？」

「え、ええ。そうです」

「そうか……こんなところで目にするとは、何とも運命というやつは面白いな」

　ゆっくりと近づいてきた彼は、愛いとおしげに純白の生き地じに触れた。

「フレイア、あれから二十年以上の歳さい月げつが流れてしまったな。私もフェンネルもすっかりいい年のオヤジだが、君だけはずっと若いままだ。ずっと若くて……美しい……」

「どうして……母の名前を……」

「それは、君がフレイアとフェンネルの娘だと知っているからだよ」

「え……」

「これは、何故おまえの手元にあったんだ、スフィル？」

　慈いつくしむような眼差まなざしをドレスに注そそぎながら、アレンはスフィルを振り返る。

　何がなんだかわからず、メグもつられて一緒に返事を待った。

　誰かに贈る予定もないのに、どうして男のスフィルが古着屋でこのドレスを買い求めたのか、その理由をまだ教えてもらえていなかったのだ。

「それは……古着屋の店頭で見かけて……」

　明めい朗ろうな彼にしては珍しく、だいぶ歯切れが悪いようだ。しばし言葉を選ぶように言い澱よどみ、やがてごまかせないと悟さとったのか、真まっ直すぐにアレンを見返して言った。

「ハイネックのボレロ、よく見ると襟えりの部分に銀ぎん糸しで刺し繡しゆうがしてあるだろ」

「ほう、よく気がついたな。そう、これは……」

「シャマラン家の家か紋もんだ。ユウェルの一族の」

「ど……ういうこと……」

　理解が追いつかず、メグは激しく狼狽する。隅では、藍鳥がハラハラと見守っているのがわかった。多分、この場で状況がわかっていないのは自分と彼女だけだろう。

　だが、はっきりしていることもある。

　シャマラン家と言えば、代々皇帝を運命づけられた王族だ。

　彼らは、セレネイド建けん国こく以来唯ゆい一いつ無む二にの血ち筋すじとして尊とうとばれている。

「え、でも待って。皇帝の紋は、確か白鳥よね？　ボレロの刺繡は薔ば薇らよ？」

「白鳥は公用だ。要するに皇帝そのものを意味する。薔薇は、言ってみれば私用なんだ」

「私用……」

　それでは、今まで気づかないはずだ。メグのような一般庶しよ民みんが目にする紋は、全て公式で使用される『皇帝』のものでしかないのだから。

「あの、じゃあ、母さんは……」

　まさか、まさか……。

　メグの心臓が、早はや鐘がねのように鳴りだした。




『メグ、おまえの両親はどんな人物だ？　本当に、生まれも育ちも平民か？』




　この前、ユウェルから言われた言葉が耳の奥でこだまする。

　もしも母親が、シャマラン一族だとしたら──。

「メグ、おまえの母親、フレイアさんはシャマラン一族のお姫様だった。ユウェルのような直系ではないが、家紋があるからには遠とお縁えんにあたるはずだ」

「スフィル……ほん……とに……？」

　それならば、アレンと母親ははたしてどんな関係だったのだろう。

「このドレスは、私がフレイアのために作らせたものだ。間違いないよ、お嬢さん」

「え……」

　またも意外な事実が、アレンの口から飛び出した。

　メグの頭は混乱を極め、現実に思考が追いつかなくなる。

　ウェディングドレスを贈るなんて、よほど特別な間柄だったとしか思えない。

　だが、父親からは一言もそんな話を聞いたことはなかったし、まして自分が王族の血筋だなんて想像すらしたことはなかった。

「あの、ひとまずお茶を用意してまいります。皆様、朝食もまだなのでは……」

　メグの心情を慮おもんぱかってか、藍鳥が休きゆう憩けいを提てい案あんする。

　確かに、早朝から話すには些いささか重たすぎる内容だった。

　焼き菓子かケーキでも一緒にお持ちしましょう、と言って藍鳥が部屋から出て行き、後にはメグとジュレット父おや子こが残された。

「えっと、じゃあ……」

　何とか気を取り直し、メグはもう一度アレンに向き直る。

「アレン様と母さんは、その、お知り合いだったんですか？」

「そうだね。よく知っていたよ。ついでに言うと、フェンネルのこともね」

「父さんを……」

「もっとも、フェンネルと私は特別に親しいわけではなかった。彼はセレネイドの人間ではなかったし、フレイアと駆かけ落ちするまでは傭よう兵へいとして働いていたからね」

「傭兵？　あの父さんが？」

　これには、メグのみならずスフィルも驚いたようだ。二人は思わず顔を見合わせ、それぞれ脳のう内ないに記憶するフェンネルを思い描いた。だが、照らし合わせたりせずとも、人の好よい地味で真ま面じ目めな鞄かばん職しよく人にん、というイメージから寸すん分ぶんの違いもなかったろう。

「フェンネルは流れ者でね、身よりのない若者だった。しかし剣の腕は立ったので、傭兵として雇やとわれていたんだ。もっとも、当時すでにセレネイドは戦いくさから離れて久しかったので、実じつ質しつは王宮の警護が主おもな任にん務むだったがね」

「じゃあ、母さんとはお城で？」

「そうだろうね。私も、詳しくは知らないんだ。ただわかっているのは……」

　ふっと言葉を止めると、アレンは少しだけ遠い目をした。

　まるで、消えてしまった懐なつかしい光景を追っているかのような眼差しだった。

「私は、フレイアに恋をしていたよ」

「え……」

「彼女とは王家主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会かいで出会ってね、当時の私はシオンの母親を亡なくした後で、ずいぶんと淋しい日々を送っていた。そうは言っても、フレイアとはだいぶ年が離れていたけれどね。そう、ちょうど今のお嬢さんと同じくらいの年だったかな」

「ええええっ」

　アレンには申し訳なかったが、やはり驚かずにはいられない。貴族の姫君はそれこそ十三、四で輿こし入いれも珍しくはないらしいから、十五の少女なら充分に恋愛対象だったのだろうが、アレンは妻と死別しただけでなくシオンという息子がいたのだ。

　メグの思いは、恐らく顔に出ていたに違いない。

　アレンは「わかっているよ」と言いたげに苦笑いを浮かべ、短く息を吐はいた。

「あの頃、シオンはまだ三歳だった。新しく母を迎えるなら幼おさない方がいいだろうし、フレイアもシオンを弟のように可愛がってくれてね。話はとんとん拍びよう子しに進み、婚約までは何の問題もなかったよ。フレイアはシャマラン一族の人間とはいえ、あまり余裕がある家ではなかった。そこで、ウェディングドレスは私の方で手配したんだ」

「…………」

「けれど、私は性せい急きゆうすぎたのだろう。周りから固めて逃げ道を断たつようなやり方に、フレイアは次第に不安と窮きゆう屈くつさを覚えたのかもしれない。いつしか、フェンネルという傭兵と心を通わすようになっていた」

　あくまでも淡たん々たんと、思い出話は紡つむがれる。

　アレンは感情を高ぶらせることもなく、ひたすら物語を諳そらんじるように過去を語った。

「私がそれを知った時には、もう二人は駆け落ちの決心をしていたんだよ。どういうことだと問い詰める私に、フレイアは泣いて許しを請こうた。フェンネルは、命以外なら全てを投げ出すと私に言った。それはそうだ。死んでしまったら、フレイアを幸せにできないからね。だが、私との婚約を破は棄きしたところで身分違いの二人が結ばれることはない。だから、駆け落ちするしかないんだと堂々と言い放った。フェンネルめ、私が嫉しつ妬とから密みつ告こくすると思わないのか、と尋ねたら、そんなみっともない真似を貴方はしないでしょう、とヌケヌケと言いおった。今思い出しても、むかっ腹ぱらの立つ男だ」

「それで……父さんは許したのか……？　駆け落ちを見み逃のがした？」

　スフィルの質問に、困ったような微笑が返ってくる。

「結果を見れば、まぁそうなるね。実際、二人の愛の結けつ晶しようが私の目の前にいる」

「アレン様……」

「もちろん、簡単に許したわけじゃないよ。私だって、フレイアを本気で愛していたからね。それに、私はこう見えて非常に性格が悪いんだ」

「え」

　ニヤリと不敵な笑みを見て、彼に同情しかけていたメグは思わず涙を引っ込めた。その反応を満足そうに眺め、アレンは再び口を開く。

「ただ許したのでは、やっぱり悔しくてねぇ。言っちゃなんだが、フェンネルより私の方が顔も良かったし、莫ばく大だいな地位も財産も持っていた。それでもあの男を選ぶのなら、私への贖しよく罪ざいの意味を兼ねてウェディングドレスを持っていけ、と言ったんだ」

「それ、どういう理り屈くつだよ……」

　理り解かい不ふ能のう、とばかりにスフィルが頭かぶりを振った。

「自分が特とく注ちゆうしたドレスを、他の男に嫁とつぐ娘に着せたかったわけ？」

「まさか。フレイアは着たりしないと思ったさ。だが、ドレスを見れば私を思い出さずにはいられないだろう？　しかも、ウェディングドレスだ。自分が婚約者を裏切った、ということを嫌いやでも意識せざるを得なくなる。どうだ、性格悪いだろう？」

「……まったくだ」

　気持ちは、わからなくもないけどさ。

　半分は呆れて、でも残り半分は複ふく雑ざつな思いで、スフィルが長々と溜め息を漏らした。

「しかし、嬉うれしいじゃないか。フレイアは、大事にドレスを取っておいてくれたんだな。彼女は、そういう素直なところが魅み力りよくだったよ。それをフェンネルの奴、古着屋に売るとは言ごん語ご道どう断だんだ。ああいう、実じつ直ちよくそうに見える男が案外腹黒かったりするものだ。スフィルがシャマラン家の紋章に気づかなかったら、今頃どこの成なり金きんに買われていたかわかったものじゃない。だから、あの男はダメ……」

「と、父さんがしたことは謝ります！」

　調子に乗ってフェンネルの悪口を言いかけたアレンを、メグが慌てて遮さえぎった。

「アレン様には、本当に申し訳なかったです。でも、ちょっと言いすぎだわ。父さんは借金で娘が苦労するのがしのびなくて、苦く渋じゆうの思いでドレスを売ったのよ」

「お嬢さん……」

「お話を伺うかがうと、確かにドレスには綺き麗れいな思い出なんて詰まってなかった。私が空くう想そうしていたような、両親の美しい物語はどこにもなかったわ。正直ガッカリよ。だけど、やっぱりこのドレスは私の憧あこがれなの。貧びん乏ぼうで苦労もしたけれど、夢のようなドレスが我が家のクローゼットに眠っているんだって、そう思うだけで元気が出たの」

「…………」

「それに、お話の続きでは、スフィルのお母さんが登場するんでしょ？　アレン様は、私の母さんにふられて幸運だったのよ。スフィルのお母さんと恋愛できたんだもの」

　そうでしょ？　と、呆気に取られている父子に笑いかける。

　血は争あらそえないのか二人揃そろってしばしメグに見み惚とれ、どちらからともなく視線を外す。互いに横を向く彼らを見ながら、メグは心の中で（やっぱり似ているなぁ）と呟いた。

「あ、そうだ。一番肝かん心じんなことを訊きそびれていたわ！」

　うっかり失念するところだったと、メグは急いで気を引き締め直す。

「父さんがアレン様に手紙を送ったって、それどういうこと？　駆け落ちした後も、たびたび連絡を取り合っていたんですか？」

「まさか、そんなの御ご免めんこうむるよ」

　アレンは、肩を竦すくめて首を振った。

「私が見逃してやったお蔭かげで、フェンネルはフレイアの家族の目を盗んで彼女を奪うばうことに成功した。それが、もう二十年以上前の話だ。以来、彼らがどこで何をしているのか、私は一切知らなかったよ。第一、捜そうとも思わなかった。お嬢さんがさっき言ったように、スフィルの母親と出会ったからね。また、彼女が手て強ごわい美女でねぇ。口説き落とすのにさんざん苦労したんだ。とても、他の女性を気にかけている余裕はなかったよ」

「じゃあ、父さんはどうして手紙をアレン様に……」

「決まっているじゃないか。君が心配だったんだろう。よりによって、因いん縁ねんあるジュレット家の息子二人が直じき々じきに迎えに行ったんだよ？　心しん中ちゆう穏おだやかではなかったはずだ」

「それは……そうかも……」

　城行きにあくまで反対する父親を、何だかんだ煙けむに巻くような形で丸め込んでしまったのだ。罪ざい悪あく感かんに、メグの胸はちくちく痛んだ。

「〝どう考えても、ただの侍女修業とは思えない。娘が危険に巻き込まれていないか、申し訳ないが様子を教えてくれないだろうか〟……と、まぁ簡単に言うとそんな内容だった。私に頼むくらいだから、相当悩んでいたんだろうね。ちょうど、私のところにもユウェル陛下暗殺未遂事件と、陛下には影武者がいるようだという興味深い情報が入ってきたんでね。女の子だし可能性は低いかと思ったんだが、シオンのことも気にかかるし、ついでにこうして訪ねてみたというわけだ」

「はぁ……」

　えっへんと偉そうにアレンは胸を張るが、やったことはメグの部屋の覗き見だ。白しらけた目で彼を見ていたら、視線の冷たさに気づいたのか、わざとらしい咳せき払ばらいでそっぽを向いてしまった。

「ま、フェンネルの話はこのくらいにしよう。目もつ下かの問題は、シオンの方だな」

「父さん、何とかならないのか。グレンダ侯爵がフォロン国に亡命しているなら、きっと反政府集団に匿かくまわれているんだろう。そうなると、連れ戻すのはもう無理だし」

「おいおい、無茶を言うな。何度も言うが、私は引退した身だぞ」

「でも、できることがあるから城までいらしたんですよね？」

　熱のこもったメグの言葉に、満更でもなさげにアレンが流し目を寄よ越こす。

「それはまぁ、ゼロというわけじゃないさ。これでも長く摂政を務めてきたんだしな」

「……俺の時と、態度が全然違う……」

「おかしな言い掛かりをつけるな、スフィル。私だってシオンを案じているんだ。息子の危機に駆けつけない親がどこにいる。そうだろう、お嬢さん？」

「じゃあ、早く！　早くシオンを自由にして！」

　摑みかからん勢いでアレンに迫り、メグは必死に訴うつたえた。

　呆れるほどプライドが高く神しん経けい質しつなシオンが、いつまでも理不尽な取り調べに耐たえられるとは思えない。一いつ刻こくも早く救い出さなくては、きっと心がまいってしまう。

「大変です！」

　あまりの剣けん幕まくにアレンがたじろいでいたら、お茶を用意しに行ったはずの藍鳥が血けつ相そうを変えて部屋へ飛び込んできた。

「シオン様の裁判が、三日後に決まったそうです！」

「な……三日後だとっ？」

「噓だ、信じられない。いくら何だって、早すぎるだろう！」

　アレンとスフィルが顔色を変え、どういうことだと藍鳥に説明を求める。

「先ほど、一族の仲間から連絡が来たんです。ルカの裁判もまだなのに、どうやらシオン様が暗殺計画の首しゆ謀ぼう者しやとみなされたらしく……ユウェル陛下は、急ぎ三賢人のお二人とサイラス将軍を呼びつけているようです」

「ムチャクチャだわ！　そんなのひどすぎる！」

　激げき情じように唇を震わせ、メグが怒りを露あらわにした。ろくな取り調べの時間も取らず、さっさと罪を確定してしまおうという魂こん胆たんが見え見えだ。

「許せないわ……」

　両方の拳こぶしをぎゅっと握り締め、真っ暗になりかけた視界にきつく目を凝こらした。

　そう、絶ぜつ望ぼうするにはまだ早い。

　気をしっかり持って、事態を切り拓ひらいていかなくては。

「何としても、シオンを助けなきゃ。もう時間がないわ」

「メグ様……」

　琥こ珀はく色いろの瞳に、燃えるような情熱が満ちていく。

　その場の誰もが気け圧おされたように言葉をなくし、決意を秘めたメグを見守った。

　シオンを助ける。

　ユウェルを守る。

　どちらか一つではダメなのだ。両方を叶かなえてこそ、本当の大だい団だん円えんとなる。

「絶対に、諦めたりしないわ」

　自分自身に深く誓ちかいをたて、メグは真っ直ぐ前を見み据すえた。
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「一体、どういうことだ」

　真しん紅くの天鵞絨ピロードの張られた玉座から、ユウェルが三人の男を冷ややかに見下ろした。

　三さん賢けん人じんの二人目、摂せつ政しよう職しよくに就ついて半世紀になるカールト公こう爵しやく。

　三賢人の三人目、父の代から役やく職しよくを十年前に引き継ついだミュートス伯はく爵しやく。

　二百人を超す衛えい兵へいを率ひきいる、衛えい兵へい隊長のサイラス将しよう軍ぐん。

　いずれも、セレネイド国の中ちゆう枢すうで働く重要人物たちだ。

「グレンダ侯こう爵しやくをみすみす亡ぼう命めいさせたばかりか、その過あやまちを全てシオン・ジュレット伯爵に押し付けようという筋書きは誰が書いたのか、と訊きいている！」

「畏おそれながら皇こう帝てい陛へい下か」

　ミュートス伯爵の慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口調は、妙みように甲かん高だかい声と相まっていつも癇かんに障さわる。

　ユウェルは苛いら立だちを懸けん命めいに抑おさえながら、「言ってみろ」と先を促うながした。

「くだらない言い訳なら、時間の無む駄だだぞ。有ゆう益えきな意見のみを口にしろ」

「証しよう拠こがございます」

「証拠？」

「サイラス将軍が、グレンダ侯爵の館から押おう収しゆうした書類です。そこには、皇帝陛下暗あん殺さつに関する計画の一部が記してありました。主おもに、実じつ行こう犯はんのルカ・ジェラルディンとの書しよ簡かんですが、首しゆ謀ぼう者しやの一人にシオン・ジュレットの名前が頻ひん繁ぱんに出ております」

「バカバカしい」

　心底嘲あざけるように、ユウェルは一いつ蹴しゆうする。

　少年皇帝として君くん臨りんする彼は、整った容よう姿しが仇あだとなって見た目に幼おさなさを残しているが、この数ヶ月で瞳ひとみに支し配はい者しやの光を宿していた。間近で接するとその振る舞いや口く調ちようの威い厳げんは顕けん著ちよであり、所しよ詮せんは子どもと侮あなどっていた三人は目に見えて焦あせりを滲にじませる。

「まず、その書簡や書きつけは本物か？　ねつ造ぞうではないのか？」

「これは心しん外がいなことを。何ゆえ、そのような疑いを？」

「皇帝暗殺を企くわだてるような人間が、バカ正直に証拠を残したままにしておくものか。伝達を終えて用済みになったら、その場で燃やすのが常じよう套とうだ」

「…………」

　もっともな指摘に、ミュートス伯爵が苦々しい顔をした。すると、脇わきからカールト公爵がわざとらしい愛あい想そ笑いを浮かべて助け船を出してくる。

「さすがは皇帝陛下。実に理りに適かなった意見でございますな。しかしながら、書類が残されていたのは事実なのです。陛下はねつ造を疑っておられるようですが、逆を言えばでっち上げであるという立りつ証しようもこれまた難むずかしい……そうではありませんか？」

「ふん。その点は、昨晩の議会でもさんざん話し合っただろう。平行線だ」

　ぐっと詰つまって吐はき捨すてた言葉に、老ろう獪かいな摂政はニタリとほくそ笑む。

「さよう。真実を知っているのは、今やルカ・ジェラルディンとシオン・ジュレット伯爵の二人のみなのです。ですが、ルカは犯行は認めたものの黙もく秘ひを続けている。恐らく、裁判にかけても同じでしょう。早そう期き解決を目指す以上、シオン・ジュレットの罪ざい状じようをはっきりさせるしかないのです」

「シオンは犯人ではない！　何も知らないのに、罪つみの告白などできるわけがない！」

　強引な論ろん法ぽうに腹が立ち、ユウェルは声を荒あららげた。

「とにかく、シオンの裁判よりグレンダ侯爵を捕つかまえるのが先だろう。亡命が間違いないのなら、フォロン国王家へ使いを出して……」

「それこそ、時間の無駄になりますよ、皇帝陛下」

「サイラス将軍……」

「ご存知ないのですか。先ほど、国こつ境きようの街スラヴァヤより報告がありました。フォロン国内で一部の武ぶ装そう集団が王宮に乗り込み、王族を拘こう束そくしたとのことです」

「な……」

　なんだって──そう漏もれかけた声を、かろうじて飲み込む。

　そんな重要な報しらせが、真っ先に自分のところへ届かないのはどういうわけだ。

　ユウェルは（落ち着け）と自分へ言い聞かせ、目立たないように短く深呼吸をした。狡こう猾かつな三人の大人を前に、少しでも隙すきを見せれば命取りになる。

（くそ、甘あまかった……）

　かねてから、三賢人の二人がグレンダ侯爵と通じている可か能のう性せいは考えてきた。シオンが不在の今、情報収集にはもっと気を配っておくべきだったのだ。

「フォロン国の情じよう勢せいはどうなっている？　報告をまとめて、すぐ持ってこい」

「かしこまりました。……して、裁判の方は予定通りに進めてよろしいですか？」

「…………」

「ユウェル陛下。幼おさな馴な染じみを裁さばくのに、躊ちゆう躇ちよなさるのは当然のこと。しかし、相手は陛下のお命を狙った極ごく悪あく人にんです。情けは無用。どうか、ご決けつ断だんを」

「サイラス将軍の言う通りですな。……我が国の平和を守るためにも」

「そうですとも。陛下、ここは心を鬼になさるがよろしいかと」

　三者三様に圧あつ力りよくをかけてくるため、ユウェルの返事はどんどん歯切れが悪くなる。

　きっぱり撥はねつけなくては、と思うものの、確かくたる根こん拠きよもなしに闇やみ雲くもに反対しても「情に囚われている」と見なされ、軽んじられるだけだ。

「俺は……」

　どうしよう。

　どう答えるのが正解だろう。

　ユウェルは、焦しよう燥そうの中で逡しゆん巡じゆんした。

　事は、シオンの名めい誉よと命に関わっている。迂う闊かつな一言で足をすくわれないよう、細さい心しんの注意を払って発言しなくてはダメだ。

「ユウェル陛下、ご決けつ断だんを」

　何重にもひび割れた声が、悪夢のように頭をぐるぐる回り続けた。
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　貧びん乏ぼう貴族の末まつ子しであり、十歳年下のシオンの家庭教きよう師しを務つとめた後、側そつ近きんになった男。

　それが、ルカ・ジェラルディンだ。

　彼は皇帝暗殺の実行犯として、城内の北の塔とうにて幽ゆう閉へいの日々を送っている。

「多分、シオンも同じ塔にいるのよね。あそこは、一般の侍じ女じよや使用人には近づくことも許されない一画で、裁さい判ばん前の取り調べを受ける場所だって話だし」

「その通りです、メグ様。もちろん、面会も制せい限げんされています。ただルカの場合は、本人が誰に会うのも拒きよ否ひしているので別ですが」

「取り調べは、誰がやっているの？」

「サイラス将軍本人か、彼の部下です」

　午後も遅くなった頃、メグの部屋では藍鳥ランニヤオによる簡単な講こう義ぎが行われていた。

　ルカを味方につけたいと決めたはいいが、接触する手しゆ段だんがまったくわからなかったからだ。

「アレン様も、〝私に任せなさい〟なんて調子のよいこと言っていた割にどこかへ消えちゃうし」

「きっと、何か打だ開かい策さくを考えておいでなんですよ。言動は軽けい薄はくですが、実際は非常に頭の切れる方です。何と言っても、シオン様のお父上ですから」

「そっか……そうよね。後は、このスフィルから託たくされた書類をどうするか……」

「はい。私も、さすがに驚きました。シオン様が、ここまで証拠固めをされていたとは」

　ベッドに腰掛けるメグの膝ひざには、スフィルの置き土産みやげが置いてある。

　母親のドレスばかりに気を取られていたが、彼はグレンダ侯爵に関する重要な証拠書類も一緒に持ってきていたのだ。

　サイラス将軍がシオンを拘束する直前、執しつ務む室しつを訪れて行方ゆくえを尋ねてきた時に、スフィルは何となく嫌いやな予感がした。そこで、咄とつ嗟さに書類を持ち去ったのだという。

「まだざっと目を通しただけだけど、これ、そのまま議会に提てい出しゆつするわけにはいかないのかなぁ。だって、グレンダ侯爵の悪あく事じがはっきり数字で示されているじゃない」

「スフィル様のお話では、昨晩ようやく出で揃そろったばかりだそうです。議会への根回しに遅れを取ったせいで、シオン様は拘束されてしまった。今から反はん撃げきするのなら、もう一つ決定打がないと状況をひっくり返せないと、そう仰おつしやっておいででしたね」

「うう～ん……決定打かぁ……」

　これ以上ないくらいのしかめ面つらをして、メグは書類の束たばを睨にらみつけた。

「ぜんっぜん、わからないわ。だって、ここにはグレンダ侯爵がフォロン国の反政府集団に資金を流していたことが記されている。送金の記き録ろくも、受け取りのサインと血けつ判ぱんもあるわ。この、ゴドルフ・ダロスっていう血判の人物がリーダーなんでしょ？」

「はい、間違いないかと」

「じゃあ、フォロン国に協力してもらって、この男を捕まえるわけにはいかないの？　ユウェルとエルヴィラ姫はお見合いまでした仲なんだし……って、実じつ際さいお見合いしたのは私なんだけれども。その時、暗殺計画に加か担たんした者にはフォロン国の軍人もいたじゃない？　私、まだ忘れないわよ。〝クソ生なま意い気きな娘〟って言われたこと！」

　話している間に、当時の大立ち回りが鮮あざやかに蘇よみがえってきた。

　ユウェルと思って襲おそってきた刺し客かくに、「皇帝が、そんな殺さつ気きに満ちた目をしているか」と乙女おとめにあるまじき暴ぼう言げんを吐かれたことも。

「思い出したら、猛もう烈れつに腹がたってきた……」

　そもそもユウェル暗殺の計画が生まれたのは、フォロン国の内ない乱らんが遠えん因いんだ。それなら、あちらの王族にも多少は責任を感じてもらいたい。

　あの事件をきっかけに、本国へ戻ったら反はん乱らん分ぶん子しの洗い出しをする、とエルヴィラ姫は言っていた。だが、十六歳の姫君にどこまで状況を動かせるかは疑問が残る。

「お見合いも暗殺も全部秘ひ密みつ裡りに行われたことだから、公おおやけに抗こう議ぎできないしね」

「そうですね。国家間の問題になりますから、簡単に事は運ばないと思います。あ、でも」

「ん？」

「エルヴィラ姫は、ユウェル陛下によくお手紙を届けていらっしゃいました。ですから、国の内ない情じようについても書かれているやもしれません。国の一大事ですし、さすがに何もしないでいたとも考えられませんから」

「そうね！　スフィルも、フォロン国の情勢が気になるって言ってたし」

　朝の話し合いの後、彼は近衛このえ兵へいの務めを休んでスラヴァヤへ向かった。片道五時間はかかる距離だが、早馬で駆かければ三時間ほどで行けるらしい。

『あそこは国境の街だから、フォロン国の内情が摑つかめるはずだ。メグ、俺が戻るまでこの書類を預かっていてくれ。何としても、兄さんの裁判までにゴドルフの行方を摑まなきゃならない。そいつがグレンダ侯爵を引き渡してくれれば、あるいは……』

　そう言ってスフィルは気き負おって出て行ったが、いくら剣の腕が一流でも単たん独どくで反政府集団のリーダーを捕まえるなんて本当にできるのだろうか。万が一できたとして、それは三日後の裁判までに間に合うのか。そもそも、居場所すら摑めていないのだ。

「彼を信じていないわけじゃないけど、とても難しいと思うわ……」

　メグは深々と溜ため息いきをつき、無茶しなきゃいいけど、とスフィルの無事を祈いのった。

「とにかく、ゴドルフって男についてはスフィルに任まかせるしかないわね。藍鳥、エルヴィラ姫から何か聞いてないか、後でユウェルに確かめてくれる？」

「かしこまりました。……あら」

「どうしたの？」

「噂うわさをすれば……ですわ。ユウェル陛下が、こちらへおいでです。ほら、足音が」

　にっこりと愛らしく微笑ほほえむ藍鳥に、「えっ」とメグの表情が引き攣つる。まるで、足音だけで誰かを聞き分けられるとでも言っているようだ。

「わかりますよ？」

　それが何か、というように、藍鳥は小首を傾かしげる。

「シオン様は優ゆう雅がで思し慮りよ深ぶかい足取り、対照的にスフィル様はやや速足で元気ですね。あと、スフィル様は一緒に剣の音もしますから」

「へぇ……」

「それと、身代わりだけあってユウェル陛下とメグ様は似ていらっしゃいます。ですが、やっぱりメグ様の方が軽いですね。あと、柔やわらかいです。そこは男女の差ですね」

「当然だ。いつまでも、女に身代わりを頼たのんでいられるものか」

「ユ、ユウェル陛下！」

　おしゃべりに夢中になっていたら、憮ぶ然ぜんとした口調でユウェルが割り込んできた。相変わらずノックもなしに、そのまま普通の顔でズカズカと部屋へ入ってくる。

　でも、と立ち上がって出迎えたメグは、心の中で呟つぶやいた。

　きっと、嫌なことがあったのだろう。ずいぶんと不ふ機き嫌げんだ。

「藍鳥、ユウェルにお茶を淹いれてもらえる？」

「はい、すぐに」

「いらない。茶など吞のん気きに飲んでいる気分じゃない」

　急いで出て行こうとする藍鳥を、素そっ気けなくユウェルの返事が引き止めた。けれど、メグはいつになく強い口調で「ダメよ」と言うと、困り顔をする藍鳥に笑いかける。

「ごめんね、藍鳥。いいから行って」

「は……はい」

　こくんと頷うなずき、彼女は一礼して去って行った。見送ったメグはやれやれと息を吐き、険けわしい顔つきのユウェルの頰ほおへそっと右手を伸ばす。

「……裁判、どうにもならなかったのね？」

「…………」

「そんな顔しないで。いくら皇帝でも、一人ではできないこともあるわ。そのために私やシオンやスフィル、藍鳥がいるんじゃない。全部、自分だけで背負わないで」

「でも……俺は……」

　くしゃ、とユウェルの表情が崩くずれた。

　己おのれの力不足が悔くやしくて悔しくて、怒いかりと自じ己こ嫌けん悪おに瞳が潤うるんでいる。

「俺は……俺が……もっと大人だったら。そうしたら、むざむざシオンを拘束させずに済んだのに。三賢人や将軍が何を言ったって、一声で黙らせることができたのに……っ」

「ユウェル……」

「俺が子どもだから、あいつらにつけ込まれたんだ。俺は、自分が情けない。どんなに帝王学を学んだって、積み重ねた経験には敵かなわない。メグ、すまない。すぐにシオンを助けられなくて。俺は皇帝なのに……この国を治おさめる人間なのに……」

　二人きりになって気が緩ゆるんだのか、ユウェルは堪こらえていた想いをいっきに吐と露ろし始めた。誰も見ていないし、咎とがめる者はいない。好きなだけ大声で泣き喚わめいたっていいのに、それでも滲んだ雫しずくを零こぼすまいと懸命に耐たえている。震ふるえる肩があんまり細いので、どうしていいかわからずメグはその身体からだを強く抱き締めた。

「大丈夫よ。私にも考えさせて。ユウェル、私は貴方あなたの身代わりでしょ？」

「え……」

「だったら、貴方の悔しさは私のものでもある。半分分けてくれなくちゃ」

「メグ……」

　一瞬のためらいの後、ぎゅっとユウェルがしがみついてくる。

　以前、藍鳥に「姉弟きようだいのようだ」と冷やかされて畏れ多いと返したが、それも不思議な話ではなかった。母親がシャマラン一族の娘ならば、彼と自分も遠えん戚せきになるのだから。

（何もかも片付いたら、ちゃんとユウェルにも話さなくちゃ）

　でも、今だけは。

　皇帝とか血の繫つながりとかは関係なく、両親を亡なくした一人の少年として接しようとメグは思った。ニセモノを引き受ける気になったのも、始まりはユウェルの孤こ独どくに触ふれたのがきっかけだったのだから。

「それにしても、ユウェルは変よ。どうして私に謝るのよ。シオンと親しいのは貴方の方でしょ。幼馴染みでお兄さん代わり、しかも心から頼れる摂政じゃないの」

「おまえ……」

　少し落ち着きを取り戻したのか、ユウェルがゆっくりと身体を離した。

　気のせいか、その表情は少し呆あきれているようにも見える。

「それ、本気で言っているなら相当だぞ」

「え、相当って何が？　私、何か変なこと言った？」

「……まぁいい。今は、そんな浮かれた話をしている場合じゃなかったな」

「ちょっとちょっと！　何よ、気になるからはっきり言いなさいよ」

「絶対、言わない」

　毒どく気けの抜かれた顔で笑う彼は、すっかり元気になったようだ。よかった、と安あん堵どする反面、意味深な言葉に据すわりの悪い気持ちだったが、確かにのんびり雑談をしている時ではない。

「メグ、この書類の束は何だ？」

　ベッドの上に広がる書類へ目を留め、真顔になってユウェルが尋ねた。

「それ、スフィルが預けていったの。シオンが集めた、グレンダ侯爵の身辺調査よ。そうそう、ユウェルに確かめようと思ったことがあったわ。ねぇ、ゴドルフ・ダロスって名前に心当たりはない？　エルヴィラ姫の手紙には、出てこなかった？」

「ゴドルフ・ダロス……いいや、知らないが」

「そう……残念だわ。実は、そのゴドルフって男がフォロン国の反政府集団を率いているらしいの。藍鳥と同じ一族に〝天テイエン〟って情報屋がいて、彼から入手したんですって。それで、その男をスフィルが見つければグレンダ侯爵の居場所もわかるんじゃないかって」

「フォロン国なら、今大変な状況になっているぞ」

「え、どういうこと？」

　ユウェルの瞳が翳かげり、声に深しん刻こくなものが混じる。

　嫌な予感に胸が塞ふさがり、メグは息を詰めて続く言葉を待った。

「ついさっき知ったんだが、王族が反政府集団の手で幽閉されてしまったらしい。前々から内ない密みつに準備を進めていたらしく、あっという間の出来事だったそうだ」

「な……んですって……！」

　こんな時に──いや、こんな時だからこそ──起きてしまったと言うべきか。

　あまりの衝しよう撃げきに、メグはしばし絶句する。

　見合いの席で会った、エルヴィラの咲き誇ほこる花のような微笑みが脳のう裏りを掠かすめた。賢かしこく美しい彼女は、今頃どんな目に遭あっているのだろう。

「エルヴィラ姫は無事なのかしら？」

「まだ、王族に死者が出たとは聞いていない。だが、由ゆ々ゆしき事じ態たいだ。隣りん国ごくの戦いくさは、我が国へも飛び火するおそれがあるからな。それに……エルヴィラは、手紙で俺に不安を訴うつたえていた。シオンに相談しようと思いながら、つい言いそびれていたが……」

　僅わずかに目を伏せて、苦々しくユウェルは呟く。

「少し前の手紙では〝ようやく、反乱を企たくらむ連中の全ぜん貌ぼうが明らかになってきました〟と、彼女は書いていた。メグ、おまえを襲った刺客の近衛兵、フォロン国の軍人だっただろう？　あいつを筆ひつ頭とうに、俺の暗殺計画に加担した人間を片かたっ端ぱしから捕とらえていったんだそうだ。でも、やり方が少々強引すぎたらしい」

「そうか。逆に敵を煽あおっちゃったのね。だから、こんな急に反乱が……」

「フォロンの国王は賢けん帝ていと聞いていたが、早急に逆ぎやく賊ぞくを片づけようと焦ったんだろう。王族への反乱なんて、もっとも許せないだろうし」

「ユウェル……」

「エルヴィラは、父王のやり方は反発を招くだけではないか、と危き惧ぐしていたんだ。その不安を、俺への手紙に書き綴つづっていた。だから、機を見てシオンに相談し、あいつをフォロン国へ使いに出そうかと考えていたんだが……こんなことになってしまって」

「……ユウェル……」

「どうした？」

「メグ様？　お顔の色が真っ青ですよ？」

　みるみる顔色を変えていくメグに、ユウェルとちょうどお茶を運んできた藍鳥が心配そうに声をかける。だが、すぐには返事ができなかった。膨ふくれ上がっていく不安が、身体の内側から今にも爆ばく発はつしそうだ。

「スフィル……スフィルが……」

「スフィルが何だ？　メグ、はっきり言え！」

　焦じれたユウェルが声を荒らげ、二の腕を摑んで揺さぶってくる。

　ようやく我を取り戻し、メグは悲痛な目で彼を見返した。

「スフィルが、スラヴァヤに向かったの！　国境の街だから、きっとフォロン国の反政府集団もたくさんいるだろうって。内乱が起きたなんて、まだ彼は知らないわ！」
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　裁判が三日後に決まった、という報告をシオンが受けたのは、一時間ほど前だった。

　連絡してきたのはサイラス将軍の部下ではなく、スフィルの兵団に所しよ属ぞくする若い近衛兵だ。伝でん達たつ事じ項こうしか口にしてはならない、と厳げん命めいされているらしく、申し訳なさそうな顔で立ち去ろうとする彼に、シオンは薄く笑んで「三日は長いな」とうそぶいた。

　たった三日だ。短くはあっても、決して豊ほう富ふな時間ではない。

　近衛兵は不思議そうだったが、雑談は許されないので名残なごり惜おし気げにいなくなった。

（スフィルが、私の様子を見に寄よ越こしたんだろうな）

　面会を拒否しているわけではないが、賢けん明めいな判断だと逆に安心する。

　ただ顔を見に来られても、鉄てつ柵さくの向こうとこちらでは運命を変えられない。悪いた戯ずらに時間を浪ろう費ひするくらいなら、寸すん暇かを惜おしんで逆ぎやく襲しゆうのために奔ほん走そうしてくれた方がいい。

　だから。

　会いに来ないことが、彼らの想いをシオンへ伝えてくれた。きっと救ってみせる、と。

『三日は長いな』

　それだけあれば、大丈夫だろう──それは、シオンの信頼を表した一言だった。

「こちらです」

　おもむろに鍵かぎの開く音がして、鉄の扉が開かれた。取り調べだろうか。

　シオンは、耳みみ障ざわりな軋きしみと流れ込む黴かび臭くさい空気に顔をしかめた。北の塔と言うだけあって、日中でもここには陽があまり差し込まない。起居する部屋だけでなく、廊ろう下かや階段、取り調べの小部屋に至いたるまで陰いん気きな臭においが充じゆう満まんしている。

「これはまた、私が現げん役えきの頃からまったく変わっていないな。悪い意味で」

　場違いに明るい声で感想を述のべ、衛兵の背後から一人の男が姿を現した。

「父さん……」

「元気か、囚とらわれの息子むすこよ。どうしているかと思って会いに来たぞ」

　我が目を疑うシオンに、父親のアレン・シュトラウス・ジュレットが馴なれ馴なれしく右手を振ってきた。遊びに来たのかと皮ひ肉にくを言いたくなるほど、その表情には憂うれいがない。

　しかし、シオンの方はそうはいかなかった。

　一体、何をしに来たんだ。真っ先に胸に浮かんだのは、そんな言葉だ。

　顔を合わせるのはユウェルの即そく位い式しき以来だし、父おや子ことはいえ普段は手紙のやり取りさえしない相手だ。元からろくな会話もしたことがないのに、よりによって自分が一番みっともない時に訪ねて来るなんて、嫌がらせとしか思えなかった。

「元気ですよ。何も問題ありません」

　ズカズカと無ぶ遠えん慮りよに入って来たアレンに、シオンは殊こと更さら無ぶ愛あい想そうな口を利きく。（濡ぬれ衣ぎぬを着せられて拘束されたんだ。元気なわけないだろう）と内心毒づいたが、感情を抑えるのは得意なので顔には出さなかった。

「しっかし、ここは寒いなぁ。おまえ、身体を壊こわしやしないか。風か邪ぜでもひいたら一大事だぞ。こんなところまで、往おう診しんに来てくれる医者はいないだろう」

「大丈夫です。どうせ、ここにいるのもあと数日ですから」

「ほう。裁判の話は、もう耳に届いているのか」

　さして悲ひ観かんしている風でもない息子に、アレンは感心したようだ。何を思ったのか着ているマントの懐ふところへ手を差し込むと、銀でできた携けい帯たい用の水すい筒とうを取り出した。

「……何ですか？」

「何って、おまえと飲むんだよ」

　怪け訝げんな顔で問うシオンへ、飄ひよう々ひようとアレンは答える。

「邪じや魔まも入らず父子水入らず。こんな機会は滅めつ多たにないじゃないか。上等な蒸じよう留りゆう酒しゆで身体もあっためられるし、一石二鳥だろう？」

「冗談……ですよね……」

「さぁ、飲め。シオン」

「や、やめてくださいっ」

　蓋ふたの開いた水筒を無理やり口くち許もとへ持ってこられ、シオンは激はげしく面めん食くらった。蒸留酒の独どく特とくな香りがつんと鼻を刺し激げきし、疲ひ労ろうが溜たまっていたせいかくらりとする。

「とりあえず、いっきにグイッといけ。遠えん慮りよはいらないぞ」

「遠慮じゃなく、全力で拒否しているんです！」

　お構いなしにグイグイ押しつけられ、シオンは血けつ相そうを変えて何度も押し返した。父子の和なごやかな対面とはかけ離れた光景に、監かん視しの衛兵も止めに入るべきか否いなか迷っている。

「いらないって言ってるじゃ……」

　大声を出そうとした瞬間、思い切り匂においを吸すい込んでしまった。まずい、と思った時にはもう遅く、シオンは勢いきおいよく咳せき込み始める。アレンの愛あい飲いんしている酒は、昔から度数が大変きついのだ。

「おやおや、おまえには強すぎたようだな」

　何な故ぜだか嬉うれしそうに、アレンが声を張り上げた。

「すまない、シオン。おまえは、ワイン派だったのを忘れていたよ。ああ、気分を悪くさせてしまったようだな。ひどく顔色が悪い。無理に強い酒を勧すすめたせいだろう」

「だ、誰……げほっごほっ……誰のせい……」

「いいから、少し横になるといい。そこの衛兵、申し訳ないが息子に水を持ってきてくれないだろうか。裁判の前に体調を崩したら大変だ。万が一延えん期きにでもなったら、君の管理責任だって問われてしまうぞ？」

　口調は柔らかだったが、冷ややかな目つきといい完全に脅おどしが入っている。

　衛兵はヒヤリと表情を強こわ張ばらせ、慌あわてふためいて水を用意しに行った。出て行く際に鍵をかけることは忘れなかったが、アレンの目的はどうもそちらではないらしい。

　二人で部屋に残されると、彼の様子はたちまち一変した。

「時間がないから、手短に言うぞ」

　低く声を落とし、強引に寝かせたシオンへ顔を近づける。

「真下の部屋にルカがいる。明日の午後、十分だけなら面会を受け付けるそうだ」

「え……」

「何を驚いた顔をしてる。私を誰だと思っているんだ？」

「…………」

　ニヤリ、と不ふ敵てきに微笑まれて、その迫はく力りよくに言葉を飲み込んだ。

　恋多き性格で母親が死んだ後も次から次へと愛人を作り、しまいには美女たちと田舎いなかで楽らく隠いん居きよかと宮中で笑われている男。

　そのだらしなさが受け入れ難がたく、亡き母をないがしろにされているようで苦々しく思っていたシオンだが、それはアレンの持つ顔の一面でしかないのだ。

「まいったな」

　深く溜め息をつき、父親を睨み返す。

「貴方があらゆる場所に顔が利き、人を動かすのに長たけた人物だということを忘れていましたよ、アレン元摂政殿。で、どうやってルカを説得したんです。そもそも、どんな手を使って彼に会ったんですか。あの男は誰とも会いたがらず、取り調べでも沈ちん黙もくを守り続けていると聞いていますが」

「なぁに、簡単なことだよ」

「簡単？」

「ルカの最初の主人は私だ。出世の機会を与えたのも、おまえという生しよう涯がいかけて忠ちゆう誠せいを誓ちかえる相手と巡めぐり合わせたのもな。彼は私に恩おん義ぎがあるし、それを死ぬまで忘れない。そんな私が〝会いたい〟と言ったんだ。断ことわれる道どう理りがあるものか」

「それ……だけですか……」

「あの男はバカではない。とはいえ主人を盲もう信しんする性格が災わざわいし、グレンダのような愚おろかな男の口車に乗せられたがね。シオン、彼は誤った道を選んだ大バカ者だが、その忠誠心だけは本物だ。それを認めてやれ。否定するな。その上で、使い方を考えろ」

「貴方って人は……」

　我が父親ながら、と背せ筋すじに冷たいものが流れた。

　幼い頃から反発しか覚えなかった相手だが、この男の本質は怖い。不器用な自分には到とう底ていできそうもないが、アレンは必要に迫せまられれば人を道具のように使える。

（そんなところが嫌悪でもあり、政治家としては憧あこがれでもあったな……）

　しかし、個人的感情を抜きにすれば、摂政という政まつりごとの中枢に立つ者には不ふ可か欠けつな素そ養ようなのだろう。シオンは己の甘さをよく知っており、非情になりきれない自分を疎うとんじている。だから、無愛想で無表情な仮面をつけずにはやってこられなかったのだ。

「……と、まぁこういう物言いを、おまえが嫌きらうのはわかっているよ」

「え？」

　複雑な思いで黙っていたら、不意に陽気な口調に戻ってアレンが言った。

「では、言い方を変えよう。シオン、ルカを〝味方につける〟んだ」

「父さん……」

「これは、あるお嬢さんの受け売りだ。敵だった相手を味方につけるのは、感情面でもなかなか難しいものがある。だが、そのお嬢さんはけろりと言い切った。ルカは〝シオンを守るためなら何だって協力する〟だろうと。それを聞いて、私は心底感心したね。見た目は可か愛わいらしいが、何とも豪ごう胆たんな少女じゃないか。加えて、人を見る目も確かだ」

「……メグが……そうか……」

　アレンの口からメグの話が出るなり、目が覚めていく思いがした。

　シオンは知らず口許に笑みを刻きざみ、彼女なら言いかねない、と納なつ得とくする。メグは、いつでもこちらの想像を軽やかに超えていくのだ。

　負けていられない、素直にそう思った。

「わかりました。ルカと話します」

　自分も、一歩を踏み出さなくては。

　ルカの行為を裏切りとしか捉とらえていなかったが、見方を変えればまた別の感情も生まれてくる。以前のような関係には戻れなくても、罪は罪として、ルカはルカとして、新たな接し方を考えていけばいいのだ。

「正午に鐘しよう楼ろうの鐘かねが鳴る。その後、私の差し向ける衛兵が迎えに来るから、彼についていけばいい。いいか、時間は十分だ。私が買えた時間は、それだけだからな」

「はい、あの……」

「うん？」

「ありがとう……ございました」

　居住まいを正し、背筋を伸ばして、シオンは真まっ直すぐに父親の顔を見る。

　二十三年間生きてきて、初めて彼と正面から向き合った瞬しゆん間かんだった。

「なぁに、可愛い息子のためだからな」

　アレンはポカンと目を丸くしていたが、やがてくしゃりと嬉しそうに相そう好ごうを崩した。
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　フォロン国内乱の続報は、夜になってもメグの元までほとんど届いてこなかった。

　冷静に考えてみれば、それも当然ではある。何の役職にも就いていない一いつ介かいの少女に、国際問題の重要な情報を教える義ぎ務むなど誰にもない。

「大体、私こっちへ戻ってから重要な身代わりは務めてないのよね。会食とか謁えつ見けんとか視し察さつとか、そういうのをいくつかこなしただけだし……」

　もしかしなくても、自分はここに必要ない人間なのではないだろうか。

　シオン拘束の後は状況が目まぐるしく変わり続けて、そんな根本的なことさえ考える時間がなかったが、ふとメグは不安になってきた。

「どうしよう。こんな時に〝帰れ〟なんて言われたら」

　とても眠る気にはなれなかったが、ベッドに突っ伏して足をバタバタさせる。

　こうして貴重な一日を無む為いに過ごしてしまうのかと、焦りがじわじわ募つのってきた。

「ううん、悲観しちゃダメよ、メグ。そんなこと、あるわけないじゃないの。ほら、身代わりを務めた人間は処しよ分ぶんされるって〝しきたり〟があるんだし。ていうか、それだと私は帰されるんじゃなくて殺されちゃうの？　何とかするって言ったシオンも拘束中だし？　いやいやいや、待ってよ。そんなの飛ひ躍やくしすぎだってば。だって、ユウェル暗殺を目もく論ろんでいるのはグレンダ侯爵と、彼をそそのかしたゴドルフって反政府集団のリーダーでしょ？　あいつらが捕まらない限り、ユウェルの危機はなくならないんだから。つまり、私はまだ必要なはずよ。でも……あれからユウェルは会議に出ずっぱりだし、藍鳥は侍女の仕事もあるし、皆して私の存在をすっかり忘れてやしない？　それに……何と言っても、スフィルが心配だわ。スラヴァヤで危ない目に遭ってないといいけど。国境の街なんて、いつ抗こう争そうに巻き込まれてもおかしくないんだから。スフィル、大丈夫かな……」

「やーっと、俺の名前が出てきたか」

「へ？」

　突然、耳慣れた声がどこからか聞こえてきて、メグはギョッと顔を上げる。

　室内を探すまでもなく、ベッドの傍かたわらに背の高い人影が近づいてきた。

「スフィル……スフィルなの？」

「一応、ノックはしたんだけどな。延えん々えんと独り言を呟いてるから、声をかけそびれてた。しかし、あのまま最後まで俺が登場しなかったらどうしようかと思ったよ」

「スフィル！　よかった！」

　見たところ、埃ほこりまみれだが怪け我がなどはしていないようだ。

　メグは、嬉しさのあまり飛び起きて彼に抱きつきかけた──が、どういうわけかやんわりと二の腕を摑まれて優しく押し返されてしまう。

「スフィル？　どうかした？」

「いや、まぁそろそろ、こういうのは……な」

「あ、ごめんなさいっ。私、嬉しくてつい」

「うん。俺も本当は嬉しいけど。でも、いつまでもはまずいだろ」

「まずい……」

　意味がよくわからなくて、メグはきょとんと目を瞬またたかせた。

　目の前にいるスフィルはどこも変わったところはなく、早馬で駆け通した疲れは窺うかがえるものの相変わらず精せい悍かんな男前だ。人ひと懐なつこい笑みも、細やかな心配りを感じる仕草も、どれもが人を魅み了りようしてやまない美び点てんになっている。

（でも……確かに、ちょっと今までとは違うかも。どこかは、よくわからないけど）

　抱きつくのを窘たしなめられたのは、なんとなく理解できた。いくら親しくても、自分たちには身分の差という壁がある。ユウェルやシオンにも言えることだが、向こうが許しているからこそ、呼び捨ても対等な態度も通じているのだ。

（自うぬ惚ぼれちゃいけないって、わかってたつもりだけど……いざ実感しちゃうと淋さみしいな）

　ニセモノ皇帝の役目を降りれば、彼らとはもう住む世界が違う。

　処分を免まぬかれて家に帰れたとしても、気楽に会ったりはできないのだ。

「あのなぁ、違うって。身分とかそんなの、全然関係ないから」

「え……？」

　呆れ顔で溜め息をつかれ、びっくりしてスフィルを見る。

「なんで、私の考えていることわかったの？」

「わかるわかる。メグ、すぐに顔に出るからな。真っ正直で噓うそやごまかしが下へ手たくそで、そのくせ頑がん固こさと意地っ張り具合だけは天下一品だ。おまえを見ていると、俺はいつも試されているような気分になるよ。どれだけ、自分に正直でいるか、とかさ」

「そんな……」

「だから、もう気安く抱きつかれると困るんだ」

　漆しつ黒こくの瞳に、ふっと切ない色が滲んだ。

　スフィルのそんな顔を見るのは初めてで、メグの心臓はしくりと痛くなる。いつもの、屈くつ託たくのないお日さまのような笑顔を見せてほしかったが、情けないことに彼が口にした謎なぞ解ときめいた言葉は半分もよくわからなかった。

「メグ、今夜のうちに兄さんに会いに行け」

「スフィル……？」

「俺が、北の塔まで一緒に行ってやる。扉の窓には鉄てつ格ごう子しが嵌はめられているが、会話くらいならできるはずだ。見張りの衛兵がいるが、上う手まく引き離してやるから」

「どうしたの、急に？　そりゃ、シオンには会いたいけど。でも、そんなヒマがあったら早く彼が解放されるように何かしようって、皆で話したじゃない」

「だけど、会いたいんだろう？」

　メグは、返事に困って黙り込んだ。

　もちろん会いたい。会いたくないわけがない。

　あんな別れ方をしたのだ、シオンが元気でいるのか自分の目で確かめたかった。

　けれど、身内であるスフィルや兄弟きようだい同然のユウェルが不安を押し隠し、シオンの疑いを晴らそうと必死になっている時に、自分だけ我わが儘ままを言うなんてできっこない。

「あ、そうだ。フォロン国の王族が反政府集団に捕らえられたのは知ってる？　私、そのゴタゴタでスフィルが戻ってこられなかったらどうしようってヒヤヒヤしていたのよ」

「俺は騎き士しだぞ。それも一個兵団を任された団長だ。自分の身くらいは守れるさ。ただ、スラヴァヤに到着した時はフォロン国の内乱の余波で街中が騒そう然ぜんとしていた。反政府集団の連中が、国境を越えてスラヴァヤに押し寄せてくるんじゃないかって噂も飛んで、とても長時間滞たい在ざいできる状態じゃなかったんだ」

「……無事でよかったわ」

　一歩間違えれば、どんな危険に巻き込まれるかわかったものじゃない。

　スフィルに何もなくてよかったと、メグは改めて溜め息をついた。

「エルヴィラ姫たちについては、何かわかった？」

「ああ。さっきユウェルにも報告した。王族は全員無事のようだが、王宮の奥に幽閉されていて誰も近づけないようだ。要するに、一種の人ひと質じちだな」

「城を守る兵たちは、どうしてるのよ？　指をくわえて見てるだけなの？」

「フォロン国の近衛兵の中に、ユウェル暗殺の実行犯がいただろう？　ほら、おまえを庭で襲った奴やつらだよ。そのせいで、近衛兵団は王から徹てつ底てい的てきに調べられている最中でな、その分警備が手て薄うすになったところをつけこまれたようだ。まぁ、王もゴドルフって男を舐なめていたんだろう。思ったより反政府集団のメンバーは数が多く、このままではセレネイドが加か勢せいしなければ本当に革命が実現してしまうかもしれない」

「…………」

　ようやく知り得た現状は、想像よりもずっと厳しいものだった。

　メグは眉み間けんに皺しわを寄せ、「だったら、尚なお更さらシオンに会いには行けないわ」と呟く。

「だって、そうでしょう？　革命が成功したら、フォロン国が次に考えるのはセレネイドへの侵しん略りやくじゃない？　本当はグレンダ侯爵がユウェル暗殺に成功して、そのまま無む能のうな皇帝に納おさまってくれれば楽だったんでしょうけど、私たちが阻そ止ししちゃったし」

「いや、まだ安心はできない」

「どうしてっ？」

「王位継けい承しよう権けんは、グレンダ侯爵が第一位だ。彼が全ての罪をシオンに被かぶせ、自分は隠かくれ蓑みのに利用されただけだという顔をすれば、その理り屈くつが通ってしまうかもしれない。何せ、彼は逃亡前に三賢人の二人を丸め込み、議会の連中にも根回しを始めていた。全員じゃないにせよ、すでに数人の裏切り者はいるはずだ。そうでなかったら、こんなにユウェルの意見が通らないわけがない。あいつは今、たった一人で議員たちと戦っているんだよ」

　俺が子どもだから、あいつらにつけ込まれたんだ──。

　そう言って、必死に涙を堪えていたユウェルの顔を思い出す。

　皆、自分の置かれた立場から最さい善ぜんを尽くして事態を良くしようとしているのだ。シオンだって、それはきっと同じだろう。彼は人一倍責せき任にん感かんが強いから、自由を奪うばわれていても心は常つねに前を向いている。メグには、不思議とその確信があった。

「だからこそ、だよ。メグ、兄さんに会いに行ってくれ」

　今度は、少し言葉尻が違った。

　どういうこと、と目で問いかけると、スフィルは困ったように苦笑いを浮かべる。

「俺の口から言うのも変だが……メグの顔を見れば、兄さんは勇気づけられると思う」

「私の顔？　あ、ユウェルにそっくりだから？」

「バカ、なんでそうなるんだよ。いくら幼馴染みだからって、それとこれとは別だ」

「じゃあ、どうして……」

「…………」

「えっと……」

　意味ありげな眼差まなざしが、ちゃんと考えろよ、と言っていた。

　メグはゆっくりとスフィルの言葉を反はん芻すうし──唐とう突とつに答えを見つけてしまう。

「わ、私……」

「わかっただろ。そういうことだよ」

　みるみる赤くなっていくメグを見て、スフィルがくしゃ、と頭を撫なでた。

　どうしよう、何か変だ。

　正解を知った途と端たん、胸がドキドキして、やたらと顔が火ほ照てってくる。

「……会いたいわ」

　気がつけば、唇くちびるが勝手にそう紡いでいた。

「シオンに会いたい。会って話したい。スフィル、お願い連れていって。私、本当はずっと我が慢まんしてたの。そんな風に思っちゃいけないって。でも、会いたいの。シオンが……私はシオンのことが……」

　ふわっと羽のように抱きすくめられ、メグはびっくりして話を止める。

　薄く綺き麗れいに筋肉のついた腕が、いつの間にかすっぽり自分を包つつみ込んでいた。
















「スフィル……あの……」

「それを、俺に言ってどうするんだよ」

「…………」

「大事な言葉なんだから、一番伝えたい相手に言わなきゃダメだろ」

　そう言って、スフィルは励はげますように背中を軽く叩く。

　囁ささやくような声音は優しくて、けれど少しだけ淋しそうだった。
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　薄暗い石の螺ら旋せん階段を、目が回るくらいぐるぐる駆かけ上がる。

　途中で息が切れ、心臓がバクバクと潰つぶれそうになったが、メグは足を止めなかった。




『なんで今夜かっていうと、明日には状況が変わる可か能のう性せいがあるからなんだ』

　酸さん素そ不足の頭に、先ほど塔とうの入り口で別れたスフィルの声が蘇よみがえる。見張りの衛えい兵へいを呼び出す前に彼から聞かされた話が、嫌いやでもメグの心を逸はやらせていた。

『グレンダ侯こう爵しやくの亡ぼう命めいや兄さんの拘こう束そく、若すぎる皇こう帝ていに不安を拭ぬぐえない議会──セレネイドの中ちゆう枢すうは、未いまだかつてないほどぐらついている。ゴドルフって男は元軍人らしいし、この機を逃のがしはしないだろう。ユウェル暗殺からグレンダ即そく位いまでの筋書きが上う手まくいかなかった場合に備えて、別の計画を考えている可能性もある』

『別の計画？』

『例えば、自分たちに援えん軍ぐんを送るようユウェルに要よう請せいする……とか』

『ちょっと待って。なんでそうなるのよっ。仮に要請があっても、エルヴィラ姫たちの方を助けるに決まってるでしょ！』

　ありえない、と呆あきれて反論すると、スフィルは小こ難むずかしい顔で溜ため息いきをつく。

『ま、普通はそうだよな。だけど、グレンダ侯爵があいつらの資金源になっていたのは事実だし、現在は亡命してゴドルフの元にいると考えられる。それって、充じゆう分ぶんに交こう渉しようのネタになると思わないか？　セレネイドの王位継けい承しよう権けん第一位の貴族が、隣りん国ごくの内ない乱らんを後押ししていたんだぞ？』

『あ……』

『こんなことが世間に知れたら、セレネイドは間違いなく諸しよ外がい国こくから孤こ立りつする。おまけに、ゴドルフはフォロン国の王族を人ひと質じち同然に幽ゆう閉へい中だ。要請を拒こばめば、セレネイド国が間接的にフォロン国の王たちを見殺しにしたと、そんな風に仕向けることもできる』

『そんな、そんなのって卑ひ怯きようよ……。じゃあ、国の名めい誉よのために隣国の革命を助けなくちゃいけなくなるの？　それだって、おかしな話じゃない！』

『もちろん、表立ってそんなことはできないさ。それじゃ、俺たちの国が裏で反はん政せい府ふ集団を煽あおってフォロン国を侵しん略りやくしたと見なされる。そんなことはゴドルフも百も承知だろうから、交渉を持ちかけるにしてもあくまで非公式にだろう』

『非公式も何もないわよ！　ユウェルは絶対に断るわ！』

　憤ふん慨がいしたメグは、うっかり大声を出しかけて慌ててスフィルに口を塞ふさがれた。むぐぐ、とジタバタ暴れていたら、よほどその顔が可お笑かしかったのかくっくと笑い出す。お蔭かげでいくぶん緊きん張ちようは解ほぐれたが、腹の虫は容よう易いに収まらなかった。

『政治のこととか、そういう難しい話、私にはよくわかんないけど……』

　ようやくしゃべるのを許されて、今度は小声で怒いかりをぶちまける。

『でもね、私がユウェルなら絶対にゴドルフの要請は突つっ撥ぱねるし、そうなってもエルヴィラ姫たちが無事で済むように策を講こうじて先手を打つわ』

『メグ……』

『そしてね、スフィル。私がそう思うってことは、きっとユウェルも同じ考えだってことなのよ。伊だ達てに、彼の身代わりをやっているんじゃないわ。私たち、似ているのは顔だけじゃないんだから』

『…………』

『私はね、いつもユウェルに成なり済すます時は考えるの。〝彼なら、どうするだろう。皇帝として、どう振る舞いたがるだろう〟って。だから、絶対にユウェルはゴドルフなんか相手にしない。スフィルだって、本当はそう思っているんでしょう？』

　力強く見返すと、数秒の沈ちん黙もくの後でくしゃっと頭を撫なでられた。

　おまえには負けるよ、とスフィルは笑い、「そろそろ行け」と背中を押す。か細い蠟ろう燭そくの灯あかりに浮かぶ階段は、幽霊でも出そうなほど不気味な雰ふん囲い気きに満ちていた。

『ねぇ、スフィル。明日には状況が変わっているかも、って言ってたわよね』

　一歩前へ踏み出しながら、メグはゴクリと唾つばを飲み込む。

『それって、どういう意味なの？』

『俺がスラヴァヤで耳にした情報だから、あくまで噂うわさの範はん疇ちゆうなんだが』

『うん』

『さっきのゴドルフの交渉話、かなり信しん憑ぴよう性せいが高いんだ。で、あいつの居場所は結局摑つかめなかったけど、スラヴァヤで姿を見かけたって人間が複数いる。もしそれが本当なら、もうセレネイドに入国してるってことだろ』

『そっか。だったら、交渉に来たって考えるのが道どう理りよね』

『後は、ユウェルがどう決けつ断だんするかだ。くそ、こういう局きよく面めんこそ兄さんの出番なんだけどな。カールト公こう爵しやくやミュートス伯はく爵しやくじゃ、諸もろ手てを挙げて交渉に応じよう、とか言い出すに決まっているんだ。ユウェルの力になりたいけど、俺は議会に口出しできないし』

　心底悔くやしそうに、スフィルが唇くちびるを嚙かんだ。

　もし、そんなことになったらセレネイド国の未来は──囚とらわれのシオンは、どうなってしまうのだろう。グレンダ侯爵の罪つみを全て着せられ、皇帝暗あん殺さつを画かく策さくした極ごく悪あく人にんとして処しよ刑けいされる可能性だってある。

　冗じよう談だんじゃないわ、とメグは階段に足をかけた。

　ニセモノ皇帝として、はたして自分に何ができるのか。

　生まれ育った国のため。皇帝のユウェルのため。

　常に信しん念ねんを抱いて己おのれの務めを全まつとうしてきたシオンなら、答えを知っている気がした。




「つ、着いた……っ」

　ぜえぜえと息を荒くつき、メグは冷たい床にへたり込む。シオンが閉じ込められている部屋は、この先の湿しつ気けと黴かびの臭しゆう気きに満ちた廊ろう下かを真まっ直すぐ進むだけだった。

　もうすぐ会える──そう思ったら、疲ひ労ろうとは違う意味で心臓がドキドキする。

　スフィルとの会話で、事じ態たいがかなり切せつ羽ぱ詰まっていることに愕がく然ぜんとした。けれど、いざシオンの近くまで来たと思うと、髪はボサボサじゃないか、服はちゃんとしているか、など実に些さ末まつなことがやたらと気になってくる。

（ああもう、私ってば。そんなことどうだっていいじゃないの。情けないったら！）

　心の中でそんな己を叱しつ咤たし、何回か深呼吸をした。

　大丈夫、大丈夫。

　余計な心配をかけないよう、いつもと変わらない自分を見せなくては。

（……行くわ）

　覚かく悟ごを決め、足音を殺して廊下を進む。ほどなく、鉄てつ格ごう子しの嵌はまった扉が見つかった。メグは素早く駆け寄ると、勇気を出して中に声をかけてみる。

「シオン……シオン……」

　呼びかけながら、暗くら闇やみに必死で目を凝こらした。背後の壁には燭しよく台だいが打ち付けてあり、廊下全体がぼんやりと炎ほのおの灯りに照らされているが、部屋の奥までは光こう源げんが届かない。

「シオン……起きてる？　私よ、メグよ」

「メグ……だって？」

　半はん信しん半はん疑ぎの声が、すぐに返ってきた。

　心臓が一ひと際きわ大きく響ひびき、メグは言いようのない想いでいっぱいになる。

「そうよ。あのね、私ね……ええと、そのね」

「ちょっと待っていろ。今、そちらへ行く」

　ギシッと寝しん台だいの軋きしむ音がして、ゆっくりと足音が近づいてきた。

　さして広さはないだろうに、シオンが目の前に来るまでがやたらと長く感じられる。比例して鼓こ動どうもどんどん速くなり、目眩めまいを起こしそう、と本気で思った。

　やがて。

「──驚いたな。本当にメグなんだな」

　鉄格子の向こう側に、恋しかった相手が現れた。

　シオンだ。手を伸ばせば触ふれられる距離に、本物のシオンがいる。

　顔を見た瞬しゆん間かんにいろいろな感情が溢あふれ、メグは鉄格子に指をかけて訴うつたえた。

「私、来たわ。シオン、貴方あなたに会いに来たわ」

「メグ……」

　ああ、よかった。元気そうだ。

　安あん堵どの想いが胸を塞ぎ、続く言葉がなかなか出てこない。

　拘束されて一いつ昼ちゆう夜やたっているが、シオンの凜りんとした佇たたずまいや清せい廉れんな美び貌ぼうは些いささかの翳かげりも見られなかった。それどころか、炎の揺らぎの中で浮かぶ表情には一いつ切さいの澱よどみがない。以前なら、メグを見る時に少し構えるようなところがあったが、今、彼は真っ直ぐにこちらを見つめていた。

「シオン……」

　熱いものが喉のどまでこみ上げて、メグの涙るい腺せんを緩ゆるませる。

　顔を見て、声を聞いただけなのに、もう泣きたくなっている自分が信じられなかった。

「こんなところで泣くな」

　そんなメグをよそに、相変わらずシオンの言葉は素そっ気けない。

　何よ、と言い返そうとしたら、狭せまい鉄格子の隙すき間まから指先だけがそっと出てきた。

「ほら見ろ。おまえに届かない」

「え……」

「私が拭ってもやれないのに、勝手に泣くな。腹が立つ」

「そ、そんなこと言われても……ッ」

「ああもう、泣くなと言っているそばから」

　ふぅ、と呆れた様子で溜め息をつかれ、いくら何でもその態度はないんじゃないかとメグは拗すねた気分になる。泣くなと言われて涙が引っ込むなら、誰も苦労なんかしない。

「私は、おまえの泣き顔ばかり見ているな」

　泣きながら恨うらめしげに睨にらむと、苦笑を浮かべてシオンは言った。

「仕方がない。メグ、もっとこっちへ来い」

「こっちって……」

「顔がぶつかるくらい、近づけろと言っているんだ」

「う……でも……」

　きっと涙で不ぶ細さい工くに違いないのに、間近で見られるのは抵てい抗こうがある。

「ぐずぐずするな。おまえ、私に会いに来たんだろう？」

「わ、わかったわよ……」

　横おう暴ぼうなんだから、と胸で文もん句くを言い、おずおずと鉄格子に顔を近づけた。どうせまた憎にくまれ口を叩く気だろうと、正面の彼と挑ちよう戦せん的てきに視線を合わせる。

「おまえは、そういう顔の方がいい」

　見返す瞳ひとみが、愛いとおしげに細められた。

　僅わずかな自由を得たシオンの指先が、メグの濡ぬれた頰ほおを優しく撫でていく。

「シ……オン……」
















「鉄格子があってよかったと、初めて思ったな」

「え……？」

「これくらいじゃ、すまなくなりそうだ」

　意味深な微び笑しようを見せられて、瞬しゆん時じにメグの全身が熱くなった。

　本気か冗談か、その顔から読み取ることはできなかったが、シオンの指先も微び熱ねつを帯おびている。彼は瞬まばたきすら惜おしむようにメグを見つめ、囁ささやくような声で言った。

「会いに来てくれて、ありがとう」

　息が、止まるかと思った。

　もしかして、都合の良い空耳ではないか、とも。

　メグは震ふるえる自分を止められず、その指先に自みずから頰をすり寄せた。仔こ猫ねこが甘あまえるように何度も触れ、応こたえるシオンの仕草にうっとりと浸ひたる。

「私、シオンが大好きだわ」

　ごく自然に、そう告げていた。

　ありがとうの一言だけで、何だってできそうだと思った。

「貴方に会いたかった理由がよくわかった。私、ただ好きだと言いたかったのよ」

「……そうか」

　ちょんちょん、と悪いた戯ずらっぽく頰を突き、シオンが心地ここち好よさげに頷うなずいた。

「では、ここを出たら私も正直になろう」

「正直に……って？」

「その前に、やることがあるからな」

「シオン……」

　名残なごり惜おしげに指を戻し、もう一度シオンが微笑する。

　心に大きな決断を秘めたその顔は、薄うす闇やみの中にあっても見み惚とれるほど鮮あざやかだった。

「メグ、私に城の状況を話せ。自分で涙を拭ぬぐうんだ。おまえには、それができる」

　何な故ぜなら、と目つきがガラリと不ふ敵てきに変わる。

「私が選んだニセモノ皇帝だからな」
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　北の塔の入り口で、スフィルは見張りの衛兵相手にどうでもいい世間話に興きようじていた。

　兄が世話になっている礼だと言ってワインとチーズを渡したせいか、それとも夜間の単たん独どく任にん務むで退たい屈くつしていたためか、案外簡単に足止めが成功したのはよかったが、メグがいつ戻ってくるかわからないので内心気が気ではない。相手の目を盗んでちらちら階段の方を見ていたら、不意に衛兵が直ちよく立りつ不ふ動どうの姿勢で敬けい礼れいをした。

「おい？　いきなりどうし……」

「夜間の見張り、ご苦労だな」

「はっ。恐れ入ります、皇帝陛へい下か！」

　一いつ介かいの衛兵が、直接皇帝から声をかけられることなど滅めつ多たにない。顔を真っ赤にしている彼の横を、一回り小さな少年が供もつけずに悠ゆう々ゆうとこちらへ歩いてきた。

「ユウェル……っと、ユウェル陛下。どうしました、こんな時間に」

　人前なので、さすがに立場は弁わきまえねばならない。スフィルが畏かしこまって尋ねると、ユウェルはまず衛兵を振り返り「熱いレモネードを」とおもむろに要求した。

「ここへ来るまでに、ずいぶん身体からだが冷えてしまった。私に風か邪ぜをひかせたいのか？」

「は？　え、あ、しかし、自分はここを……」

「…………」

「しょ、承しよう知ちしましたっ。今すぐ行ってまいります！」

　有う無むを言わさぬ瞳に射い抜ぬかれ、若い衛兵は恐きよう縮しゆくしながら回れ右をする。そのまま生き真ま面じ目めに走り出す背中を見送ると、ユウェルは幼馴染みの顔に戻って愉ゆ快かいそうに笑った。

「おい、ユウェル。どうしたんだ、こんなところへ来て。おまえも兄さんに面会か？」

「ふぅん？」

　意味深な間を取ってから、彼は澄すまして答える。

「面会は日中に限られている。でも、ここにスフィルがいるってことは上にメグが来ているんだな？　そうか、じゃあ俺は遠えん慮りよしておこうかな」

「ユウェル……」

「スフィルも人が好いな。おまえは、物語の脇わき役やくになる柄じゃないと思うのに」

「な、何のことだよ」

　白々しくとぼけようとしたら、憎たらしいことに憐あわれみたっぷりに微笑ほほえまれる。なまじメグと同じ顔なので、何だか無む性しように決まりが悪かった。

　しかし、多忙なはずのユウェルがわざわざ物もの見み遊ゆ山さんでここまで来たわけではあるまい。案の定、彼はすぐ真顔になると深刻な事態だと呟つぶやいた。

「つい先ほど、ゴドルフ・ダロスの使者が来た。極ごく秘ひに俺と会いたいと」

「本当か？　くそ、やっぱりな。革命の成功は時間が左右する。フォロン国の騎き士し団だんが力を盛もり返す前に、さっさとカタをつけてしまおうって腹だろう」

「スフィル、俺は決めたよ」

「え……」

「シオンを釈しやく放ほうするように、明日の議会で命令する」

　それは、見事なくらい迷いのない一言だった。

　議会で孤こ立りつしかけている現在、ユウェルがその決断を下すのにどれほど勇気が必要か、スフィルには痛いほどわかっている。皇帝とはいえ幼おさない彼に後こう見けんとなるべき存在はいないし、唯ゆい一いつ頼りにしていたシオンとも陰いん謀ぼうで引き離された。

　だが、それでもユウェルは決めたのだ。

　皇帝の独どく断だんと呼ばれようと、議会の連中を敵に回そうと構わない、と。

「腐くさりきった連中の顔色を窺うかがうのは、もう飽あき飽あきだ。これでは、何のために俺が皇帝に即位したのかわからない。あいつらの操あやつり人形になっているだけなら、グレンダ侯爵が皇帝になっても同じことだ。セレネイドに未来はない」

「ユウェル……」

「今、この苦く境きようを乗り切るにはシオンの知恵が必要だ」

　すっかり大人の表情を纏まとい、冷静な声音でユウェルは断言した。

「ゴドルフの目的は、我が国から援軍を出してほしいということだろう。拒きよ否ひすればグレンダ侯爵の行為を公表し、幽閉しているフォロン国の王族を一人ずつ処刑するつもりだ。そうなれば、我が国の名誉は地に落ちる」

「だったら、世間に内ない緒しよで兵を貸せ、というわけだろ」

「結果は同じだ。フォロン国は、反政府集団の手に落ちる。それでは、真の意味で名誉を保たもったことにはならない。俺は……セレネイドをそんな薄汚れた国にしたくはない」

「同感だ。これでも、俺は騎士の誇ほこりってやつを大事にしていてね。命を捧ささげるなら、おまえのような主しゆ君くんにと決めている。ついていくぜ、ユウェル」

「……うん」

　頼もしいスフィルの言葉に、一瞬だけ気が緩んだのだろう。

　十三歳のユウェルが、嬉しそうに頷いた。

「〝一人で全部背せ負おわないで〟って、メグがそう言ってくれたんだ」

「あいつが？」

「身代わりなんだから、半分寄よ越こしてほしいって。だから、素直に頼ることにしたよ。スフィルもシオンも、これまで以上に働いてもらうからな」

「ああ、任まかせておけって」

　ふ、と顔を見合わせて、どちらからともなく握あく手しゆを交わす。

　ユウェルが即位してからずっと、両親を亡なくしたばかりの少年皇帝をどうやって支えていこうかと、スフィルもシオンもそれだけを考えてきた。

　けれど、今はもう違う。

　ユウェルはしっかりと、しなやかに、本物の皇帝へと成長し始めていた。

「それから、メグのことだが……まさか、本当に処分したりはしないよな？」

「ああ、兄さんが何か手を打つと思う。そうでなきゃ、メグが〝会いたい〟なんて言い出すわけないし。でも、もうちょっと早くユウェルの決心を聞いていたら、何もこんな夜中にこっそり忍しのびこませなくてもよかったな」

「いや、よかったんじゃないかな」

「え？」

　どういう意味だと目で問うと、ユウェルはまたもや意味ありげに笑んだ。

　何だよ、と些かムッとすると、続けてやれやれと溜め息を漏もらす。

「鉄格子の窓越しに、二人で顔を合わせているんだろう？　そんな盛り上がる場面でもないと、あの二人は絶対素直にならないじゃないか。特に、シオンは堅かた物ぶつだからな。いつもの彼なら、国の一大事って時に女の子と甘い会話なんかするわけない」

「そ……っか……」

「本当は、釈放の件を伝えようと思って来たんだけど、そういうわけで遠慮したんだ。それに、メグが来たならきっと元気も出ただろうし」

「ユウェルはそれでいいのか？　おまえだって、メグがお気に入りだったじゃないか」

　自分ばかり当てこすられるのも悔しいので、スフィルは少し意地悪をしてみた。

　だが、ユウェルは予想に反して涼すずしい顔で言い返す。

「お気に入りというなら、シオンやスフィルだって同じだよ。俺は、皆と一緒にいられるならそれが一番いい。シオンがメグを独占して、俺とは会わせないとか言い出さない限りは目を瞑つむってやるつもりだ」

「うわ。兄さんなら、言いかねないな」

「その時は、俺と二人でメグを奪い返そう」

　あっけらかんと言い放たれ、思わずスフィルも噴ふき出した。

　確かに、そんな未来もありかもしれない。

　最後に恋の勝者となるのは誰なのか、まだ運命の輪は回り続けているのだから。

「レモネードも、メグも遅いな」

　どこかさばさばとした心持ちで、ユウェルとスフィルは小さく笑った。
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「要するに、ゴドルフ・ダロスはすでにセレネイドへ入国しているんだな」

　スフィルから聞いた話を、メグはできるだけ忠実に語り終える。黙って聞いていたシオンは、眉み間けんに皺しわを寄せて低く呟いた。

「だとすれば、スフィルの見込み通り明日にでも接触してくるだろう。向こうには、亡命したグレンダ侯爵という情報源がある。王宮の内部組織や主おもだった人間関係はもちろん、懐かい柔じゆうされていると思われる貴族たちから、いくらでも最新の状況を把は握あくできるしな」

「立場は、あっちが有利ってことね」

「だが、ユウェルは交渉の余地などないと突っ撥ねる……そうだろう？　ユウェルは、もともと正義感が人一倍強い。受け入れられるわけがない」

　さすが、公私にわたって面めん倒どうを見続けてきただけのことはある。

　きっぱりと断言され、先ほど「ユウェルの気持ちがわかる」とスフィルに大見得を切ったメグは、そんな自分が少し恥ずかしくなった。

「あのね、シオン。教えてほしいの」

「何をだ？」

「私に、何ができるのか」

　真っ直ぐに問いかけると、真意を測りかねたように葡ぶ萄どう色いろの瞳が細められる。

　メグは一つ深呼吸をして、固い決意のもとに口を開いた。

「貴方は、私をユウェルの影かげ武む者しやに仕立てたわ。そして、私に〝ユウェルを守れ〟と言った。それなら、ゴドルフとの会見に出るのは私であるべきじゃない？　どうかな、この決断は間違ってないと思うんだけど」

「な……」

　よほど驚いたのか、シオンはしばし絶句する。

　確かに、ゴドルフとの会見は大きな危険を孕はらんでいた。フォロン国の実権を握にぎろうとしている彼らにしてみれば、ユウェルが生きていて得をすることなど一つもない。だからこそグレンダ侯爵に暗殺をそそのかしたのだろうし、現在も諦あきらめたとは限らない。

「スフィルが言ってたの。シオンを暗殺計画の首しゆ謀ぼう者しやに仕立てあげて、グレンダ侯爵は罪を逃れる気でいるんじゃないかって。亡命までしておいてどんな言い訳をするのか、私には全然わかんないけど。でも、そんな無む謀ぼうなことがまかり通ってしまったら、ユウェルの命は今まで以上に危険に晒さらされるんじゃないかな」

「……そのことについては、私もここにいる間ずっと考えていた。グレンダ侯爵は、腐っても王位継承権第一位だ。罪が確定して継承権を失わない限り、その立場に変わりはない。しかし……会見の場でゴドルフに何ができる？　いくら何でも、セレネイドの王宮内だぞ？　人目も多いし、スフィル率ひきいる近衛このえ兵へい団だんもいる」

「でも、衛兵の方はサイラス将軍の指揮下でしょう？」

「…………」

「何が起きるかは、誰にもわからないわ。だったら、万全の態勢で挑いどまなきゃ」

　返事をためらうシオンへ、メグは熱心に詰め寄ってみる。内心、彼の態度が不思議でならなかった。今までなら、迷いもなく同意しただろうと思うからだ。メグを身代わりに立てることを躊ちゆう躇ちよするなんて、正直想像もしていなかった。

「シオン、もしかして……心配してくれているの？」

　思い切って、直球で尋ねてみる。「バカを言うな」とか「そんなわけないだろう」とか、いつものように軽い蔑さげすみや冷笑で見返されるかと思いきや、シオンは呆れ返った様子で盛大な溜め息を漏らした。

「おまえは、私を何だと思っているんだ」

「え……だって……」

「私は〝どうでもいい〟と思っている女性に優しくするほど節せつ操そうなしじゃない。メグ、おまえだから触れたかったんだ。泣いている姿に、胸が痛んだ。……心配しないわけがないだろう。それとも、私を試しているのか？」

「……ご、ごめんなさい……」

「まったく先が思いやられるな。少しは、相手の気持ちを考えて物を言え」

「う……」

　そんなことを言われても、シオンから具体的な告白をされたわけでなし、気持ちなんてわかるわけがない。メグ自身、彼を「特別な存在」だと自覚したのは、ほんの十分ほど前のことなのだ。ここを出たら正直になろう、なんて言っていたが、ひねくれ者のシオンにそんな真ま似ねが本当にできるだろうか。

「まぁ、さっきの案は確かにおまえの言う通りだ」

　恐縮するメグを見て気が済んだのか、ガラリと口調を変えてシオンが笑んだ。

「ゴドルフとの会見が避さけられない以上、ユウェルには身代わりを立てる。それに、その方がいろいろと都合がいい」

「都合がいい？　どういう意味？」

「ゴドルフがセレネイドにいるということは、フォロン国の王宮に反政府集団の統率者が不在ということだ。叩くなら絶好の機会だとは思わないか？」

「でも、王族の方たちが人質に……」

「安心しろ。何も真っ向から攻め入る必要はない。それでは戦争になってしまう」

「よく……わからないわ……」

　シオンは勝ち誇ったようにうそぶくが、メグにはさっぱり要領を得ない話だった。はたして彼が何を考えているのか、どれだけの勝算があるのか、わからないことだらけだ。

　でも、はっきりしていることもある。

　ニセモノ皇帝としての大舞台が、間近に迫せまっているという事実だ。

「シオンが、今すぐここから出られればいいのに」

　歯がゆい思いで呟くと、シオンは余裕の表情で「待っていろ」と言った。

「ユウェルが皇帝として覚悟を固めれば、明日にでも出られるはずだ」

「皇帝としての覚悟……」

「彼には、私が──摂政シオン・ジュレットが必要だからな」

　そんなの、ユウェルだけじゃないわ。

　メグはそう思ったが、口には出さずに力強く頷いた。
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　危き惧ぐしていた通り、ゴドルフから「皇帝陛下と秘ひ密みつ裡りに会見したい」との申し出がユウェルに届いたのは翌日の正午だった。

　耳みみ聡ざとくそれを知ったカールト公爵とミュートス伯爵が、執しつ務む室しつの隣に設しつらえられた小部屋で落ち合おうとする。ここは主に『三さん賢けん人じん』が機密事項などを打ち合わせる場所で、出入りできる人間はごく限られていた。

　ところが。

「こ、これはユウェル陛下にスフィル殿。いらしていたとは知りませんで……」

「我らも火急の相談故ゆえ、急ぎ集まった次第でございます」

　先客のユウェルたちを見て、あからさまに彼らは狼ろう狽ばいする。まさか、皇帝が自ら待ち伏せしているとは夢にも思わなかったのだろう。

　気まずそうな目を愛あい想そ笑わらいの下に隠し、年配のカールト公爵がまず切り出した。

「先ほど、小耳に挟みました。フォロン国の王宮を占せん拠きよした不ふ貞ていの輩やからから、畏おそれ多くも陛下に会見の申し出があったとか。議会にて急ぎ討とう議ぎいたしましょう」

「なに、ご心配には及びません。我々に任せていただければ、セレネイドの不利には決してなりませんよ。こういった交渉事では、経験が物を言います。どうぞ、お任せください」

　調子を取り戻したのか、ミュートス伯爵が追つい従じゆうする。

　二人はいつもこんな調子で、今までものらくらとシオンやユウェルの要求や詰きつ問もんをかわしてきていた。人を煙けむに巻き、私欲を満たす術すべばかり磨みがいてきたせいか、多少のことでは動じない狡こう猾かつさが身についているのだ。

　しかし、いつになく厳しいユウェルの表情には思うところがあったようだ。

　沈黙のまま返事を待たせていると、わざとらしい笑顔が強こわ張ばってきた。次第にそれは苛いら立だちへと変わっていき、陛下は何を考えているのかと訝いぶかしみ始める。その心しん中ちゆうが手に取るようにわかり、ユウェルは頃合いかと口を開いた。

「本日、シオン・ジュレットを釈放する」

「な……んですと……？」

「これは強引なことを。まだ、彼からは何も聞き出せていないはずでは」

　案の定、驚いた二人から異い口く同どう音おんに反対の声が上がる。しかし、ユウェルは些かも引かず、強い目力で彼らを見み据すえた。

「これは命令だ。貴方たちの意見は必要ない」

「…………」

「シオン・ジュレットの才知と摂政としての手しゆ腕わんは、この窮きゆう地ちにおいて絶対に必要だ。加えて彼を拘束し続ける根こん拠きよが希き薄はくなのは、誰の目にも明らかだろう。まずはグレンダ侯爵の居場所を突き止め、彼を捕つかまえて詮せん議ぎするのが順当だ」

「ですが、彼は依い然ぜんとして行方ゆくえが摑めません。少しでも手がかりを得ようと思うなら、陛下暗殺計画に加担していたと思われるシオン・ジュレットから追及していくのが筋でしょう。陛下、幼馴染みだからといって情けは無用ですぞ！」

　ユウェルが逆らったことに立腹したのか、カールト公爵が声を荒らげて抗こう議ぎする。同様に、ミュートス伯爵も憮ぶ然ぜんとしたまま無言の圧力をかけてきた。

　しかし、ユウェルはまったく揺らがなかった。傍かたわらに控ひかえるスフィルが加勢するまでもなく、しっかりと威い厳げんをもって己の決定をくり返す。

「何度も言わせるな。シオンは釈放する。私情を持ち出しているのは、貴方たちの方だ。以前から、グレンダ侯爵と隠れて懇こん意いにしているのを俺が知らなかったとでも？」

「……言い掛かりですな」

「まったくだ！　いくら陛下とはいえ、許しがたい侮ぶ辱じよくです！」

「では、この書類に書かれている内容は？　デタラメと言い張れるのか？」

　ユウェルの合図で、スフィルが持っていた書類を二人の前に差し出した。シオンが集めていた、グレンダ侯爵に関する調査書だ。数年にわたる複数の貴族議員との癒ゆ着ちやくの実態が、かなり詳しく記き載さいされている。

「調べ上げるのに時間がかかったが、これを見る限りではグレンダ侯爵と繫つながっていたのはジュレット伯爵ではなく、むしろ貴方たちの方だ。俺の暗殺計画に積極的に関わった証しよう拠こにはならないが、ある程度察さつしていながら見過ごしていた可能性は高いな？」

「こ……こんなもの……」

「さよう、何の証拠にもなりません。第一、書類が本物かどうか疑わしいではないか」

「その通り。証拠にはならない」

　我が意を得たりとばかりに、ユウェルが不ふ穏おんに微笑んだ。

「ジュレット伯爵も、それがわかっていたから表へ出さなかった。まだ裏が完璧に取れていないと言っていたそうだ。要するに……ただの紙切れだ」

「陛下も、おかしなことを。それでは、どうして……」

　食ってかかるミュートス伯爵の隣で、あ、とカールト公爵が顔色を変えた。

　気づいてくれたなら話が早い、とユウェルは最後のひと押しをする。

「つまり、グレンダ侯爵が残した書簡も同じだ。あんなもの、ただの紙切れにすぎない」

「う……む……」

　ぐうの音ねも出ず、とうとう二人は押し黙った。何とか言い逃れようと逡しゆん巡じゆんしているが、生あい憎にくと相手をしてやるのはここまでだ。

　スフィルと軽く目配せをし、ユウェルは堂々と宣言した。

「では、異論はないな。本日、シオン・ジュレットを釈放する！」
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　同じ頃、シオンはアレンの手引きによりルカと久しぶりの対面を果たしていた。

　スラヴァヤで彼を捕らえてから、多た忙ぼうを理由に対たい峙じするのを避けていたためだ。

　その自覚がシオンにはあり、向かい合って椅子に座っている今もどんな言葉をかけるべきか迷っている。だが、今は個人的感情を抜きにして、ルカからどんな小さな情報でも得なくてはならなかった。

「ルカ……」

　シオンが拘束されていた部屋よりも、そこは更に質しつ素そで狭苦しい。

　こんな場所で二ヶ月近くも取り調べを受けているのかと思うと、改めて胸の詰まる思いがした。彼の愚ぐ行こうは許せないが、間違った忠ちゆう誠せい心しんの生んだ結果かと思うと、やはり一いち抹まつの責任を感じずにはいられない。もっと早くルカの歪ゆがみに気づいていれば、行動を起こす前に食い止められたかもしれないのだ。

　ずっと燻くすぶっていた自責の念が、シオンの心中で再燃する。

　自分は、こうなるのを怖おそれて会いに来られなかったのだ、と。

「ルカ、すまなかった……」

　気がつけば、そんな言葉が零こぼれていた。

　グレンダ侯爵のことやフォロンの反政府集団について訊ききに来たはずなのに、謝る以外に何を言うべきかわからなかった。

「シオン……様……」

　だが、シオンの第一声を聞いたルカに小さな変化が起きた。

　やつれて無表情だった顔に、少しずつ人間らしい感情が蘇ってきたのだ。虚うつろな目に知的な光が微かすかに灯ともり、ひびわれた唇くちびるから懐なつかしい声が漏れてきた。

「ご無ぶ沙さ汰た……しております。このような場所まで……お越しいただき……」

「ルカ……」

「申し訳ないことを……取り返しのつかないことを……いたしました……」

　深く頭こうべを垂れ、弱々しくルカが詫わびる。しかし、詫びる相手は自分ではない。命を狙ねらわれたユウェルと、身代わりとして戦ったメグだ。

　そう思った途と端たん、乱れていた気持ちに凜と芯が通った。

　何としても、この事態を乗り切ってみせる。

　勝算が曖あい昧まいなまま、メグを危険な会見に出すわけにはいかなかった。完璧に勝てる、という自信をもって彼女を送り出す責任が自分にはあるのだ。

　シオンは普段の自分を完全に取り戻し、ルカに毅き然ぜんと向き合った。

「あまり時間がないので、率直に訊く。おまえは、まだ私に忠誠を誓ったままか？」

「え……」

「答えろ、ルカ。おまえの返答次第で、私は心を決めねばならない。おまえを愚おろかな裏切り者と断じるか、まだ救いの道は残っているのか……どうなんだ？」

「私を……お見捨てにならない、と……？」

　信じられない、というように、ルカの瞳が激しく揺れた。小刻みに震える肩は、今にも慟どう哭こくに崩れそうだ。全てに絶望していた彼が今、一抹の光に縋すがろうとしている。その様子を見ているうちに、シオンは本当の意味で彼と向き合えるかもしれない、と思った。

「皇帝暗殺は重じゆう罪ざいだ。ユウェル陛下は温おん情じよう篤あつい方だから死罪は避さけられるかもしれないが、死ぬまで幽ゆう閉へいは免まぬかれないだろう。それでも、おまえが罪を悔くいて新たな忠誠を誓うというのであれば、私はまたおまえを訪ねよう。ルカ、おまえは有ゆう能のうな秘書だった。牢獄にあっても、その頭ず脳のうを使う道はある。私のために、もう一度働けるか？」

「シオン様……」

　言葉にしなくても、彼の表情だけで充分だった。

　ルカはみるみる憑つき物ものの落ちた顔になり、かつての生気を取り戻していく。そうして、以前の彼がそうであったように、シオンが問う前に知りたい答えを口にした。

「グレンダ侯爵の居場所には、少々心当たりがございます」

「え？」

「昨日、アレン様がいらした時にざっと事のあらましはお聞きしました。シオン様を巻き込んでの逃とう亡ぼうと知り、自分の犯おかした罪がいかに愚かだったか思い知った次第です」

　束つかの間ま、苦く渋じゆうの表情を浮かべ、すぐに彼は顔を上げる。

「ユウェル陛下暗殺の手て筈はずについて、私たちは幾いく度どか屋敷で密みつ会かいをいたしました」

「密会？　書簡のやり取りではなく？」

「まさか」

　ふっと、ルカは一笑に付した。

　その目、口調、切れ者然とした佇たたずまいは、この上なく頼もしく見える。

「後のち々のち証拠になるような手しゆ段だんを、わざわざ使うなど笑しよう止し千せん万ばん。グレンダ侯爵も、さすがにその辺は心得ておりました。ですから、私たちは必ず使者をたてるか直接お会いして、話を秘密裡に進めたのです」

「……やはりな」

　要するに、サイラス将軍が押おう収しゆうしたという書簡そのものが、ねつ造だったのだ。ある程度予測はしていたが、乱暴なやり口にシオンは嘆たん息そくせずにいられなかった。

「それで、グレンダ侯爵の居場所は？　ゴドルフたちが匿っているんじゃないのか？」

「監視下には置いているでしょうね。何しろ、大事な切り札ですから。ですが、亡命したと見せかけてフォロン国ではなくセレネイドに潜せん伏ぷくしていると思います。一番可能性が高いのは、両国の情報がどちらも入りやすい土地です。グレンダ侯爵はセレネイドの皇帝の座を諦めたわけではないでしょうし、完全に祖国を捨てる度ど胸きようもないでしょう」

「──スラヴァヤか……！」

　シオンの言葉に無言で頷き、ルカは更に先を続けた。

「以前、グレンダ侯爵の屋敷で不動産売ばい買ばいの質問を受けたことがあります。あの時は知人の話だと仰っていましたが、妙に具体的だったので覚えています。スラヴァヤに、別宅を買いたいという話でした。無む論ろん、偽ぎ名めいを使っているでしょうが」

「それだけでは……何か手がかりはないか？」

「王宮の中庭にある噴ふん水すいと、同じものを置きたいと言っていました。王宮は、グレンダ侯爵の生まれ育った場所でもありますからね。現在はユウェル陛下のものですが、それだけに人一倍執しゆう着ちやくがあるのでしょう」

「噴水だな」

　思わず身を乗り出したところで、「時間です」と衛兵が迎えにくる。もっと訊きたいことはあったが、やむを得ずにシオンは椅い子すから立ち上った。

「ありがとう、ルカ。よく教えてくれた」

「シオン様は……少し変わられましたね」

「え？」

「大たい罪ざいを犯した私と向き合い、あまつさえ礼を言うなどと、以前の貴方からは想像もできませんでした。この短期間の間に、ずっと深く、豊かにおなりだ」

「ルカ……」

　口調は控ひかえめだが、ルカは誇ほこらしげな微び笑しようを浮かべている。

　それは重罪人ではなく、主人の成長を心の底から喜んでいる家か臣しんの顔だった。
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「グレンダ侯爵が潜伏している場所が、わかったって？」

　その夜、こっそりメグの自室に集まった面々は最後の話し合いを始めていた。

　ルカとの面会後、無事に釈放されたシオン、スフィル、ユウェルに藍鳥ランニヤオ、そうして──。

「ちょっと待って。話に入る前に訊きたいんだけど、そちらの方は……」

「はじめまして、メグ様。天テイエンと申します。藍鳥の遠えん戚せきにあたる者です」

　にこやかに挨あい拶さつをする男性は、確かに藍鳥と同じ東洋人だ。しかし、一番大事な話をこれからしようという時に、それまで面識のなかった者が交じるのはどうだろう。

「申し訳ありません、メグ様。実は……」

「天は私の監かん視し役だ。だが、あくまで名目上だから心配するな」

　心苦しそうな藍鳥に代わって、シオンが平然と不穏な言葉を口にした。ますますわけがわからないメグに、今度はユウェルが説明をする。

「シオンの釈放は強引に納なつ得とくさせたんだけど、やっぱヤイヤイ煩うるさい連中がいるからさ。それなら監視をつければいいだろうって、何かそういう流れになっちゃったんだよ。でも、藍鳥があらかじめ事態を想定して、同じ一族の彼に頼んでくれていたんだ」

「監視役というからには、それっぽい人選でないと、と思いまして……。あ、もちろん身分は偽いつわって隠おん密みつの任務を受ける兵士ということになっております」

「でも、隠密ってところは藍鳥と一緒なのね」

「天の本業は情報屋です。ですが、面白いことには何でも首を突っ込む人なので」

「もちろん、報ほう酬しゆうはいただきますよ」

　陽気に、天が口を挟んできた。

「なに、本物の監視役を買収することを思えば、私の方が安上がりです。宮中の情報をいくつかいただいて帰れれば、それで」

「えっ」

　いいの、とメグは青くなってユウェルを見たが、国を左右するような機密には手を出さない、という条件で了りよう承しようしたらしい。それでも安心などできなかったが、監視役の彼を藍鳥が監視する、と聞いてやっと安あん堵どした。

「ふふ、仕方ないですね。私は、昔から藍鳥に弱いのです」

「ちょっと、余計なこと言わないで、天。皆さんが誤解するでしょう」

　天の軽かる口くちにムッとして言い返す藍鳥だが、滅めつ多たに見せない拗すねた表情が可か愛わいらしい。

（そうか。シオンが拘束された夜、藍鳥がどこにもいなくて捜さがしまわったけど、あの時にはもう手を打ってくれていたんだわ）

　ありがとう、とメグは心の中で彼女に感謝した。

　本当は抱きついてお礼を言いたいところだったが、人前なのでぐっと堪こらえる。それでなくても自分は人に抱きつきすぎだと、スフィルの一件から自重するようにしていた。

「じゃあ、話を戻すぞ。ユウェル、会見は明後日あさつてだそうだな」

　それまでの和なごんだ空気から一転、シオンの緊きん迫ぱくした声が一同の気持ちを引き締める。

「ああ。ゴドルフが数名の側そつ近きんを連れて、城へやってくることになっている」

「メグが身代わりになることは、承知しているな？」

「……仕方ない。メグなら、俺より上う手まく相手をするだろう」

　今度は見合いってわけじゃないから、無む駄だにカッコよく決められても困るけどな。

　続けてそんな冗談を口にするユウェルに、メグは少々戸惑った。てっきり、シオン同様に渋しぶられるのを覚悟していたのだ。

「どうした、メグ。ユウェルに、ダメだって駄だ々だをこねられたかったのか？」

「おい、スフィル！　俺は駄々なんかこねないぞ！」

　揶や揄ゆするスフィルに煽られ、ユウェルはメグの方を振り返った。

「俺は、当日城にはいない。おまえとは別行動だ。でも、安心しろ。スフィルとシオンは残していってやるから。この二人がいれば、何も心配はないだろう？」

「別行動？　こんな時に？　ユウェル、一体どこへ行く気なの？」

「その話をするために、わざわざ皆で集まったんじゃないか」

　ますます混乱するメグに、彼は思わせぶりな返事でニヤリと笑う。何なのよ、と答えを求めてシオンを見ると、思いがけず真剣な表情とぶつかった。

「明後日あさつての会見時、三つ同時に作戦を起こす」

「三つの……作戦……？」

「そうだ。一つはメグ、おまえが臨のぞむゴドルフとの会見だ。そうして、もう一つは居場所がわかったグレンダ侯爵の拘束。最後の一つは──フォロン国の王宮を、反政府集団から奪だつ還かんする。統率者のゴドルフの不在を狙えば、充分に勝算はある」

「ええええっ」

　一度に全てを叩くというのは、あまりにも大だい胆たんで無謀な計画だ。

　こんなこと本当に成功するんだろうか、とメグは呆ぼう然ぜんとしたが、シオンの自信に満ちた顔には一片の不安もなかった。

「まぁ、こうなったらシオンを信じるしかないだろう。ていうか、そうでなきゃ俺が釈しやく放ほうさせた意味がない。時にメグ、グレンダ侯爵は亡命じゃなかったそうだぞ」

「えっ！　ユウェル、それどういうこと？」

　耳を疑う新事実に、メグは心底びっくりする。

　どうやら皆はすでに知らされていたらしく、シオンが冷静に説明してくれた。

「ルカからの情報で、亡命と見せかけて国内にいたことがわかったんだ。潜伏場所の特とく徴ちようを手掛かりに部下に捜させたら、先ほどようやく連絡がきた。偽名を使っているが、グレンダ侯爵本人でほぼ間違いないだろう」

「だったら、その場ですぐ捕まえちゃえば……」

「もう夜も更ふけているし、屋敷には反政府集団の人間と思しき連中がいて、侵しん入にゆう者しやに目を光らせているらしい。無用な血を流さないためには、こちらも相応の支し度たくで挑いどまないとならない。だったら、明日の会見にぶつけるのも一つの手かと考えた」

「それで、ユウェルがそっちに行くの？　皇帝自みずから行くのは危なくない？」

「ユウェル陛下……いや、ユウェルには近衛兵からスフィルが選んだ精せい鋭えいをつける」

「でも……」

　だったら、より危険な方へ身代わりの自分が行くべきではないだろうか。

　納得しかねるメグに、ユウェルが「大丈夫だ」と力強く言い切った。

「俺が、シオンに頼んだんだ。叔お父じ貴きのところへは、俺を行かせてくれって」

「ユウェル……」

「叔父と甥おいとして、一度は話しておきたかった。本当はこんな風になる前にそうすれば良かったけど、それはもう繰くり言ごとになる。俺が自分で彼と対峙して、きっちり決着をつけてくるよ。それに、スフィルの部下は優秀だ。心配いらない」

「そう……わかったわ。お互い、頑がん張ばりましょうね」

　決意に満ちた視線を交わし、メグとユウェルはしっかりと頷き合う。どちらも口には出さなかったけれど、明日は記憶に残る大事な一日となる予感がした。

「三つの作戦の最後なんだけど、フォロン国の方はどうするの？　戦争になったら困るから、大おお袈げ裟さに兵は動かせないんでしょう？　それに、人ひと質じちにエルヴィラ姫たちがいるのに強行突とつ破ぱは難しいんじゃ……」

「強行突破なんて、そんな必要はない」

　シオンは勝ち誇ったように、自信たっぷりに答えた。

「私の父と君の父上が知り合いだったのは、こうなると運命的なものを感じるな。あの二人の因いん縁ねんも、きっと今度のことを通して少しは解ほどけるかもしれないぞ」

「え……え……え？」

　一体、シオンは何の話をしているのだろう。

　唐とう突とつに父親のことを話題に出され、何のことやらと困こん惑わくする。確かにアレンとメグの父親、フェンネルは知り合いだったと判明したが、どちらかというと微び妙みような関係だし、そもそも明日の作戦とはまったく関係がないはずだ。

「明日になればわかる」

　含むようなシオンの物言いに、他の皆も思わせぶりな笑みを浮かべている。

　一人蚊か帳やの外に置かれ、メグはひたすら首をひねっていた。
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「ゴドルフ・ダロスが到着しました。奥の広間にて、皇こう帝てい陛へい下かをお待ちです」

　サイラス将しよう軍ぐんが、物々しい口調で歓かん迎げいされざる来客を告げる。

　皇帝としての支し度たくを終えて控室にいたメグは、余計な口を利きかずに無言で彼に頷うなずいてみせた。代わりに傍かたわらに立つシオンが、「すぐに向かうと伝えろ」と指示を出す。サイラス将軍は一礼し、ちらりと監かん視し役の天テイエンへ視線を滑すべらせた。

「おや？　私の顔に何かついていますかな？」

「……いや、別に」

　悪びれずに笑みを返す天へ、憮ぶ然ぜんとして横を向く。サイラス将軍はそのまま部屋を出て行き、室内は再びメグとジュレット兄きよう弟だい、そして天と藍鳥ランニヤオの五人となった。

「もしかして、サイラス将軍と顔見知りなの？」

　意味深な一幕が気になって、メグは天に好こう奇き心しんを抑おさえきれず訊きいてみる。

「私、サイラス将軍も三さん賢けん人じんの二人と同じく、ゴドルフやグレンダ侯こう爵しやくに懐かい柔じゆうされているんじゃないかって心配しているんだけど。だって、会見の場には彼も護ご衛えいとしてスフィルたち近衛このえ兵へいと一緒につくんでしょう？　何やらかすか安心できないじゃない？」

「いえ、ご心配には及びません。これでも私は優ゆう秀しゆうな情報屋でしてね、言葉で人の行動を制限するのは、そう難むずかしいことではないのですよ」

「それって……」

「サイラス将軍にも、弱みの十や二十はありますから」

「……多すぎじゃない？」

　さらりと怖おそろしいことを口にする天に、その場の全員が（うわぁ……）となった。

「もっとも、皆さんには、私の得意技は通用しそうにありませんね。どなたも、呆あきれるほど真まっ直すぐな目をしておられる。秘密を握にぎって脅きよう迫はくしようにも、心を支配するのは難しそうだ。私のような人間には、一番縁えんのない方たちですよ」

　慄おののく一同を見回して、彼は薄く苦笑する。

　すかさず藍鳥が、「当然です」と誇ほこらしげに胸を張った。

「そういう方々だから、私もお仕つかえする甲か斐いがあるのです」

「ふふ。なかなかに興味深い。藍鳥、おまえの頼みを聞いてよかったよ。私が、今まで知る機会のなかった人種だ。今後、情報屋として生きていく上で勉強になった」

「だからって、皆様の秘密を暴あばいたり持ち帰ろうとしたら許しませんよ？」

「安心おし。一族は裏切らない。それに、腕っぷしではおまえに敵かなわないからね」

　強く念を押されて、天は「くわばらくわばら」と首を竦すくめる。実際、藍鳥は剣の扱あつかいや武道の心こころ得えに関しては、並みの兵士よりよほど優秀らしい。幸か不幸かまだ実力を目まの当あたりにしたことのないメグは、二人のやり取りを興味深く聞いていた。

「さて、と。そろそろ行かなきゃね」

　久々にセレネイドの正装に身を包むと、身も心もユウェルになっていくようだ。本物はまったく別の場所にいて、ニセモノのメグよりよほど重要な任務をこなさなくてはならないのだが、あちらにも心強い味方が同行しているのできっと大丈夫だろう。

「ユウェルの首しゆ尾びはどうかしら。上々だと思う？」

「まぁ、問題ないだろ」

　即答した直後に、スフィルがニヤリと呟つぶやく。

「しかし、いくら道中で疑われないためとはいえ、もう一度あいつの侍じ女じよ姿が見られるとは思わなかった。何だっけ、ユリアだっけ？　可か憐れんな美少女の」

「不思議だな。メグが女の恰かつ好こうをしていても、あんな風にならないのは何な故ぜだ」

「何よ、シオンまで。どうせ、私は下町育ちで美少女って柄がらじゃないわよ」

　真顔で言われる方が、嫌いやみや皮ひ肉にくよりぐさりとくるものだ。

　しかし、メグ自身が一番そのことを謎なぞに思っているので、ユウェルが帰ってきたらぜひ美少女になる秘ひ訣けつを聞いてみなくてはと思った。

『俺は！　シオンの計画に従したがってるだけで！　女じよ装そうが好きなわけじゃない！』

　出かける寸すん前ぜんまでグズグズ抵てい抗こうしていた、ユウェルの悲痛な声を思い出す。彼には悪いがあんまり可お笑かしかったので、いい具合に緊きん張ちようも解とけてきた。

「行くわよ。シオン、スフィル、覚かく悟ごはいい？」

「いつでもご命令を。皇帝陛下」

「我々が、命に代えても陛下をお守りいたします」

　シオンとスフィルがそれぞれ膝ひざを折り、忠ちゆう誠せいの誓ちかいをメグへ棒ささげた。
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　会見は非公式なので、城内でも比較的目立たない最さい奥おうの広間が選ばれた。

　先乗りしているゴドルフの部下が、廊ろう下かの片側にずらりと厳いかめしく並んでいる。正せい規きの兵士ではないため服装や年ねん齢れいもバラバラで、いかにも寄せ集めといった趣おもむきだ。

「セレネイドの宮中には、ゴドルフやグレンダ侯爵に与くみする者も複数いる。だから、連中も多少は舐なめてかかっているんだろう」

「フォロン国の王政派は、まだ決けつ起きしないのかしら？　地方の騎き士し団だんが、首都に着くのがなんでこんなに遅いのよ。これがセレネイドだったら、と思うとぞっとするわ」

　声を落として説明するシオンに、メグもこそっと憤いきどおりを伝えた。

　そうこうしている間に、広間が近づいてくる。

　扉付近の護衛はさすがにセレネイド側の人間で固められていたが、衛えい兵へいを率ひきいるのはサイラス将軍だ。天に釘くぎを刺されているので下へ手たな動きはしないとわかっていても、あまり気分のよいものではなかった。

「陛下、初めてお目にかかります。本日は、お目通りが叶かない恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　広間に入るなり、すでに席についていたゴドルフが恭うやうやしく立ち上がる。

　ユウェルに扮ふんしたメグはシオンとスフィルを従え、堂々とした立ち居振る舞いで彼の正面の席に腰を下ろした。事前に人物像は聞いていたが、四十半ばの元軍人という経歴に相応ふさわしく、鋭するどい眼がん光こうにはわずかな隙すきも感じられない。

「最初に陛下へお断りしておきましょう。不ぶ躾しつけではありますが、私の部下を数名、室内に同席させております。なに、隅すみでおとなしく控えておりますから」

「廊下にも、多数が待たい機きしておりました。少し多すぎでは？」

「セレネイドを疑っているわけではありませんが、場合が場合です。お許し願いたい」

「そんな心配は、ご無用と思いますが」

　ちら、と壁かべ際ぎわに控える連中に目をやり、メグは再びゴドルフへと向き直った。

　こちらも、近衛兵数名を扉の前に待機させている。だが、会見の場に同席を許可したのは摂せつ政しようのシオンと貴族籍せきを持つ近衛兵のスフィルのみだ。

「貴方あなたがフォロン国の王族の命を手中にしている間は、セレネイドとしても迂う闊かつな行動には出られません。隣りん国ごくの王を見殺しにしたと、不ふ名めい誉よを晒さらされるのは避さけたい」

「ごもっともです。だが、私は正直、感かん服ぷくしておりますよ。陛下はまだお若いのによくやっていらっしゃる」

「ご冗じよう談だんを。その物言い自体、対等なものとは言いい難がたい」

　ややきつい口調で、メグはゴドルフの言葉を一いつ蹴しゆうした。

「私が若じやく輩はい者ものであるのは事実ですが、見た目通りの中身だと思われませんように」

「ほほぅ、これは驚いた」

　率そつ直ちよくなメグの言葉に、演技ではない感かん嘆たんがゴドルフの顔に浮かぶ。

　だが、メグは頓とん着ちやくしなかった。まわりくどい会話をしている余裕はない。

「我が国とフォロン国は、友好関係にあります。だからこそ、貴方のやり方には疑問を抱いだく。フォロン国の王政に、目立った落ち度はなかった。内乱で悪いた戯ずらに国を騒さわがせ、王族を拘こう束そくするほどの理由が何かありましたか」

「…………」

「どうですか。貴方なりの正義や、大たい義ぎ名めい分ぶんさえないのですか。さぁ、私を納なつ得とくさせられる動どう機きを、どうか堂々と述のべていただきたい。それができないのなら、セレネイドとしては援えん軍ぐんを送るような不義理をするわけにはいかない！」

　堂々たる威い厳げんをもって、メグはゴドルフを真っ直ぐに問い詰めた。

　実は、今口にした言葉は事前に「覚えろ」とシオンから渡されたメモの内容だ。

　読んだ時は「こんなに強気でいいのか」とびっくりしたが、その気になって口にすると痛つう快かいでなかなか小こ気き味みがいい。

（どうかな、シオン。私、上う手まく言えてる？）

　気になって隣へ視線を走らせると、澄すました横顔とぶつかった。

　けれど、メグにはわかる。シオンが、こっそり笑いを嚙かみ殺しているのが。彼だけではなく、反対側を見るとスフィルも微かすかに唇くちびるの端はしが上がっていた。

「ユウェル陛下は、噂うわさに聞くより勝ち気な性しよう分ぶんのようだ」

　子どもと侮あなどっていただけに、メグの啖たん呵かはゴドルフの癇かんに障さわったらしい。

　愛あい想そ笑いを浮かべてはいるが、その目は獰どう猛もうな苛いら立だちに満ちていた。

「今、この場で我々反はん政せい府ふ集団の思想を語ったところで益えきはない。陛下、貴方が納得しようがしまいが、援軍は必ず出していただく」

「何を……」

「我々は、まだ正式にフォロン国の実じつ権けんを握っているわけではない。機を見て王宮の占拠には成功したが、国民の多くは動どう揺ようしており支持を得るに至いたってはいないのだ」

「当然だ。あんな強引な真ま似ねをしておいて」

「だからこそ、逆ぎやく賊ぞくの我らが正義に転じるには、首しゆ謀ぼう者しやの私が玉座に着くほかない」

「それが本音……ですか……」

　開き直りとも取れる言い分に、メグは不快を隠せなかった。

　フォロン国の内乱も然さることながら、ゴドルフの率いる反政府集団がそそのかしたせいでグレンダ侯爵は皇帝暗あん殺さつを企くわだてたのだ。それなのに、命を狙ねらった皇帝本人の前でよく「玉座」などと恥ずかしげもなく言えるものだ。

「勝ち気な陛下はお忘れのようですが、私どもにはセレネイド王位継けい承しよう権けん第一位のグレンダ侯爵と、フォロン国の王族という切り札がある」

「グレンダ侯爵には、皇帝暗殺を企たくらんだ疑いがかかっています。速すみやかにお引き渡しを」

　怒いかりに震ふるえるメグに代わって、シオンが口を開いた。

「グレンダ侯爵は、同行されていないのですか？　常識外はずれの交こう渉しようを求めてくる以上、相そう応おうの手て土産みやげを持ってきてくださるものと期待していましたが？」

「摂政殿こそ、いつ拘束を解かれたかな？　やはり、陛下の友人という立場は違いますな」

「私は、もともと無実です」

　挑ちよう発はつをあっさりかわすと、あくまで冷静に言い返す。

「稚ち拙せつな証しよう拠こと貴き族ぞく議ぎ員いんの一部を懐柔したくらいで、共きよう犯はんに仕立てようという浅せん慮りよはやめていただきたい。直じきに、真実は明らかになります。その時、グレンダ侯爵の背後に貴方がいることがはっきりしたら、王座どころの騒ぎではなくなるでしょう」

「はっ。それこそ、言い掛かりだ。グレンダ侯爵が、告発でもしたならまだしも」

「…………」

「言っておくが、彼は亡ぼう命めいしたのだ。もうセレネイドに戻ることはない」

「はたして、そうでしょうか」

「なに……」

　はったりではない強気な様子に、何かを感じ取ったのだろうか。

　ゴドルフの顔に、怪け訝げんな色が浮かんだ時だった。

「会見中に失礼いたします！」

　近衛兵の制服を着たスフィルの部下が、緊きん迫ぱくした様子で広間へ駆かけ込んでくる。

「たった今、スラヴァヤより伝令の早馬が帰き還かんしました！　乗っていた者の話によると、本日未命、セレネイドの騎士団がグレンダ侯爵の身柄を確保したそうです！　まもなく、騎士団は彼を連れて首都に到着するとのこと！」

「な……ッ……」

「くり返します！　グレンダ侯爵の身柄を、セレネイド騎士団が確保しました！」

　ガタガタッ。

　その瞬しゆん間かん、ゴドルフが立ち上がった。

　室内に控えていた彼の部下たちが、一いつ斉せいにこちらへ集まってくる。彼らは己おのれの剣の柄つかに手をかけ、ゴドルフの合図があればいつでも戦えるように臨りん戦せん態たい勢せいを取った。

「どうしてわかった……」

　高まる緊張の中を、ゴドルフが苦々しげに吐はき捨てる。

「奴やつの居場所は、誰も知らなかったはずだ！」

「悪いが、我が国の摂政は毒すら味方につける男でね」

　勝ち誇ったようにメグが答え、些いささかも引かずにゴドルフを睨にらみ返した。

「〝毒〟には〝毒〟の在あり処かがわかるらしい。さぁ、どうする、ゴドルフ。これで切り札の一つは消しよう滅めつだ。加えて、今日限りでセレネイドの王位継承権第一位、というグレンダの付加価値も忘れていただく」

「何だと……」

「皇帝の権けん限げんによって、グレンダをシャマラン一族から廃はい嫡ちやくする！」

　メグの唇から、とんでもない宣言が飛び出し、凜りんと室内へ響ひびき渡る。

　シオンとユウェルを除のぞく全員が、あまりのことに茫ぼう然ぜん自じ失しつとなった。

「おわかりか、ゴドルフ。グレンダは、もう王位継承権どころか貴族でさえない。従って、彼がどんな悪事を働こうと、またそれが世間に公表されようと一個人の問題だ。無む論ろん、セレネイドの名に泥どろを塗ぬるのに変わりないが、少なくとも国の思惑とは関係ない」

「何を……バカな……」

「同様に、グレンダに懐柔されていたカールト公こう爵しやく、ミュートス伯はく爵しやくをはじめとする数名の貴族議員には、この機会に隠いん居きよしていただく。当主の座を次世代へ譲ゆずり渡し、田舎いなかでのんびり余よ生せいを送ってもらおうか」

　メグの言葉を継ついで、シオンが冷れい淡たんに追い打ちをかける。

　続けてスフィルが不ふ敵てきな笑みの下から、意味深にうそぶいた。

「時間が勝負なのは、革命に限ったことじゃない。戦いくさってのは、そういうものだろ」

「何の話だ……」

　意味がわからない、とゴドルフが訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

　その時、再び近衛兵が血けつ相そうを変えて広間へ飛び込んできた。

「報告します！　フォロン国の王宮が解放されました！　王家の方々は全員無事です！」

「バカな……！」

「……というように、畳たたみかけないとな」

　スフィルの呟きが、一瞬で引っ繰り返された状況を鮮あざややかに彩いろどる。

　もはや、完全に主しゆ導どう権けんはセレネイドにあった。

「ゴドルフ、おまえの革命は失敗に終わったようだな」

「う……ぬ……」

「観かん念ねんしろ。おまえを捕とらえ、フォロン国へ引き渡す」

「うおおおおおっ！」

　諦あきらめを促うながすメグの言葉に、ゴドルフが大きく吠ほえた。

　それを合図に兵たちが剣を振り上げ、一斉に襲おそいかかってくる。すかさずシオンとスフィルが剣を抜き、メグを庇かばうように立ち塞ふさがった。

「うわ、予想外だな。負けが確定したのに見苦しいぞ」

「無む駄だ口ぐちを叩たたくな、スフィル。メ……いや、陛下に傷一つつけるんじゃないぞ」

「間違ってるし」

「うるさい」

　多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいでありながら、彼らの口調は少しも焦あせってはいない。本当に大丈夫なのか、といくばくかの不安を抱いていたメグの耳に、聞き慣れた声が飛び込んできた。

「みんな無事か！」

　両開きの扉が派は手でに開かれ、本物のユウェルが剣を手に駆けてくる。彼の後ろには武装したスフィルの部下が続き、たちまちあちこちで斬きり合いが始まった。

「ルカからの情報は正しかった。グレンダ侯爵を連れてきたぞ！」

「な……ッ……どういうことだっ。何故、ユウェル陛下が二人いるっ！」

　そっくりな顔が二つも揃そろったことに、ゴドルフは激しい混乱をみせる。

「それはね、ゴドルフ」

　腰の剣をスラリと抜き、メグが高らかに声を張り上げた。

「私がニセモノ皇帝だからよ！」

　言うが早いか床を蹴けり、脇わき目めも振らずに彼へ斬りかかる。だがギリギリでかわされてしまい、逆に向こうの刃先が迫せまってきた。

「危ないっ！」

　素早くシオンが前に飛び出し、己の剣で振り払う。直後に「無茶するな！」と怒ど鳴なられたが、メグは身を翻ひるがえしてすぐさま体勢を立て直した。

「ちょっと、それが皇帝に対する口の利き方？」

「おまえ、自分で正体をばらしたくせに何を言ってる！」

「あ。そうか。でも、無駄な一いち撃げきじゃなかったはず！」

　騒ぎに乗じようじて先手を打ち、派手に打って出た意義はあったようだ。空気は完全にこちらの流れになり、気け圧おされたゴドルフの部下たちはたちまち統とう率そつが乱れて劣れつ勢せいとなった。

「影かげ武む者しやめ……！」

　荒々しく毒づき、ゴドルフが剣を構え直す。

　本来、他国の宮中で剣を振り回すなどあってはならないことだった。まして、非公式とは言いながら国家間の交渉の場には違いないのだから。

　切り札は失われ、フォロン国の革命は失敗に終わった。

　ゴドルフに残されたのは逃げるか、捕まるか、どちらかだけだ。

「私との会見にニセモノを送るとは……この屈くつ辱じよくは忘れないぞ！」

「本物より皇帝っぽかっただろう？」

　駆けつけたユウェルが、メグと背中合わせになって剣を握る。

　同じ顔。栗色の髪。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。まるで双ふた子ごか分身だ。
















　それが一層の混乱を招き、シオンたちには更なる有利をもたらした。

「ユウェル、もう着替えちゃったの。ちょっと残念だな」

　こっそり声を落として囁ささやくメグへ、「早馬にスカートで乗れるか」とユウェルは返す。

　皇帝自みずから馬で駆けたのか、と驚いたが、その横顔は不敵なまでに逞たくましかった。

「ゴドルフは、もうお終しまいだ。ここにいる連中にも、そろそろそれをわからせなきゃな」

「陛下、ここはお任まかせを。雑ざ魚こを相手にする必要はありません」

　数名を剣で叩きのめして戦せん闘とう不ふ能のうにし、シオンが涼すずしげな顔で戻ってくる。

「だったら、俺ばかりに働かせるなっ」

　機き敏びんに動き、誰より大立ち回りを演じているスフィルが恨うらめしげに声を荒あららげた。

　巻き添えを怖れたサイラス将軍たちは我先にと持ち場を放ほう棄きし、孤立するゴドルフたちに降こう伏ふくを迫るのも時間の問題だ。

　メグは最後の務つとめとばかりに、襲いかかる兵士の剣を悠ゆう然ぜんと薙なぎ払はらった。
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　ユウェルたちが駆けつけてから、勝負はものの数分でついてしまった。

　ゴドルフと部下たちは拘束され、ひとまず北の塔とうへ移されていく。今後、彼らの処しよ遇ぐうをどうするかは、フォロン国の王と話し合うことになった。だが、二つの国で犯おかした罪を考えれば、相当重い罰が下されるのは間違いない。

　騒そう動どうが片づくのもそこそこに、ユウェルは後始末をシオンに託たくしてフォロン国へ出発していった。きっと、エルヴィラ姫が熱ねつ烈れつに歓迎してくれることだろう。

「大だい団だん円えん……なのよね。でも……一つだけ、まだ信じられないの」

　大立ち回りで荒れ果てた広間に立ち、まだ皇帝の恰好のままのメグが溜ため息いきをつく。

「あの、本当に、フォロン国の王宮を奪還したのって……」

「メグの父上だよ。正確には、メグの父上が傭よう兵へい時代の仲間やツテを総動員して、あらかじめ腕利きの数名を王宮に潜もぐり込ませてくれてたんだ。俺の父さんは、メグに会った晩にはもうフェンネル殿に連絡を取って、二人ですぐに計画をたてていたらしい」

　スフィルが感心しきりといった様子で、事の仔し細さいを話し出す。一昨日おとといの夜、打ち合わせの席でシオンから計画を聞かされた時は冗談にしか思えなかったが、あの父がそんな大たい層そうなことをやり遂とげたのかと、今は尊そん敬けいの念でいっぱいだった。

　そして、それは騎士のスフィルも同じらしい。

「剣の腕だけじゃなく、いざという時にどれだけ仲間を集められるか。そうして、自分の声に従って働いてくれるのか。そういうのが、これからの時代の戦い方なんだな。数じゃなく頭を使えば、無謀に思える挑ちよう戦せんも確実なものになるってわかったよ」

「スフィルは、とっくにそういう人だと思うけど？　部下にも慕したわれてるし」

「そうかな？」

「うん。でね、そこにシオンの頭ず脳のうが加わったら貴方たちは最強になると思うの」

「えっ」

　思わず顔を歪ゆがめるスフィルに、近くで聞いていたシオンが「露ろ骨こつに嫌がるな」と文もん句くをつけてきた。だが、よく見ればその目元は和やわらいでいる。スフィルもすぐに気がつき、「しょうがないな」と笑い返していた。

「まぁ、どんなに相性が悪くても兄きよう弟だいでいる以上、一生の付き合いだからなぁ」

「何なんだ、その気の乗らない感じは。別に、無理して兄弟をやる必要はないんだぞ。今まで、互いに好き勝手にやってきたんだ。今さら、歩み寄れるものでも……」

「あれ、そういうこと言っていいんだ？」

　シオンのひねくれた物言いに、スフィルはニヤリと意味ありげな顔をする。そのままメグに聞こえないところまで異母兄あにを引っ張ると、憮ぶ然ぜんとしている耳元でこっそり呟いた。

「兄弟でなかったら、簡単に引き下がってやらねぇよ」

「スフィル……おまえ……」

「暗あん殺さつ騒そう動どうは幕を下ろした。当面、身代わりもお役やく御ご免めんだ。普通の女の子に戻ったメグをどうするのか、兄さんのお手並み拝見しようじゃないか。あんたが、厄やつ介かいな〝しきたり〟とやらから、どうやって彼女を守るつもりなのかってね」

「…………」

　どうする？　と挑発的に覗のぞき込こむと、意外にも平然と見つめ返される。シオンは少しも動じず、むしろ腹の据すわった表情でスフィルに笑いかけた。

「心配するな。もう打つ手は考えてある」

「へぇ？」

「いずれわかるさ。そう遠くないうちに」

「兄さん……」

　まったくペースを崩さない異母兄に、気け圧おされてしまうのが少し悔くやしい。

　複雑な気分で黙り込むと、シオンはいつになく優しい声音で言った。

「私は、この先も彼女を手離す気はないからな」
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　その夜、反政府集団からフォロン国の王宮奪だつ還かんに成功した傭兵の一団が、意い気き揚よう々ようとセレネイドへ凱がい旋せん帰国した。先方の王と話し合いのため残ったユウェルに代わり、摂政のシオンと彼の父親、アレンが揃そろって出迎える。

　しかし、影ながら尽じん力りよくしたフェンネル・バーシアの姿はどこにも見当たらなかった。




「父さんってば、こんなところにいたの」

　労ねぎらいの宴うたげが催もよおされている大広間からは一番遠い、王宮の小さな中庭。

　月光の下で柔らかに水が跳ねる噴水の前で、メグは父親の姿を見つけて声をかけた。

「皆、お祝いの席で盛り上がっているわよ。話を聞いたら、びっくりしちゃった。たった二十人で、ゴドルフの部下たちを打ち負かしちゃったんでしょう？」

「ああ、メグか。……いや、上手いこと奇き襲しゆうが成功しただけだ。無論、王族の方々に危険が及ばないよう充分作戦には配はい慮りよしたが、連中は戦に関しちゃ熟じゆく練れん者しやばかりだからな。連れん携けいさえきっちり取れれば、状況を引っ繰り返すのはさほど難しいことじゃない。第一、私は指揮を取っただけで実戦には参加していないしな」

「でも……」

「もう十年若ければ、率先してフォロン国の姫君を救うところだが」

　照れ隠しなのか、娘からの素直な賞しよう賛さんをフェンネルは茶化して答える。その様子は、メグのよく見知った父親に他ならなかった。それだけに、本人を前にするとやっぱり信じられない思いでいっぱいになる。

　でも、とアレンの言葉を思い出しながら胸で呟いた。

　彼が傭兵から普通の鞄かばん職しよく人にんへ、百八十度違う人生を歩き出したのは母親のためなのだ。

「あのね、スフィルが父さんのこと褒ほめていたのよ。いざという時に、自分の声に応こたえてくれる仲間がいるのは凄すごいって。私も、そう思う。父さんが傭兵をしていたなんて思いもよらなかったけど、私に剣を教えてくれたのも、その型が少々風変わりだったのも、いろんな国で雇やとわれて戦っていたからなのね」

「まさか、こんな形でおまえに知られることになるとはなぁ」

　苦笑いを浮かべ、噴水の縁ふちへフェンネルは腰かける。

　メグも隣に並んで座り、涼しげな水音を背景に両親が出会った頃へ思いを巡らせた。

　シャマラン一族の娘で婚約者がいた少女と、流れ者の傭兵で地位も財産もなかった青年の恋物語を。そうして、その二人から生まれた自分の運命を。

「アレン様から至急の連絡が届いた時、もしやメグの身に何かあったんじゃないかと慌てたよ。だが、実際はセレネイドの危機という恐るべき事態だった。フォロン国の情勢は街にも様々な噂うわさが流れてきてはいたが、まさか我が国の貴族や『三賢人』まで関わりを持っていたとはな。しかも、自分の娘が渦か中ちゆうにいると知ったら……動かないわけには、いかないだろう。急きゆう遽きよ、昔の傭兵仲間に声をかけて使えそうな連中を揃えてもらった。皆、久しぶりの戦だと張り切っていたが、なかなかの働きだったようで安心したよ」

「なかなか、どころじゃないわよ。その人たち、一昨日おとといからいろんな手段で王宮に潜伏していたんでしょう？　仲間に成り済ましたり、食料を届ける商人に扮ふんしたり。想像するだけで、わくわくしてきちゃった」

「機き動どう力りよくの高さは、傭兵ならではだからな。正せい規きの騎士団だと、こうはいかないさ」

　少し得意げに説明する父親を、メグは誇らしい気持ちで見つめた。

　同時に、彼に花嫁を奪われたアレンは、どうして今度の作戦を思いついたのだろうと不思議になる。本当なら、絶対に頼りたくない相手ではないのだろうか。

「いや、厳げん密みつに言えばアレン様の独どく断だんじゃない」

　メグが率直な質問をぶつけると、意外な答えが返ってきた。

「え？　それ、どういうこと？」

「正しくは、息子に背中を押されたからだ、と言っていたよ」

「む……すこ……って……」

　シオンに？　と問い返そうとして軽く混乱する。

　おかしい。それこそ不自然だ。

　シオンはメグの父親と一度しか会っていないし、その時のフェンネルは単なる鞄職人でしかなかった。それなのに、どうしてアレンをそそのかすことができたのだろう。

　納得しかねるメグへ、フェンネルは思わせぶりな目で微笑んだ。

「アレン様は、おまえに会った後で北の塔の息子に面会したんだそうだ。その時、息子から〝傭兵を使ったらどうか〟と意見されたらしい。自分は囚われの身で直接動けないが、頭を使うことはできる。そこで考えた。兵を動かせば戦争になりかねない現状を思えば、傭兵が一番使い勝手がいいだろう、とな」

「シオンが、そんなこと……」

「当然、アレン様は困惑した。優秀な傭兵なんて、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで揃えられるものじゃない。時間もないのに、それは不可能だ。しかし、ためらう彼に息子は私の名前を出した。傭兵を集められる人間を、貴方は知っているだろう──そう言ってね」

「…………」

　絶句するメグの頭上で、さあっと水音が流れ落ちていった。

　俄にわかには信じ難がたい父親の話だが、それならいろいろ謎なぞが解ける。

「え……と、じゃあ、シオンは私の身元を知っていたってこと……？」

「そうだろうな」

「母さんが、シャマラン一族の娘だったってことも？」

「アレン様が、おまえにしゃべってしまったんだって？　まったく、困った方だよ。時期を見て私から打ち明けようと思っていたのに。そこは父親の役目だろう、普通」

　いやいや、そうじゃないんだってば。

　フェンネルは「いいとこ取りをされた」と悔しがっているが、メグが突っ込みたいのはそこではない。




　シオンが全部知っていた、という驚きよう愕がくの事実だ。

「ひ、ひどい。知ってたんなら、なんで黙ってたのよっ。あんまりだわ。そりゃ、知ったからどうだって言われれば何も変わらないけど、でも……っ……」

「メグ……」

「あ、じゃあ、最初に私にツンケンしたのって、あれってシオンの性格が悪いからだとばかり思ってたけど、父親を振った女の娘だっていうのもあったからかもっ。そうよね、そう考えた方がつじつま合うもんっ。ああもう！　なんて人なの、シオン・ジュレット！」

「おいおい……」

　きいっと足をバタバタさせながら騒ぐ娘に、フェンネルも若じやつ干かん引き気味だ。

　けれど、かつての父親の婚約者で、自分の義は母はになったかもしれない女性の娘が現われれば──まして、それが皇帝に瓜二つの容姿をしていれば、メグを見るシオンの胸きよう中ちゆうがどれほど複雑だったかは察さつするに余りある。

　驚くべきは、それをまったくこちらに悟らせなかった驚異の鉄てつ面めん皮ぴだろう。

「だって、スフィルもユウェルも〝兄さんは、ああいう奴だから〟って……」

「シオン・ジュレットのことか？　だが、彼がおまえを迎えに来た時、私を値踏みするように見ていたのは気づいていたよ。恐らく、皇帝の身代わりを務めるにあたって、おまえの出自については調べておいたんだろう」

「それは……まぁ、普通そうよね。皇帝の身代わりだもん。誰だっていいってわけには、いかないと思うわよ。思うけれども……ッ」

「話してほしかったか？」

「う……」

　優しく問いかけられ、返事に詰まった。

　眉み間けんに皺しわを寄せて考え込むメグに、フェンネルが穏やかな口調で話しかける。

「私は、彼の思いやりだと思うぞ」

「父さん……」

「両親が駆け落ちしたとか、母親には婚約者がいたとか、そんな事情を他人がぺらぺら本人に話すのは、ずいぶんと無神経な話じゃないか。アレン様は当事者だからまだしも、自分が簡単に口にできる話題じゃないと判断したんだろう」

「…………」

「優しくて人の痛みがわかる、立りつ派ぱな青年じゃないか」

　父親の言葉は、緩やかにメグの心に染み込んだ。

　夜気に紛れる水音のように、それは指先まで綺き麗れいに響き渡った。

「……さてと。そろそろ広間へ戻ろうか」

　ゆっくりと立ち上がり、フェンネルが芝を踏んで歩き出す。

　慌てて追いかけようとしたメグを肩越しに振り返り、「おまえはどうするんだ？　まだ城に残ってやることがあるのか？」と尋ねてきた。

「侍女見習いだかなんだか知らないが、帰ってきたくなったらいつでもいいんだぞ。ソニアと一緒に待っているからな」

「うん……」

　頷きながら、メグは胸を熱くする。

　これだけの騒ぎだったのだ。娘が皇帝の身代わりを務めていたと、父親が気づいていないはずはない。それでも、知らない顔をしてくれる思いやりが嬉しかった。

「ありがとう、父さん。もうちょっとだけ、待っていてね」

　父親の背中を見つめて、口の中でそっと呟く。

　大団円って、ほの淋しいものなんだな。

　メグは小さく笑って、感かん傷しよう的てきな気持ちを大事に心へ納めることにした。










[image: ]







　母親が遺のこした純白のウェディングドレスは、物心ついた頃からずっと憧あこがれだった。

　美しい光こう沢たくのシルクで縫ぬわれた、胸元が品よく開いたビスチェドレス。その上に羽は織おる襟えり付つきの短いボレロは、初うい々ういしい花嫁に相応ふさわしく手首までぴっちり身体からだを覆おおってくれる。

「このドレス、母さんが着たことはなかったなんて……」

　アレンの告白を今さらのように反はん芻すうし、メグはしみじみと感かん慨がいに耽ふけった。

　おぼろげな記き憶おくを懸けん命めいに呼び起こし、何度となくドレス姿の母親を想像した。そして、自分もいつか同じように装よそおうのだと夢を見る時間が、メグの唯ゆい一いつの楽しみだったのだ。

　でも、いろいろな真実を知った今、自分の夢も方向転てん換かんが必要なのかもしれない。

　全ては王宮内で行われ、そうして幕を閉じた。

　世間ではフォロン国の内ない乱らんが失敗に終わったこと、王族を救い平和を取り戻すのに尽じん力りよくしたのがセレネイドの若き皇こう帝ていであること──この二つの話題でもちきりだ。でも、その陰かげで命を懸かけた戦いや駆かけ引き、様々な想いが交差したことは誰も知らない。

　もちろん、皇帝に扮ふんした少女が活躍したということも。

「何だか、気が抜けちゃった……」

　大きな事件を乗り越えて、城内には以前の平へい穏おんが戻りつつある。

　ユウェルは今回の件で皇帝としての自じ負ふと責任感に目覚め、日々の成長が著いちじるしい。そんな彼を慕したって、議会ではシオンを筆ひつ頭とうに若い二世の貴き族ぞく議ぎ員いんたちが活かつ気きある意見をぶつけ合い、より良い国づくりへと希望を膨ふくらませている。まだまだ経験不足から躓つまずきや失敗も多いが、そこは彼らを支える大人たちの協力もあり、失敗を恐れずに何事も挑戦できる土台が築かれつつあった。

「ユウェルの成長は喜ばしい限りだけど……淋しくもあるなぁ」

　藍鳥ランニヤオが用意してくれたトルソーにドレスを着せ、それを腰かけたベッドからボンヤリ眺ながめていたメグは、ふぅ……と小さく溜ため息いきを漏もらす。

「どうした、不景気な面つらして。腹でも減ってるのか？」

「……スフィル。ノックと同時に入ってきたら、ノックの意味がないじゃないの」

「何だよ、ご機き嫌げん斜ななめだな。さては、シオンにまた説教でも食らったか？」

　揶や揄ゆするような口を利ききながら、軍服姿のスフィルが入ってきた。正装しているのは、午後に行われる近衛このえ兵へい団だんの新兵入隊式に出席するためだ。

　フォロン国の内乱は少なからずセレネイドの騎士や兵士にも影響を及およぼし、サイラス将軍が失しつ脚きやくしたのをきっかけに、現在不ふ穏おん分ぶん子しは軒のき並なみ追放されたり審しん議ぎにかけられたりしている。そこで臨りん時じに新たな入隊希望者を募つのったら、予想以上の反響があったらしい。

「ま、俺サマの人気が後押しをしたって面は否いなめないけどな」

　ふふん、とスフィルはうそぶくが、巷ちまたでの彼の人気は高まる一方だった。実際、騎士の正装をした彼は見み惚とれるほど凜り々りしかったし、切れ者の摂せつ政しようとしてますます冴さえた手しゆ腕わんをみせるシオンと共に、ジュレット兄弟きようだいは相変わらず国中の乙女おとめから熱い注目を浴あびている。

　でも、とメグはムッと膨れ面になった。

「お蔭かげで、シオンとはこの頃ゆっくり会っていないの。忙しいみたい」

「そうなのか？　何だ、俺はてっきり……」

「てっきり……何？」

「あ、いや、そうだな……ええと、普通に仲良くしているもんだとばかり」

　上うわ目め遣づかいに睨にらまれて、スフィルは困ったように目を逸そらす。一度口に出したら不満が溢あふれてきたメグは、八やつ当あたりと知りつつ唇くちびるを尖とがらせた。

「私たち、〝普通に〟仲良かったことなんかないもの。シオンは、私の顔を見れば憎にくまれ口を叩いたり嫌いやみを言ったり、そりゃもう腹の立つことばっかりなんだから」

「メグ……」

「アップルパイの約束、まだ果たしてないのに……」

　しょぼんと項うな垂だれていたら、ぽんぽん、と優しく頭を撫なでられる。元気出せって、と笑いかけられて、メグは深く反省した。

「ごめんね、スフィル。八つ当たりしちゃって」

　いけないいけない、と首を振り、立ち上がってしゃっきり背せ筋すじを伸ばす。大事な友達の前では、やっぱりカッコよくありたいものだ。そこに、男とか女の違いはない。スフィルとはそんな風に、ずっと付き合っていきたいと思っている。

「あのね、一つだけスフィルに訊ききたいと思っていたことがあるの。母さんのドレスに縫い取られていた紋もん章しよう、シャマラン家のものだって気づいたから買ったのよね？」

「ん？　ああ、まぁそうだね」

「でも、どうして？　アレン様の作らせたドレスだって、知っていたわけじゃないんでしょう？　それに、どうして私には教えてくれなかったの？　言ってくれたら、私がシャマラン家の血ち筋すじに当たるってわかったのに。それなら、私とユウェルが似ていることも、何となく納なつ得とくがいくでしょ」

「それは……」

「──おい、メグ。ちょっといいか」

　話の途中で、久しぶりにユウェルが顔を見せた。

　当たり前の顔で、ノックもせずに入ってくるところは少しも変わっていない。

「スフィルに続いてユウェルまで。一体、今日はどうしちゃったの」

「とぼけるな。藍鳥から聞いたぞ」

「え？」

　少し怒ったような口ぶりで、ユウェルがずい、と顔を近づけてきた。

「おまえ、家に帰りたいって言ったそうだな？」

「…………」

「どうなんだ、メグ。本当なのか？」

「だって……もう身代わりは必要ないでしょ？」

　あんまり真しん剣けんに詰め寄られたので、たじたじと後ずさりながらメグは答える。ユウェルもだが、聞いていたスフィルまで「初耳だな」と由ゆ々ゆしき事じ態たいに眉まゆを顰ひそめていた。

　けれど、これはいい機会かもしれない。

　多忙な彼らとは、最後の挨あい拶さつもできないままになるのでは、と密ひそかに心配していたのだ。メグは意を決して、二人を交互に見ながら口を開いた。

「暗あん殺さつ計画は破たんしたし、ひとまずユウェルの身に危険はなくなったわ。それに……」

「何だ？」

「ユウェル、背が伸びたでしょ。私にはわかるわ。きっと、これからどんどん成長する。そうしたら、いくらなんでも私に身代わりは無理よ。身長の問題だけじゃない、顔つきや身体つきだってそっくりってわけにはいかなくなるわ。そうしたら、私がここにいる意味はないもの。いつまでも残っているのはおかしいわ」

「だ、だからって、そんなに急がなくても……っ。背が伸びたって言ってもたったの三センチだし、公こう務むは増えてく一方で俺一人じゃ大変だし……っ」

「何かの拍ひよう子しに、ニセモノだってバレた時の方がよっぽど大変よ。私は、あくまで臨時なの。皇帝が命の危険に晒さらされている時、身代わりを務つとめるのが役目だっただけ」

　もう決めたことなので、取りつく島もなく言い切る。

　さすがにユウェルも言葉に詰まり、助け船を出せとばかりにスフィルを見た。けれど、彼らが何を言おうとニセモノ皇帝はもうお終しまいだ。

「メグ様、シオン様がお呼びです」

「あら、藍鳥」

　千せん客きやく万ばん来らいだわ、とメグは思わず苦笑した。

　藍鳥とは毎日顔を合わせるが、この面子メンツが揃そろうのは本当に久しぶりだ。

「そっか、〝家に帰りたい〟って伝言を藍鳥に頼んで三日たつし、やっと返事をもらえそうなのね。わかった、ちょっと行ってくるわ」

「おい、メグ！　まだ話は終わってないぞ！」

「大丈夫よ、ユウェル。何も今日帰るってわけじゃないから。それから、スフィル。さっきの話の続き、絶対に聞かせてね。約束よ？」

「……ああ」

　複雑な顔で頷うなずくスフィルに、じゃあまた、と元気よく踵きびすを返す。

　よかった、いい時にお呼びがかかって。

　本当は、ちょっとだけ泣いてしまいそうだった。でも、彼らに涙は見せたくない。

（だってニセモノ皇帝、楽しかったもの。最後まで、笑って幕を閉じたいわ）

　シオンの待つ執しつ務む室しつまで、メグは潤うるんだ視界の中を毅き然ぜんと歩き続けた。
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「〝さっきの話の続き〟って、何のことだよ」

　メグが出て行くなり、ユウェルが憮ぶ然ぜんと尋ねてくる。抜ぬけ駆がけは許さないぞ、とでもいうような目つきだ。恋の勝者がほぼ確定した今も、前向きな気持ちは持ち続けているらしい。もっとも、ユウェルの場合は恋情ではなく、姉への思し慕ぼに近いものだろうが。

　仕方ないなぁ、と苦笑いを浮かべ、スフィルは観かん念ねんして話し始めた。

「そこに飾ってあるメグのドレス、シャマラン家のものだと知っていて何で黙っていたんだって訊かれたんだ。あと、そもそも古着屋で買った理由とか」

「もしかして、スフィル様はあのドレスを作らせたのがアレン様だと、初めからご存知だったのではありませんか？　ただ、贈られた相手がメグ様のお母様とは思わなかった。ご自分の亡なくなられたお母様だと思ったのでは……？」

「藍鳥、何でそれを」

「女の勘かんと、推すい理り力りよくですわ」

　図星を指されて絶ぜつ句くするスフィルに、藍鳥が悪いた戯ずらっぽい笑みで答える。

「アレン様が、だいぶ昔に話していらっしゃったのです。スフィル様のお母様とは、彼女が病気になって屋敷へ引き取った際に結婚するつもりだったと。ドレスを用意して喜ばせようと思ったけれど、求きゆう婚こんを断わられてしまったと淋しそうに仰おつしやってました」

「父さんが作らせたドレスは、本当に素晴らしかったらしい。ただ、一ヶ所致ち命めい的てきな間違いがあったんだ。それに気づいた母さんは、黙ってドレスを返したんだよ。死ぬ前に、俺へ恥ずかしそうに打ち明けてくれた」

「致命的な間違いって……まさか……」

「察さつしがいいな、ユウェル。そう、依頼された刺し繡しゆう職人が何を勘かん違ちがいしたのか、数年前と同じくシャマラン家の紋章を襟につけてしまったんだ。すぐに手違いだと理解はしたが、庶しよ民みんどころか外国から流れてきた母さんに家か紋もんなんてものはない。身分の違いとやらを痛感して、目が覚めたって言っていた。で、やっぱり貴族の妻になるのは無理だって求婚を断わったんだとさ」

　その辺のことは、スフィルも幼おさなかったので断だん片ぺん的てきにしか覚えていない。ただ、ドレスをつき返した理由と母親の淋しそうな微び笑しようだけは強く印象に残っていた。

　母親は、本当はドレスを着たかったのではないか、という想いと共に。

「古着屋の店頭で見かけた時、てっきり母さんが返したドレスだと思ったんだ。父さんが手離して、何かの事情で流れてきたんだろうって。だから、メグから〝母親の形見だ〟って言われた時、ひどく混乱したよ。まさか、シャマラン家の紋章をつけたドレスが二着存在するなんて思いもしなかった」

「そうだよなぁ。普通、シャマラン一族の娘が自分のウェディングドレスを古着屋に売るなんてありえないからな。腐くさっても貴族、大事にクローゼットにしまい込んで、死ぬ時は一緒に埋まい葬そうしてもらうだろ。何と言っても、特別なドレスなんだから」

「まぁ。ユウェル陛下も、女心がわかってこられたようですね」

　藍鳥がしみじみ感心すると、うるさいな、とユウェルは顔を赤くする。

　そんなやり取りを、スフィルは和なごやかな気持ちで見ていた。メグを帰らせたくない、とユウェルがごねるのは、きっとこういう時間をこれからも共有していたいからだ。

　皇帝や侍じ女じよ、騎士や摂政に普通の少女。

　立場や身分の垣かき根ねを越えて、素直な言葉で笑い合える仲間たちが。

「──今わかったよ。俺は、あのドレスを母さんのものにしておきたかったんだ。ドレス自体はメグへ返しても構わなかったが、母さんのために作られたんだと思っていたかった。それで、彼女に紋章の話ができなかったんだな」

「きっと、メグ様はわかってくださいますよ」

「元気出せ、スフィル。むしろ、メグの好こう感かん度どは急上昇するはずだ」

「好感度が急上昇か……」

　藍鳥とユウェルに励はげまされ、スフィルは吹っ切れたように呟つぶやいた。

「じゃあ、兄さんには〝油断するな〟って言っておこうかな」
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　緊きん張ちようしながら執務室の扉をノックすると、素そっ気けなく「入れ」と返ってきた。

　メグは素早く深呼吸をし、覚かく悟ごを決めて扉を開ける。シオンは定位置の机ではなく、まるで自分を待っていたかのように、すぐ目の前に立っていた。

「シオン、私……家に帰り……」

「相変わらず、能のう天てん気きな奴やつだな」

「はっ？」

　開口一番偉えらそうな口を利かれ、思わず自分の耳を疑う。

　せっかく神しん妙みような気分でいたのに、今の一言で台無しだ。

「能天気って、ずいぶんじゃないの。何よ、久しぶりに会ったっていうのに」

「本当のことを言ったまでだ。おまえ、大事なことを忘れているだろう」

「大事なこと？」

　本気で意味がわからず、きょとんとする。

　お蔭で、シオンの眼差まなざしに特別な温度が宿っていることに少しも気がつかなかった。

「まず一つ。私は、おまえのアップルパイを食べていない」

「それは、帰る前には焼くつもりで……」

「次に、北の塔とうで約束した〝正直に〟なった私の言葉を、おまえはまだ聞いていない」

「え……と……」

「最後に」

　ここが一番重要だ、というように、数秒の間を空あけて彼は言った。

「身代わりの役目が終わったら処しよ分ぶんされる──この〝しきたり〟から、おまえを守ると約束した。私が、どう解決するつもりなのか知りたくはないのか」

「シオン……」

　忘れていたわけじゃない。

　自分の命がかかっているのだ、気にしていなかったはずがない。

　けれど、シオンに訊くのが怖かった。もし、彼を苦しめるようなことになっていたら、家へ帰るどころの話ではなくなってしまう。だから、〝しきたり〟を覆くつがえせなかった、と言われたら、潔いさぎよく全てを諦あきらめようと覚悟は決めていた。

　そういう意味では、「家に帰る」と言うのはメグにとって大きな賭かけだったのだ。

「アップルパイはいつでも焼くわ」

　真まっ直すぐに葡ぶ萄どう色いろの瞳を見つめ、一歩前へ踏み出した。

「正直な、貴方あなたの言葉も聞きたい」

「メグ……」

「最後に、私の命はシオンに預けてある。だから、貴方の決定に従したがうわ」

「……そうか」

　ふっと、柔やわらかくシオンが微笑ほほえんだ。

　滅めつ多たに見ることのない、愛いとおしさに満ちた優しい笑みだ。

　そのまま両腕をゆっくりと伸ばし、彼は静かにメグを抱き寄せた。

「あ、あの……」

「これが、私の正直な言葉。そして、〝しきたり〟への答えだ」

「え……」

　不意に視界が暗くなり、唇にしっとりと息がかかる。

　瞬しゆん時じにメグの鼓こ動どうが跳はね上がり、ぶわっと体温が上じよう昇しようした。

「……おい」

　ギュッと目を閉じたきり、手足がカチコチに固まっていく。

　頭の中は、緊張でぐるぐる回りっぱなしだ。

　やがて呆あきれたような溜め息が聞こえ、唇から少しずれた場所を、ふわりとくすぐったい感かん触しよくが撫でていった。

「取って食ったりはしないから、目を開けろ」

「だ……だって……」

「言うことを聞かないなら、今度こそ頰ほおじゃなく唇にキスするぞ」

　とんでもない脅おどし文もん句くに、メグは慌あわてて目を開ける。

　怒っているような困っているような、ひどく微び妙みような顔がこちらを見つめていた。
















「い、今のって……」

「悪いか。正直になったまでだ……半分だけ」

「半分？」

「唇に届かなかった」

　不本意極まりない、と言いたげに、シオンが目元を赤らめる。平気なように見えて、彼も内心ではかなり動どう揺ようしているらしい。

　触ふれられた頰がじんわり熱くなり、メグは火ほ照てった顔を彼の胸に押しつけた。

「身代わりが処分されるのは、宮中で見聞きした秘密を外部へ漏らさぬためだ」

　メグの髪をゆっくりと撫でながら、シオンが囁ささやく。

「だから、処分されたくなければ……ずっとここにいればいい」

「ここって……お城に……？」

「私の側そばに」

　そう言って、彼は抱き締める腕に力を込めた。

　重なる鼓動が響ひびき合い、メグの胸を甘く叩き続ける。

「ええ──いいわ」

　愛しい微び熱ねつに縁ふち取どられた音が、恋という新しい冒険の始まりを告げていた。
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　こんにちは、神かん奈な木ぎです。

　このたびは『ニセモノ皇こう帝てい』完結編、最後までお読みいただきありがとうございました。前作で取りこぼした謎なぞを含め、サブタイトル通りの大だい団だん円えんを目指しましたが楽しんでいただけたでしょうか。完成まで紆う余よ曲きよく折せつを経へたこともあり、私も感かん慨がい深ぶかい一作となりましたが、書けば書くほどメグたちメインキャラへの愛あい着ちやくもひとしお深くなっていきました。

　今回はオヤジ担当でシオンたちの父親が出てまいりますが、雲くも屋や先生の描かれるアレン様がそりゃもうイカした美び丈じよう夫ふだったので、正直私の方がふら～っときましたよ（笑）。

　他にも、前作同様にこれでもかとイケメンばかり出ております。お蔭かげで美び麗れいなイラストの数々はまさに眼がん福ぷくものなのですが、そんな彼らとの淡あわいロマンスにもそれなりに決着がついています。とはいえ、男子たちの盛り上がりに対してヒロインが破は壊かい的てきに鈍にぶいので（乙おと女めゲー的にはお約束なのでしょうが！）、これからもメグを巡って小さな火花を散らすといいと思います。特に、弟キャラのユウェルは今後どんどん成長し、青年になる頃にはメグとはまったく違うイケメン皇帝になっている予定なので、その辺で参戦してきたらシオンはうかうかしていられないんじゃないでしょうか。

　お話の構成上、本当はもっとメグのニセモノとしての活かつ躍やくを入れたかったのですが叶かなわず、そこだけは少し残念です。それと、お母さん世代のロマンス模も様ようとかは本筋から外はずれるので触り程度でしたが、脳内でいろいろ考えては一人で楽しんでいました。キャラが後編でぐっと増えたので、その分隠されたドラマもキャラの数だけあるのですが、読者の皆様の想像力をちょっとでも刺し激げきできたなら幸せです。

　イラストの雲屋ゆきお先生。前作に引き続き、華やかでイキイキとしたメグたちを描いてくださり、本当にありがとうございました。お忙しい中、またも大変なご迷惑をおかけしてしまい申し訳ありません。でも、この物語は雲屋先生のイラストでなくては成立しなかったなぁ、と心の底から思いますし、感謝の気持ちでいっぱいです。

　最後に、読んでくださった皆様へ。二冊で終わりにしよう、と決めたものの、いざあとがきの段になるとちょっと淋さびしかったりします。せめて、メグたちと一緒にドキドキハラハラしていただけたなら、こんなに嬉しいことはありません。よろしければ、ぜひ感想などお聞かせくださいね。心から、お待ちしております。

　ではでは、またの機会にお会いいたしましょう──。


https://twitter.com/skannagi（新作情報はこちらで）神奈木　智さとる拝










著者

神奈木智

Satoru Kannagi




夏が近づき、猫の抜け毛が舞い散る時季になりました。抱き寄せると、お日様とホコリの匂いがします。猫の変化で、一番季節を感じます。原稿に詰まっては猫を撫で、時には抱っこして「これからどうしよう」と人生相談したりします。

今回も、そんな良き相棒たちに助けられながらの大団円となりました。










イラスト

雲屋ゆきお

Yukio Kumoya




なにげに白い衣装というのが一番彩色難しい気がします。

純白のドレスは難易度ＭＡＸ…！
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